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118 COLUMN#5 [特別 寄稿 ] 東京 に 奉納 され た 「 絵 馬 」 











。 空 か ら 巨大 な 水 の 塊 が 落ち て き て 危機 一 有 般 の と ころ を 須賀 に 助け られ る 。 





フェ リー が 東京 湾 の 竹芝 ふ頭 に 着く と 、 帆 高 も 須賀 
も 船 を 降り る 。 別 れ 際 、 須 賀 は 困っ た こと が あっ た 
ら 連 絡 し て こい と 帆 高 に 名 刺 を 渡し た 。 
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軸 高 は 惨め な 気持 ち で 空き 缶 を 拾い な が ら 、 ガム テー プ で 無造作 に 留め られ た 紙袋 の 包み を 見 つけ た 。 そ 
れ は ず し り と 重い 寺 で …… 





須賀 か ら も ら っ た 名 刺 に 書か れ た 住所 を スマ ホ で 確 
良し て みる 四 高 。 名 刺 上 の 須賀 の 肩書 き は 「K&A プ 
ラン ニシ ジグ CEOI と な っ て いる 。 
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ハン バー ガー を 差し 出し て か ら 、 ま る で 「 め っ 」 と 弟 を 叱る 姉 の よう に 帆 高 を 見 る 少女 。 で も 、 そ の あと すぐ 柔らか な 役 笑 み を こぼし て 仕事 に 戻っ て いっ た 。 
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「 お は よ !」 と いっ て 身体 を 起こ す 夏 美 。「 さ っ き 胸 見 た で し ょ 」 と 四 高 


NJ 
> ん ン を か ら か い 、 須 人 賀 と は 「 想 像 通り の 関係 ] だ と いう 。 帆 高 は 初め て 「 愛 
第 N オド に 人 」 を 見 た と ドキ ドキ し た 。 
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簡単 な 仕事 で 今日 か ら 給料 が 出せ る か ら ウ 
チ の 店 で 働か な いか 、 と 少女 に し つこ く 絡 む 
男 た ち 。 少女 は 困っ た 表情 を 見 せな が ら も 強 
く 抵抗 で きず に いた 。 





銃声 が 空 に 抜け る よう に 響き 、 弾 は 男 の 背後 の 街灯 
に 当たっ た 。 四 高 に 馬乗り に な っ て いた 男 は 腰 を 抜 
か し 、 道 路 に 尻 も ち を つい た 。 
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陽 菜 を 取り 囲む よう に 風 が 吹き 、 屋上 の 雑草 も 陽 菜 
を 中 心 に 放射 状 に 揺れ て いる 。 陽 菜 に 光 が 射 し 、 み 
る みる うち に 目 の 前 の 雲 が 晴れ て いく 。 
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大 雨 に 混ざっ て 透明 な 魚 が 落ち て き て いる よう に 見 えた り 、 空 に 大 き な 水 の 塊 が 
見 えて 、 そ れ が 突然 爆 ぜ て 降っ て きた り 、 落 ち て きた 半 透 明 の 生物 らし き 物体 が 


水 に な っ て 消え た り 。 雨 に よる 不思議 が 続く 中 、 夏 美 は 就職 活動 を し 、 須賀 は 亡 
く な っ た 妻 の 母 に 会 っ て いた 。 


wa < 
Et 
pi ーー、 トヨ 


ーー 


初め て 立ち 入る 女の子 の 部 屋 に ドキ ドキ する 帆 高 。 陽 菜 は 落ち つい た 様子 で 迎え 入れ て 


、 自 分 で 栽培 し て いる 豆 苗 や 帆 高 が 差し 入れ た ポテ トチ ッ プ ス を 使っ て 、 手 際 よ く お 昼 ご 飯 を つく る 。 
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「 型 朱 人 ぐ ” 憶 や し 」J つ も 0 和 を 7 


を か け て いた 警官 も 緊急 


所 さ じじ!JG 鞭 的 義人 心 の 陣 二 や 
も iM EE34 シリ 弄っ いる 
EE 


和 


で し" 怖 賭 型 較 ロ 時 つい お で 
で し つむ 届 " 

宮地 羽 吾 義生 
h 嘆 持 や 旬 唱 直立 

NG 個 己 ” 功 天 抄 ” 普 十 


WM6 庄 肖 や 冬 つ 凡 山 くせ 
避 ) 公 吉 f6 で Ne モト ミロ 汐 握 
ペー、 


7 





落 電 に よっ て トラ ッ ク が 大 爆 発 を 起こ し 、 街 が 騒然 と な る , 
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| 姉ちゃん 、 帆 





5 


柏 7SE2NI し つ ] 」 


も し も る 神様 が いる の な ら ば 。 わ お 願い で す 。 
も う 本 分 で す 。 も う 大 丈夫 で す 。 僕たち ら は 、 な ん と か や つう で 05 





だ か ら 、 こ れ 以 上 、 僕 た ち に 何 $ 足 きず 、 僕 た な ちから 何 も 引 か な いで くだ さい 。 
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度 は 自然 に 笑顔 で 渡す 


、 
 。 


3 本 に | 


を プレ ゼン ト す る 帆 高 。 


に 
が 
ュー 


いう) 近 HN0 JJG し 字 立 
と IN トミ 6 人 同島 で" ト 
7 ロー 人 KX ヘ ーー ミー ふ Gt 心 補 
nQ” KW く トン WS く 
K ミ ー ズ "中 も や で へ 人 K 和 
ヘー トー 6 皿 墜 酸 了 や ひっ し っ 
、o* 

Q 層 叩 り 人 で ン さ くい し | 慰 
ぐし じ 1J 辿 玖 穏 くし | 昭 っ ひ 
へ 監 へ S 友 RI トト 交 本 の し " 
IJG66 か いう) 頑 っ 刀 Q う うう ) 


| 人 柱 な ん 





日 付 が 変わ っ て 陽 菜 の 誕 生日 を 迎え た 瞬間 、 指 輪 


と が で きた 。 


本 大 


の 表 り で で 6 交 昔 陣 村 N っ )" 
宮地 や ” 路 べ むし うぃ 6 国 G 秒 
し 障 押 品 護 填 N さ や へ 了 記 
明 つ JJ" 心 で つ W 心 半 誰 や 
本 擦 や 篤 "も シロ 志 要 的 鹿 





傘 し いっ て 思 





ピ レ や し レ つ ね" 
くく ロ Mn っ 
く コ 、 栓 採 で " 久 岡 じ 醒 押 交 る 補 
か 民泊 信 Q 詩 っ や K 居 G 国 KG 
に 周 ーー ズ マス 朴 り で で し 演 tGIJ 
志 も 財 い 表 和 SI ド ロ KO っ 


で 骨 交 訟 字 避 上 eeOY つじ 
「 ポ 0 尺 」 の っ 心 宗 要 G 損 し " く 
K ロ ーh ト G 挫 人 琴 生 っ 7 


は お さ 、 


吉 
の 雨 カ 


深刻 な 表情 を 見 せる 陽 葉 に 、 
すげ え 適 当 だ し 」 と 帆 高 は ぎこちなく 笑う 。 


| 帆 
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リル) で 2636S8 全 選 で の を いび 
》 ぁ 9 いつ らい 5 で 限 公 
上 牙 "ウン s+1 | 


| 入 キー 





指輪 を は め る 


ゃ ん と 稼ぐ か ら 。 も う 晴 れ 


\ る 左手 の 楽 指 に 


帆 高 。 「 俺 が 働く か ら 。 


| 
し 


舌 明 に な りか け て 


テ 
の 


+ い が 0 


る よ 」 


女 を や め た ん だ か ら 、 身 体 だ っ て すぐ に 元 に 戻 





タク テー ベロ ゴト G 閉 宮 @ せ 補 む 
1 や や 本 採 " NG 部 立 ゼ 
幅 口 公 時 公 む し か で 公 つ 誰 
語り ロ さ ひし っ 7 

明 で Q 陣 心 時 うり | 両 牙 ロ で で 
レ っ ン う っ 心 醒 採 G 貢 将 " マ 
宮地 「 国 いつ ン で | っ 花 
畠 せ 幅 心 友 宮地 で | マキ や 」 
うり 圭 他 S 公 人 垢 的 谷 つ も " 

「 ぶ X ス やや" 醒 採 人 くき っ で マン 
ざさ で で うっ" 理 刀 忌 せ 中 し 搬 Q 


本 押 せ 昌志 つ 座り 台 6 
NO っ ) 室 陣 交 更 人 0 つる で 


30 


STORY GUIDE 








夢 を 見 て いた 。 島 に いた 頃 の 夢 だ 。 
この 場所 か ら 6 出 た く て 、 あ の 光 に 入り た 〈 て 、 必 死に 走っ て いた 。 
あの 光 の 中 に 行こ う 。 僕 は あの 時 そう 決め て 、 
そし て 、 そ の 果て に 、 き み が い た ん だ 。 





夢 を 見 て いた 。 初 め て きみ を 見 た 日 、 ま る で 迷子 の 猫 み た いで 。 
で も 、 き み が 私 の 意味 を 見 つけ て くれ て 、 
誰か を 笑顔 に で きる の が うれ し 〈 て 、 私 は 晴れ 女 を 続け た の 。 
きみ に 会 えて 良かっ た 。 
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' 陰 お 


Ah IO 、 


横たわっ た 状態 で 目 を 覚まし た 陽 葉 の 身 
体 は 、 霧 に 包ま れ て いて 、 あ た り に は 透明 
な 水草 の よう な 草原 が 広がっ て いた 。 そ 
し て 、 その まわ り に 透明 な 魚の よう な も の 
が 浮遊 し て いる 。 
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は 、 パ トカ ー が 待ち 受け て いる 。 


ー 





太陽 の 略し さ に 思わ ず 目 を 覆い 、 立 ち 止ま る 帆 高 。 警 





官 が うな が す 先 ( 


*ー 





人 々 の 


ー 


久しぶり の 青空 ( 


表情 も 足 ど り も 軽やか 。 SNS で は 晴れ 女 ( 
感謝 する 書き 込み も 散見 され る 。 


街 は 水浸し だ が 、 








あげ た 指輪 


に 


へ 何 か 光 る も の が 落ち て きた 。 


mm 


帆 高 は 打ち ひし が れ た 様子 で 空 を 見 上 


拾い 上 げ る と それ は 、 陽 葉 ( 


げ る 。 そ 





! S い ンマ 座 押 で ” 因 ユ セ 

柚 避 世 @K 恒 っ や ” 写 
本 人 QpQ で や 部 組め 中 人 る レ 
「 室 地 」) い る を うじ 丈 Ne む て うり " 
喜 導 せ 部 均 的 ささ 評 じ ” は) 
1 しゃ 換 愉 し うっ いし つ 武 ” 醒 
泉 G 誤 WSGpGGt で ロ 
2% で し っ oo 

NG 還 ” 守 陣 ば く ^ ト ーーG 二 セレ 

いで も で し じ っ や " 際 ら 出 WON0J” 
庶 り っ や やせ 衝 6G 醒 押せ く K ロ ー 
h 刀 谷 つ じ 小 し っ や "中 羽 狂 
つや 国 据 し し っ ぃ 6 っ )” 和英 里 
けり 搾 林 細 箇 生計 つ くり レツ NG" 
宮地 で 恒 喉 公 ぐ 過 羽 に 堅 抑 環 公 
二 じ っ ぃ e8 む し 8 マン” 如 路 ・ 臣 
貴 に 志度 地 厄 隊 人 人 む や で し 
っ 

宮地 公 玉 トミ 6 坪 避 NG 
ふせ 計 よ 下 つ さ G 事 買 じ ポロ 台 
6 で し じ っ や "本 棟 玉 て 相 ロ で 
)J う ) 電 時 由 つ し に うし じゃ で 
じゃ ゅ っ で 生 写 地 本 畠 @ 交 
きぐ” 度 お 王 y 心 の KN" 古 で 
2J” 縮 岬 唱 居 羽 っ 堪 人 GS ロ 0 で で し" 
く て ドー ロ 駐 つつ SQ で し つ j6 


の 


4( ヽ 
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帆 高 は 高井 の 言葉 か ら 、 陽 菜 が 年 齢 を 偽 和 
っ て いた こと を 知る 。 陽 菜 は 、18 歳 で は 
な く 、15 歳 の 中 学 3 年 生 だ っ た の だ 。 ム 
に 1 
oe @ @ @ こ ・ だ た ん だ よー @e @ @ ゃ @ 、 偉 が 一 番 年 じゃ ね え か ・… の @ | 
| 和 訓 | 


水害 に 呆然 と し た まま 窓 を 開け 、 水 浸し に な っ て し ま 
っ た 事務 所 。 須 人 賀 は 陽 菜 の 夢 を 見 た と いう 娘 の 萌 花 
か ら の 電話 に どこ か ぼん や り と 答え る 。 


取調 室 に 入る 前 に 、 陽 菜 を 探し に 行か せ て 欲し いと 高井 に 頼み 込む 帆 高 。 し か し 、 叶 う は ず も な く 、 帆 高 は 隙 を つい て 必死 で 逃げ だ し た 。 街 に 飛び 出す と 、 偶 然 に も そこ に カプ に 乗っ た 夏美 が …… 9 





ーー……frN( 7rm 
S ぐ Ww 二 , 吉 」 


フッ 
ド 、 
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Ci ま 
t 
3 
で 
2 『 
< 際 待 + 


| こり ゃ あ 、 お 尋ね 者 だ ね え 、 私 た ち …… | 


| 悪い 時 < 因 【 ーー 当 ろ 間 | 」 補導 され 、 児 童 相談 所 で 保護 され て いる 凪 の 元 に 面会 に きた 元 カ ノ / の アヤ ネ と 今 カ ノ / の カナ 。 カ ナ が 警官 


に 連れ られ トイ レ に 行っ た 後 、 ア ヤ ネ が つけ て きた カツ ラ と 服 を 借り て 、 凪 は 脱走 を 図る 。 





「 あそこ で 空 と 繋が っ た ん だ っ て 」 


ae 





迫り くる パト カー を 、 夏 美 は アグ レッ シ 
プ な 運転 で か わし て いく 。 階段 すら も 走 
り 降 り て 「 こ うい う の 、 向 いて る か も っ !」 
と ノリ ノリ に な っ て いく 。 
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ミ 陣 近 せ や ミー ドー めし ON 
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宮地 で” 軸 叩 押 甘 じ 務 司 G 
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7 表層 
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ン CpG 層 聖 正 時 人 る で 公 0 
宮地 ゼ " 陳 畠 交 呪 0" 

| 」 






選ぶ 6 や 6o・| 


言 メ モ が その まま 残さ れ て いる 。 もう一度 会 える も の な ら ば 何 を 引き 替え に し て も いい と いう 帆 高 の 気持 ち に 、 





冷蔵 庫 に は 亡き 妻 の 1 


* 人 へ 
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陽 米 さん 、 陽 る ん ! 
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そ 
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\ な い の だ か ら と 説得 す 


強い 力 で 帆 高 の 両 腕 を 掴み な が ら 、 


別に 悪い こと は し て し 


\ う 須賀 。 


区 察 に 一 緒 に 行っ て や る か ら 、 二 人 で 事情 を 話 そ 
山高 は 


うと し 


の 7 | 


わか る 
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し が つが 湯 ぐ が る 


けた ら 取 り 返 


立 三 
ルリ し 


ざさ 


逃 け 


この まま おま 】 


りさ や ′ 老 用 論 聴 じ 装 

能 つ し っ うっ ざ ” 破 要 公 虹 息 
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地 せ 陳 畠 的 吾 む さむ で せ で で: 
っ っ う J 潜 7RNe 到 こも で っ さ へ 不 選 で 
っ し レン hk@GU 居 で うし 明 Ne” 表 
世 り ビン リリ で で で で で 公 作 評 )) 
っ 心 写 地 G 繋 提 恒 模 全 せ 
De 
「 つ で 公 つ " つ ぬ 一 | 

民 和 部 公 人 か せ 線 能 唱 陣 ひ で 

RE 
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ふつ | 答 選 胃 yR じ っ NG 
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大 の 大 人 が ガキ ー 人 に ひど い だ ろ う 、 と 須賀 は 必死 
に 刑事 た ち を な だ め よ うと する 。 し か し 、 彼 ら は 希 
を 構え た 帆 高 か ら 銃 口 を 逸らす わけ に は いか な か 


っ た 。 
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人 SH じじ っ ntQ 近 打 纏 ふ 
ヽ ふさ 公 ポ つつ し 地内 つや 
宮地 公 壮 忌 二 各 で ひじ 民 琶 *)" 
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YE トノ 」 
9 で し Oo Z Z 
g と の VS で M NO つじ し ” NB 失 べ くせ 貴 
還 ^N 衣 ー ま っ ん 
Si で い 困 602 様 G 和 ーー 
> や い 9 瀬下 不 
ei 二 へ NO ー 由 怒 / 
収 幼 9 ーG 中 
199 届 
で NN > 電 ご る 
も 近所 に 2 
て 問 字 き S am 
A 心 で 避 / 米 
< 寺 5l 、 に きき で 室 に ら に 
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雲海 に は 雲 で で きた 龍 の よう な も の の 群れ が う ご め 
き 、 上 空 に も ゆっ くり と 回 遊 し て いる 。 そ の 雲 を 抜け 


る と 、 い つの 間 に か 透明 な 空 の 魚 が 帆 高 の ま わり に 
舞っ て いた 。 


自分 の 名 を 呼ぶ 帆 高 の 声 に 目 を 覚ます 陽 菜 。 空中 
で 風 に 煽 ら れ な が ら 、 必 死に 手 を 伸ばす 帆 高 に 近 
づこ うと 陽 菜 も 懸命 に 手 を 伸ばす 。 
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| 陽 来 、 一 緒 に 帰ろ う | 


| で も 、 私 が 戻っ た ら 、 ま た 天気 が ……- 





| も う 二 度 と 
晴れ な く た っ て いい 。 
青空 より も 、 
俺 は 陽 菜 が いい | >、 
N 
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| 天気 な ん て 、 
狂っ た まま で いい ん だ !」 





の た め に 願っ て 、 陽 菜 」 
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晴れ て いた 東京 の 空 に 稲妻 が 走り 、 激しい スコ ー ル が 街 を 襲う 。 須 賀 
や 夏美 、 凪 は 思わ ず 空 を 見 上 げ 言 葉 を 呑ん だ 。 





あの 日 、 降 り だ し た 雨 は 、 そ れ か ら 一 日 も 止む こと な く 、 
東京 の 街 あ ゆっ くり と 水 に 沈め て いき 、2 年 半 が 経っ た 今 で も 、 降 り 続 け て いる 。 





家出 を し た 2 年 半 前 と 同じ よう に フェ リー で 地元 の 島 か ら 東京 都心 へ 。 船 が 近づい て 見 えて くる の は 、 あ の 
と き と は 違う 風景 。 レ イン ボー ブリッ ジ も 海 に 沈ん で いる 。 
「 PE. う le 。 4 
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に 
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あっ た ん 


に 

村 ミ 環 瑞 

ゞ ヾ 5 千 

吉 唐 マ く き 

和 ー 『 

0 5Z|  S 生生 丘 
の 還 O 8 
今 、 や O 


当 ・ 


元 


に 
相 
だ か ら 、 


人 な 


7 


に 3 
ーー 


Ve 


戻っ た だ け だ と 思っ た り も する と 話す 富美 の 言葉 
山高 は 深く 考え る 。 





昔 は 江戸 その も の が 海 の 入江 だ っ た 。 


に 
Ss 





行け と 、 大 きく な っ た 猫 の アメ と 一 緒 に 責め る 。 


ーー 


今 すぐ 陽 菜 の も と ( 


| 東京 の あの 辺 は る 、 も と も と 海 


ちまっ た アァ アリ?」 


務 


ん 


し ろ と 須賀 は 呆れ た 顔 を する 。 


に 


を 変 


ン 


形 






自分 た ち が 原 因 で 世界 が 変わ っ た な ん て 、 う ぬ ぼ れる の も 大 概 ( 


| 自分 た ち が 世 界 の 


ーー 地 公 醒 畠 3 翌 二 < 陣 ひ セ し 
モー ン nG)′ 堤 GS 隊 公 
導 へ 衝 シ ” 打 選 G 加 局 陸 公 
陣 や "で 公 ぐ の 吐 斗 的 公 五 谷 
い ン っ 直せ 共 ロ 豆 ぐ で し う で で 
SG” 交 り さ G 陣 二 し” 室 
地 せ 縮 駒 鵜 舞 YO で ” 地 辻 性 末 
し G 還 "上 束 指 聡 態 記 お で" 
瑞 り 陣 も で や ” | 羽 醒 畠 せ 
ぬ 求 いじ レ う っ じ ′ 引 中 費 0 で 
し っ や "で 公 Q。 室 地 せ 醒 近 
けり 4 ひし っ で で S い や” 押 で ひし 
つつ で 選 禁 民 學 拓 己 贅 K 唱 尽 交 


いで て 

地 司 羽 世 押 つ で 写 地 で 多 
り 咽 心 で 介 翼 羽 し じ 直さ 折 ふつ 
つの SNO” つっ リ | 宙 還 居り 公 
KKG 受 um お マー て 6!) 計 昭 
っ 著 つ し ト ふ や K つ し じ 慰 KG っ J" 

Q 結 捉 ロ | 圭 G 意 腎 篤 中 っ し っ 
"本 G 尽 組 ロ 昌明 6 ソ で や 販 
拉 や で 応 ” 世 押 せ 態 科 豆 で 
補 や SS に 五代 記 で 初 つ し っ 
的 で 和 操 KG 写 地 ロ " 陣 折 や さく 
し 菩 K9GS う 元 で " 

衣 室 地 せ も で 公 つ 閉所 
下っ りさ で 刀 必 垢 G 骨 郊 記 


綴じ し” 悪 嘩 り 和 ) 汰 くし っ 


- け SW 


き で [中 人 概 で で 生玉 せ 
II や で ? sm 上 り ろ っ で で や 


KSKK 宮 し きろ 思 呈 ソン 人 SG 中 
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そう 伝え れ ば 、 


ーー 


ーー 
ーー 
ーー 


ーー 
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うり な の は 、 


う 


ーー テキ 
ーー 


ヾ 
ぅ 


の 世 界 カ 


ーー 
いこ 





すん な よ 。 


どう せ も と も と 
狂っ て る ん だ か ら 」 


青年 。 世界 な ん て さ 、 


| まあ 、 気 ( 





如 G 雷 褒 記し” 醒 採 
映 G 係 4 レ 6 皿 環 釣 マ 写 
地 " 販 押 和 を 還 李 人 萌 回 選 区 駆 
呈 で く ぶ くれ かい 款 に こ で いる 『 だ まこ か = お (】| に るい 
神 選 坦 む し うり 
「 判 想 せ 喘 尽 公 Q 由 ひし っ 」 
「 書 団 公 )) 心 や G や で” 弧 G や っ 
レ じゃ さっ うっ] くり っ) 人 由 0 
っ っ で 一 一 性 拓 は の や で や 
NN 

つ 公 つ ” ww で で 装 泊 せ "人 ぐ 
職 皿 り も くじ しぶ 内 く 補 ” 室 地 
時 や 共 唱 交 る で で 加 世 公 
いし で も シロ 球 NG 醒 近 G 血 包 
に 7 で て 

NG 忠 下 "宮地 せ 明 幅 つ で 7 
拓 相 公 因 い ひし っ や 6G し せ で マン" 
II に SPX だ いま くさ (で 4 3 た ME に 
いよ くく よい に で 4335) 
ーー!J@ 判 皿 じ ” 邊 り 直 0 し っ 
ツン) 来訪 刀 和 JI7 

栓 押 G 岳 的 計 室 地 ” 上 さ 
芯 っ や 醒 畠 せ 説 つ っ 陣 早 的 咽 や 7 
室 地 Qp) り 諾 や 6。" 

宮地 G 姜 信心 咽 公 志 で し っ tG 
JJ っ) 居 で マン 模 畠 "「 室 地 " 
尿 で :」 NG 緊 ロ 記 で hG 

NG 財 選 大 ” 太 細 ソン 遇 M@ 窒 
則 ” 敬 記 る や teM 絢 癌 表層 で 
し っ で "人 尼 農 で で 拓 路 じ " 写 
他 せ 醒 畠 品 M/ の " 

「 醒 採 0 マ " 講 刀 認 引 OU 
民政 補 」 
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析 う ! や っ ぱり 、 直 う ! 


吉 時 、 、 生 


あの と き 、 僕 は 、 僕 た ち は 確 か に 世界 を 変え た ん だ ! 
僕 は 選ん だ ん だ 。 あ の 人 を 、 こ の 世界 を 、 こ こ で 生き て いく こと を | 
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REP 
を を る する る うる ゃ する る 








物語 の 重要 な モチ ー フ と な る 天気 。 


「 空 は 海 より も 深い | 「 雲 の か た ち 」|「 雨 の こと | な ど 、 





ご の LUMN 





知れ ば 知る ほど 面白 い お 天 気 の こ と を 、 
あれ これ 教え て も らい まし た 。 





利用 


よる 解説 や 、 地 震 ・ 


トー 


と の 天気 予報 を 


ー 


: 気 象 予報 士 。 特 別 豪雪 地帯 の 長 


野 県 信濃 町 で 生ま れ 、 自 然 の 素晴らし さも 怖 さ も 感 
従事 。 特技 は スキ ー と スノー ボー ド 。 


ー デ 
トー 


ー 
ーー 


気象 予報 士 の 資格 を 取得 。 日 本 気象 協会 入 


ー 
に 


じ な が ら 育つ 。 東 京都 立 大 学 で 化学 を 専攻 し 、 在 


学 中 ( 
天気 予報 専門 メデ ィ ア 「tenkijp] は 、Web サ イト や 


社 後 は 放送 局 や デジ タル サイ ネー ジ 等 を 担当 し 、 
アプ リ で 、 全 国 の 市 区 町 村 


【 詳 細 な 天気 予報 は 「tenkijp] を チェ ッ ク 】 
津波 な どの 防災 情報 も 確認 で きま す 。 


齋藤 愛子 (日 本 気象 協会 ) 


で きま す 。 ま た 、 気 象 予報 士 ! 


さい と う ・ あ い 
企画 ・ 開 発 ( 








旬 せ 典 パ や p 衝 ひい 尋 っ 
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人 SN9-JIJC し 周 時 旬 SQ” 民 銘 旭 
品 お 結 居 記 コ ら らら 往 二 介し G「 虹 
0 も] し” 民 若 御所 唱 肛 移 WW し っ ぷっ 
J っ JJp 選 うっ” 慌 泉 G 判 昧 公 代 ひじ っ 6 
な ” | 択 ′ 寺 @ 判 路 じ ゼ " 民営 二 嘱 や 
上 詳 っ も 0 で し っ kG セル ユ ト + 嗣 擬 G 喘 層 監 
せ ” 牙 骨 志 じ せ 固 に つつ の Q い の E+ 
コモ うっ 心 J う 怪人 で 公 D ひ し っ ke パ 心 じ 
p” 爺 唱 "人 旬 @ 判 忠 せ 妹 @ コ つの 所 時 
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玖 心 急 teKKG 志 せ 
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拉 り ひし うっ ” 表 考 陣 せ 弄 二 ヨー 過 ァ 
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*% で し 交 や つじ し っ” 到 考 昭 G 十 G 窟 


面 園 じ ゼ 計上 基 G 表 考 公 り コロ ン う や る 


記 で りく で り 地 ソン マレ や 表 胡 軌 G 十 基 し 
つ 公 管 中 し 6 や で ” 弄 徐 属さ 示 て 
机 GHK ミ ヤー ロバ いじ | 雪 撰 囲 G 革 し 
財 収 G 考 で 公 王 来 KW で S や くし G 選 
責 臣 責 G 医 りさ ひし っ も * 


居 責 皿 貢 史 貢 御 富 己 紅 世 つや うっ 


ベ マ 6 拉 べ ぐつ うり 民泊 抽 到 で 嬢 っ 路 
で さ 公 下 つや 6 も 収 喜 臣 責 和民 臣 
ば べ 証 G 剖 園 や で や りう っ 江 取 " 販 阪 中 
呼 玉 で 篤 りや 聞 りゃ 7 阜 臭 呈 押 G 構 
閉 ・ 章 時 ロ 8 民 居 を 居 吸 公表 人 0 ン 牙 で で 
レ っ " 也 條 つつ 尋 居 悪 民 心 上 記 中 
し 居 夫 区 豆 交 許 衝 穫 想い G 記 0 公 
由 潜 ギコ つ " K 居 中 中 提 記 培 ロバ で 直 0 芋 
か !J う ) 到 S じ WONG も の ロ さ で 6 し も " 


性 G 民 居 中 器 @ 昭 也 せ 


COQGmoe 革 
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性 じ 尽 る し じ K 居 中 器 公 剖 志 人 で G せ 
mcooo 守 世の中 コ GIIJD っ JJ")G っ ) 避 G 
中 回 ゼ "|「 介 賠 | 消 へ 芯 せ く 似 ユ ト 
AR 習 く 押 史 入 加入 覆 K 問 中 」 で Ce つ 
「W 岡 呈 唱 下 WW せ 琵 り 人 恨 Q 和 ” 居 
や 挑 人 で を も っ し つ ゃ 璧 " 刀 和 / 履 公 器 





さ を か うっ 咽 対 応じ セ "」) う で や 厄 じ つ 
S” っ 6 パ 心 宮中 中 的 つや G 褒 で 
で の じゃ ( 地 )" 
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志 つ せ G ゼ で せ ス KG ユ へ トキ ーー へ ハハ 
し レ 。 6 補 HAD ロ ー 只 郁 臣 や も で NG 福 
Sm の いい O 叶 或 G り JJ" 「 ス トキ ーー テハ 
へ AG 搬 ] り 帆 で で し っ NeGS 「o 民 さき 止 
べべ SW モー ミロ 癌 むさ | て @ 巡 軍 
SIER セ 細 胡 の 記載 QEe37 爺 庄 @ 並 皿 
S 半 に ) 眉 量 押 人 G 堺 0 じ 中 震 志 壇 的 元 記 
じ レ WN0|] うっ 心 DG” 臣 飼 ロレ 
や 上 涯 國 で 下 つも で し っ 6 つ "NG 宙 ? 
ご の の の 吐 唱 居 夫 志和 へ リ ロー ふり 
Ne 壮 埋 中 器 如 難 巡 つり THA ロー6 記 
最 己 G 選 志和 うう ) や けり 匠 習 中 嘱 せ 光 中 つつ 
レ H つ や 


了 K 居 中 器 旧 te 羽 相 の 中 拉 や く 


民 尽 GK 居 中 固 せ "で ぐっ 人 晶 中 
K や 0 で KNO) う 心 党 種 ロ トト ロ ふ で や 6 し 
つや や” 臣 李 ば で へ ペー トー 上 ト ユ 7 
INA 民 ” 振 軍 ドー ト り うり 拉 々 で スト 
ヾ トド じ ド NR 居 中 虹 玖 表 陣 6" 問 客 
地 や 時 で ソン ぜ や 葉 凶 五 氏 塞ぐ 一 上 四 
1JJ6K 居 中 宅 握 末 中 くい NG 他 り 
で ささ 8 つや" K 居 中 器 せ 託 衝 培 容 @ 半 避 
3 うっ) や け 角 お つじ し 介 ポ つ や 公社 ポ 福 
政長 G りう 公選 っ 6 や 超 胡 し" 


9 ザ 
ュ の " ゃ 、 - 直 
ん そる そえ そる * * 
チュ テ ェ ャ 了 ア ャ ョ 了 で て ョ / す 。 ー っ 


で 
で 





ペー ュー 0 7 で あの マヤ な ママ うな か で う 


ーー 一 ーーーーーーーー| ABouT ご し 〇 り D 
雲 の か た ち 


べ の 問 係 Ci 拉 「 天 気 の 子 』 で は 雲 が と て も 美しい 映像 で 描か れ て いま す 。 
「 雲 は 大 きく 分 ける と 2 種類 あり ます 。 垂 直 に 発達 する 対流 雲 と 、 水 平 に 広がる 層 
巻 雲 は 2 ん ) 状 雲 で す 。 
巻 層雲 (けん も う 2 ん ) さら に 細か い 分 類 で は 、 対 流 雲 が 2 種類 で 積 雲 と 積乱雲 。 層 状 雲 は 8 種類 に 
分 けら れ 、 層 雲 、 層 積 雲 、 乱 層雲 、 高 層雲 、 高 積 雲 、 巻 層雲 、 巻 積 雲 、 巻 雲 。 
全部 で 10 種 類 あ り ま す 。 そ れ ら の 雲 の 中 で 、 作 中 で も 印象 的 な 雨 を 降ら せる 雲 















寺 に つい て 詳し く 解 説 し ます 
テン ジ 高層 霊 に う も うう ん ) 
か ey (に う せ き う ん ) 「 乱 層雲 
し っ 高 積雪 に 





ーー 雨 を 降ら せる いわ ゆる 雨雲 が 乱 層雲 」 
な 
っ 横雲 (せき うん ) 較 で す 。 ど ん より と 灰色 の 雲 で 、 低 
(5 ん そう うぅ ん) 。 層雲 (も うぅ ん ) 気圧 や 前 線 が 近づい て きた 時 に 空 を 
//7////// ん 層 柄 二 覆う 雲 で す 。 






「 積 乱雲 (か な と こ 雲 )」 

作 中 で も 多く 出 て くる の が 、「 積 乱雲 」 
回 の 最強 バー ジョ ン で ある 「 か な と こ 
雲 」 較 で す 。 積乱雲 は 発達 する に つれ 高く 成長 する の で す が 、 か な と こ 雲 は 対 
流 圏 の 限界 まで 発達 し て いる ん で す 。 平 ら に な っ て いる 部 分 より 上 空 は 成層 圏 
で 、 そ れ 以 上 に 雲 は 成長 し ませ ん 。 積 乱雲 は 大 気 の 状態 が 非常 に 不安 定 で 、 
激しい 空気 の 対流 が 起き た と き に 発生 し ます 。 





か な と こ 雲 を 見 た 際 
は 、 激 し い 雨 、 落 
雷 や 突風 な ど に 注 
意 が 必要 で す 。 
ちな み に 、「 か な と 
こ 」 と は 、 人 金属 を 加 
工 す る と き に 使う 作 
台 の こと 。 こ の 形 
に 似 て いる こと に 由 
来 し ます 。 








ABOUT RAIN | 














雨粒 の 形 雨 は な ん で 降る の ? 
雨粒 の 形 は 、 み な さん が 想像 する よ 湿っ た 空気 が 上 昇 す る と 、 膨 張 し て 温度 が 下がり 
〇 (5 うな ティ アド ロッ プ 型 ( 涙 の 形 ) で は ます 。 す る と 大 気 中 の 微粒 子 を 核 と し て 、 水 や 氷 
あり ませ ん 。 小 さい 雨粒 は 丸い の で す の 粒 が 出来 上 が り ま す 。 この 水 や 氷 の 粒 が 雲 の 中 
小粒 中 粒 大 粒 が 、 あ る 程度 大 きく な っ た 雨粒 の 形 は 、 で くっ つき あっ て 大 きく な り 、 や が て 空気 中 に 浮い 
(直径 0.5 ミ リ ) (直径 2 ミリ ) (直径 5 ミリ ) お まん じゅ う 型 。 空 気 抵抗 を 受け て 、 て いら れ な い ほ ど 大 きく な っ た ら 、 雨 粒 と な っ て 落 
_-| 底 の 部 分 が 平ら に な っ て いる ん で す 。 ち て くる の で す 。 
大 雨 ・ 洪 水 に 備え る 降水 量 と 雨 の 降り 方 
日 頃 か ら の 備え と し て は 、 自 治 体 の 発行 する ハザード マッ プ を 確認 し 、 自 「 激 し い 雨 が ……」「 非 常に 激しい 雨 が ……」 と いう 言葉 を 聞い た こと が 
宅 や 学校 、 職 場 に どん な 種類 の 災害 リス ク が ある の か 確認 する こと が 大 ある と 思い ます が 、 実際 に 予報 用 語 で 使わ れる 表現 の 降水 量 は どの くら 
切 で す 。 も し も の 時 の た め に 、 早 め に 避難 行動 が と れる よう に し て お きま いで し ょ うか 。「 激 し い 雨 」 は 、 一 時 間 に 30 ~ 50 ミ リ の 雨 で 、 バ ケツ を 
し ょ う 。 大雨 の 際 に は 、 山 な どの 急 な 斜面 、 河 川 ・ 用 水路 の 近く 、 ア ン ひっ くり 返し た よう に 降り 、 道路 が 川 の よう に な り ま す 。「 非 常に 激しい 雨 」 
ダー パス な ど は 特に 危険 で す の で 、 早 め に 避難 所 な ど 安 全 な 場所 に 移 は 一 時 間 に 50 一 80 ミ リ の 雨 で 、 滝 の よう に ゴー ゴー と 降り 続く 雨 で 、 視 
動 で きる よう 心がけ まし ょ う 。 界 が 悪く な り ま す 。 さ ら に 「 猛 烈 な 雨 」 と は 、 一 時 間 に 80 ミ リ 以 上 の 雨 で 、 
恐怖 を 感じ る よう な 雨 で す 。 


写真 : 岩田 総司 、 関 田 佳 弘 


49 | COLUMN 





で OL し UMN 









about 






は 100% 量 れる 日 っ て 空 か ら 魚 が 降っ て くる こと っ て Weather 
32 ある ん で すか ? ある ん で すか ? 
な か な か 難し いで すね 。 冬 型 の 気圧 あり ます 。 そ の 場所 に な い は ず の も の 〇 O&A 






配置 に な る と 関東 地方 は 晴天 率 が 高 が 空 か ら 降 っ て くる 「 フ ァ フ ロ ツ キー ズ ]」 









4474414 く な る の で す が 、 そ れ で も 東京 の 最も 現象 と 呼ば れ て いる も の で 、 世 界 各地 5 
ACTNYA う 高い 晴天 率 は 12 月 24 日 、12 月 29 日 の で 魚や お た まじ ゃ くし な ど が 降る 事例 Cr 
223 と 93.3% で す 。 ち な み に 「 晴 れ の 特異 日 」 が 報告 され て いま す 。 そ の 原因 は 、 竜 Q 
TYO と し て 知ら れる 11 月 3 日 (文化 の 日 ) の 巻 な どの 強い 上 昇 気流 に よる も の や 、 |! 。 。 CN 
CCDA 各地 の 晴天 率 は 、 仙 台 は 67%、 東 京 鳥 が 落と し て いる な ど 諸 説 あ り ます 。 Cr 


は 70%、 大 阪 は 73.3%、 福 岡 は 66.7% まだ まだ 空 の 世界 に は わか ら な いこ と 


て る て る 坊主 は Rd 
いつ か ら あ る 風 百 ? 
な ん で て る て る 坊主 と いう の ? 


て る て る 坊主 は 、 中 国 の 「 掃 晴 娘 ( サ CC 
オチ ン ニ ャ ン )」 と いう 人 形 が 由来 で す 。 
赤 や 緑 の 着物 を 着 て 、 ホ ウキ を 持っ 
た 女の子 の 人 形 で 、 日 本 に 伝わっ た 
の は 平安 時 代 。 昔 は 雨 を いや 雨 や み 
な どの 祭り を つか さ ど っ た の が 旅 僧 や 
修験 僧 な どの お 坊さん で し た 。 そ れ で 


と 、6 割 以上 の 確率 で 晴れ が 出現 し て 
いま す 。 


が た くさ ん ある ん で す よ 。 


BE 富士 山 に か か る 雲 で 
と * COOH2 天気 が 予想 で き る っ て 本 当 ? 


お 天気 と 病気 (気象 病 ) に 
つい て 教え て 。 


FC 昔 か ら 「 富 士 山 に 笠 雲 が か か る と 雨 」 未だ 科学 的 な 解明 は され て いま せん 掃 晴 娘 は いつ し か て る て る 坊主 に 変わ は 
HE と 言わ れ 、 実際 に 笠 雲 が 見 える と 、 24 が 、 特に 気圧 の 変化 に より 片 頭痛 や 関 り 日 本 中 に 広まっ た そう で す 。 江 戸 時 の 


時 間 以 内 に 雨 が 降る こと が 多い で す 。 代 に は 今 の よう に 丸い 毛 の な い 頭 に な 


RS 節 痛 、 古 傷 の 痛み な どの 体調 の 変化 
7 ィ e YYT 湿っ た 空気 が 富士 山 に ぶつ か り 、 頂上 


が 現れ る 方 は 多い よう で す 。 気圧 が 急 り ま し た 。 古 く は 「 て り て り 坊 主 」 「 て れ 
前 線 が 近づく 前 触れ を 雲 で 察知 し て 
いた ん で すね 。 こ うい っ た 雲 や 生物 の 
変化 か ら 自 然 
現象 を 予想 す 
る こと を 「 観 天 
望 気 ( か ん て ん 
ぼう き )」 と いい 
ます 。 


は 「 日 和 坊 主 」 と 呼ぶ 所 も ある と か 。 


が 通過 する 、 台 風 の 接 近 ・ 通 過 な ど が 
あり ます 。 ま た 、 喘 息 も 寒さ や 雨 が 発 
作 要 因 の ひと つ で ある と 言わ れ て いま 
す 。 お 天気 と 体 は 密接 に 関係 し て いる 
ん で すね 。 


本 ゅ セ ・ 
すぐ 3 が 5 すく る 
)a ま し 生 に を 

し 
さそ ス さそ 6 さそ ル ま | 

R 「 
イネ で 子 ネ 4 それ. 








8 月 に 雪が 降る こと っ て 
あり えま すか ? 


日 本 で は 、 標高 の 高い 所 で は あり えま 
す 。 富士 山 の 初 冠 雪 で 最も 早い 記録 
は 8 月 9 日 (2008 年 ) で す 。 南 半球 で は 
8 月 は 真冬 な の で 、 世 界 的 に は 様々 な 
場所 で 8 月 の 雪 は 見 られ ます よ 。 ち な 9 ょ て 
み に 、 世 界 の 観測 史上 最低 気温 は マ いせ 
イナ ス 89.2*C! 1983 年 7 月 21 日 に 南 イム 
極 で 観測 され まし た 。 


災害 が 起こ りや すい と 
言わ れる 季節 は あり ます か ? 


過去 の 大 雨 に よる 災害 は 、 主 に 梅雨 
未 期 の 7 月 か ら 台風 シー ズン の 9 月 に 集 
中 し て いま す 。 日 本 で は 、 一 般 的 に 6 
月 か ら 10 月 まで を 「 出 水 期 (し ゅ っ すい 
き )」 と いい 、 集 中 豪雨 や 台風 に より 川 
が 増水 し や すい 時 期 と し て 特に 警戒 し 
て いま す 。 


軍 は な ぜ 起 こる の ? 


積乱雲 の 中 で は 氷 の 粒 が 上 昇 気流 と 
下降 気流 に よっ て 激しく 衝突 を 繰り 返 
し て いま す 。 この 衝突 に よる 摩擦 で 、 
プラ ス と マイ ナス の 静電気 が 発生 し て 
いる ん で す 。 雲 の 中 で 電気 が 一 定 以 上 
に な る と 、 外 に 向かっ て 放電 。 雷 は 地 
上 に 落ち る こと が 多い で す が 、 地 上 以 
外 に 稲光 が 走る こと も ある ん で す よ 。 


CX 付近 で 雲 と な っ て いる の で 、 低 気圧 や  , 激 に 変化 する 原因 と し て は 、 寒冷 前 線 。! て れ 法 師 ] と 呼ば れ 、 今 で も 西日本 で 
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呈 幸 60 稔 つ し っ 選 目 


ーー 全 回 ドーi ト で 和 AA 弄 で BA 愉 
レセ 公 ” 臣 嘆 し | 啓 区 的 忠和 的 to 屋 
⑱⑯ ゼ 准 ひ や く し で で ・ 

中 証 路 浴 G ホ ーi ト ヾ へ A 呈 AA| 骨 補 
むむ” しゃ 。 NG っ う 載 で も 1)) ン ルー を 
か 9 稔 つ や せく レセ" 日 て で 貞 へ 玉 箇 
S さ し っ hG うう っ 心 篤 …… 
欄 選 p 区 つも の ロ 稚 つつ 玉 " 宙 抱 
叫 つじ うじ "| 豆 ロ 相応 王 旬 居 徹 
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中 
< 
レ 
い 
で 
計 
に こ 
WE 
選 
ュ っ J 
ロ 
「T 
ロ 
「T 
!J 
/ 
ーー 
G 
MK 
選 
や 
朱 
貴 





ーー し や" 孝 つ レス っ ン で 公 じ ” 振 や 
| 固 ぬ 稔 つ NG@ JIJ や 的 6 つ 刀 公 で 
中 本 藤和 据 くせ)W ペ ー ゴ ロ " 写 地 
せ 足 採 G りう ) 到 表 計 じじ 内 唱 的 
レ っ te で 穫 S 昭 っ つつ 玉 " ズ 到 足 公 
つべ 叱 記 NG や / 渦 生 MWTJ 忘 可 
S 玖 KO) 昭 心 G し も 公 ” 室 地 尺 模 押 で 
8 人 S リ 鹿 り り 心 も IGG 昭 っ せめ や で 
1J ン 引 ン ソレ” で せ 明 尽 ロ 赤 公 稚 つ 
し っ や p ゃ 6 ペレ つ で " 

欄 葵 採 認 つ し じゃ せ " う 心 補 で や 公 
中 丁 ゃ p 身 つき S で で や で (部 ) 

機 っ を w 心 うろ 人 心 うつ を で ン レ 
( 子 )" や 選 路 尽 公 心 喘 選 じ 醒 採 


電 り で し 震 つ し っ G も し 夏 豆 
けり 交 門 GIJ う 中 NO 他 証 人 で 公 で で で 
し ゃ も? 和信 つ 刀 り の うっ うっ 避 8 ド さ で し 
マズ ゼ 避 jp 公 p 庄 つ レン で で っ Ge で -、 
うっ 心 急 さ 和 を つ 尽 じ ( 地 ) 
串 証 SW で も 1J ン で SNO 一 
性 居 し 室 地 を 障 和 区 つも 心 ロ 懲 加 
陰 芽生 で レン NG で や 6S "で や 
代 回 っ 刻 り 臣 つ 叩 起 せ で で し じ う や 
っ 門 っ で G 色 や p め つ で で うっ で " 


PE る た で) 
草 具 公 KW ツン 押 人 で ひっ マンマ 直 m 


ーー で し や 韓 ろ つじ 記 代 ハー へ ハ 
析 写 し っ 刀 補 選 公 で 


蛋 基 剤 和英 じ セー: 

様 < dd 菩 じ も で で" し や" SN 
両 SQQO 殆 も ”" つら いせ 醒 朱 
うり 国 室 地 G 中 べく 「 醤 で 六 り 公民 人 KK」 
や の 人 SN っ JIJNT ペー へ っ ) つ し じゃ 較 
則っ くし も S~ に NT つじ し っ ぃ 0 っ ) 
0p 林 つ 到 ひで やじ も" 吉 賠 で 革 じ せ 吾 
ぐ G で も 尺 表 証 つ S 提 私 で し っ で うっ 
ぐし じゃ 公 ” 中 べ 公 | 晶 由 や で 紫 培 で 
8 で つの を で っ 友 で で ひじ 昭 決 や” っ う 
し ゃ 交 G 此 還 本 人 各 で ひじ う 去り 
も "ty で うう pp 心 や) いせ” 穫 G 十 ロ 
いし つれ で や 醒 朱 釣 室 地 公 球 "ロン NG 
ヘー へ ハ へ" SG 室 地 G や つい 到 骨 
程 や し "宮地 " 咽 地 一 、 い し 昭 で や 








『 イ アリ ー 見 えな い 顔 』 
待機 作 に 岩 


』 19) な ど 。 


生ま れ た だ け の 僕 』 で テレ ビ ド ラマ 初出 演 


今 か ら 皆 さん は 、 人 質 で す 
『 地 獄 少女 』 など が ある 。 


ドラ マ 『 先 ( 
弁 の 立つ 弁護 士 が 学校 で ほえ る 』('18)、 


『3 年 A 組 


ーー 


『 最 初 の 晩 装 」、 


『 獣 に な れ な い 私 た ち 』 18)、 


も り ・ な な : 2001 年 8 月 31 日 生ま れ 、 大 分 県 出身 。2016 年 、 行 定 勲 監督 に よる WebCM で 芸能 活動 を 
井 俊二 監督 作品 『Last Letter』、 


開始 。2017 年 、 園子 温 臨 督 の ナリ ジ ナ ルド ラマ 「 東 京 ヴ ァ ン パイ アホ テル 』 で 女優 デビ ュー。 同 年 、 映 画 


『 心 が 叫び た が っ て る ん だ 。』 で 映画 初出 演 。 ま た 、 


MORI NANA 
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DAIGO KOTARO : MORI NANA 
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こ : 1941 年 生ま れ 、 東 京都 出身 。1961 年 、『 斑 
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BAISHO CHIEKO 
画 化 され 主演 を 務め る 。1969 年 か ら 続く 『 男 は つら いよ 』 の さく ら 


ば い 


旭日 小 緩 章 を 


『 小 さい お うち 』("14)、 『 初 恋 一 お 父 さ 


ん 、 チ ビ が いな く な り ま し た 』("19)、『 男 は つら いよ お 帰り 寅 さ ん 』 


(19 年 12 月 公開 予定 ) な ど 。 
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攻 S | し 的 さ ” 毅 穫 @ 表 WS 相 )G 潤 部 
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RIN hG に ト J 2 せき マッ 阪 中 回 交 コ つら 忠 甘 や や t ぃ 
曽 調 忌 KG 中 ざ つ し 毅 園 せき し っ や さ ” 析 じ 
村 さ 辻 9 ざ で マッ て で 革 人 っ や さや セ tk 6 刀 ” 恒 

か で の 凡 G 問 恨 ロ 親 KKIN て ペーG 芝 公選 南 で 





ー 度 似 押 り 恩 0 で し っ 0G め 陣 明 上 隊 っ 
WWG 公 判 映 應 @ 竹 吸 コ つじ " 尋 団 
パ で やや NOS ロ 全 K 祥 慌 表 6 罰 軟 じ 玖 te 
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ーー ニー ーーー 靖 ーーーー ニ ーー EE 


「 天 気 子 報 の 君 」( 


LE 


ある 日 の 仕事 中 、 ホ ダ カ は 妙 な SNS アカ ウン ト を 見 つけ る 。 女 子 高 枚 生 の アカ ウン ト ら し い 


が 、 條 女御 計 天気 予 四 を 投稿 し て いて 、 その 的 中 率 が 100W% な の だ . 気 萌 庁 の 予 民 より も は る か 


に 正 半 で 、 ホ ダ カ は その 女子 高生 の 半 章 を 命じ られ る 。 


ホ ダ カ が 探し 当て た の は 、18 織 の 剛 上 ( ヒ ナタ ) と いう 少女 だ っ た 。 父 は お ら ず 、 角 は 入 肝 中 で 、 い 


くつ も アル バイ ト を し な が ら 幼 い 浴 @ 人 を 拭っ て いる 折 男 女子 高生 , 財 少 気 萌 が 増す 中 で 、 ヒ ナタ 
は 100% の 天気 予 四 を 活か し アル バイ ト 先 で 重 室 され て いる よう だ っ た , 仙 底 を 尊 っ て ヒナ タ に 


らぶ 椿 筆 生物 が 発見 され た 、 藤島 の 定期 便 セ スナ が 番 筆 に 骨 の よう な 人 生き物 を 目 酸 し た 、 等 々 、 涯 


ー カ 、 問 買 は 全 還 に 赴き 、 番地 の 典 藻 現象 を 較べ て いた 。 識 か ら 作 が 隊 っ て きた 、 気 式 観 澤 気 ほか 
か ら ホ ダ カ に 送ら れ て くる 取材 記事 を 、 ヒ ナタ は 馬 昧 濯 げに 見 つめ る の だ っ た 。 


文 ラ イタ ー・ 需 加 に 浴 わ れる , 天 伺 の アシ スタ ント と し て 、 ホ ダ カ は 僅 し げ な オカ ルト や ゴシップ 


記事 の 頑 筆 を 手合 うこ と と な っ た 。 
の 天気 予 紅 の 和 耐 は 一 向 に 明か され な い が 、 枝 女 が 時 折半 を じっと 見 つめ て いる こと に 、 ホ ダ カ は 


近づく ホ ダ カ だ っ た が 、 余 し いな が ら も 明る く 未 し い 一 際 と すっ か り 仲良 く な っ て し まう 。 ヒ ナタ 
気づく 。 ま る で 見 えな いな に か に 見 と れる よう に 。 


可 和 の 少年 ・ 帆 導 ( ホ ダ カ ) は 、 中 学 ら 年 の 春休み に 家出 を し て 東京 に や っ て きた 。 彼 は 中 年 の 
気 億 が 寿 っ て いく 世 罪 の 中 で 、 漏 当 を 力 江 く 選択 する 少年 少女 の 物語 を 10O 分 本 の ア 


ショ ン で 失 く 。 


縦 欄 は 、 心 と 天気 が リン ク し て し まっ た 少女 を 、 下 心 ゆ え に 殻 お うと する 少年 の 活躍 。 


動 半 は 、 少 年 少女 の コミ カル な 齋 京 供 受 サバ イ バ ル 生 添 。 
中 村 は 、 少 女 の 天 東 予 報 の 回 を 探る 展 咽 的 ミス テリ ー。 
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区 地 妨 公 "人 JJG 旧 補 ロ 「 映 宮東 細 
ン 遇 慰 本 Ne る 中 る KG 課 晶 」】 ロマ ン 「 円 つ 
ン で っ 凌 員 | 称揚)) 心 の セ tG 肖 暴 志 G 間 
疹 人 で Kー ユ ーー リロ 必 で し っ ぃ G" 
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和 デ ニメーション 押 療 


「 天 気 予報 の 君 』( 「 天 気 予報 の 君 上 


重 こ の 績 簡 棚 い 一 一 字 年 と 光 人 ザ 、 甘 っ た 天 括 を 本 あ こと 回 シ ノ プ シス 


ES で いく 。 人 寺 89 シ く CuK。 別 ファ イル (天気 シノ プシ ス _O170828.tf) 参 順 。 第 O 積 と し て 、 ま ず は ホ ダ カ 少 年 の 鶴 


まく の 物 還 び 、 そ の よう に し て 夫 ま る 。、 た と えば 天 病 に つい て の 半 語 びそ うだ 。 也 が まっ た く 半 ちな く な っ て し まう 、 あ る い は 、 識 点 か ら の み 記 述 し まし た 。 
が まく を っ て し まう 。 そ ん を 持 の 赤 方 入 は 、 決 まっ て 人 身重 全 で ある 。 光 全 ザ 人 燈 と し て め られ る 半 語 も あれ ば 、 兆 は 痢 わ 
れ て ぺ わ り に 玩 人 を 代 中 に ずる よう な 世 押 (ター ン も ある 、 い ずれ に せよ 、 提 徐 に は 天 導 と 人 惑 の 本 休 は 本 笠 暫 戻し 、 還 っ た 補 際 
は 寺本 り に な る 。 


仁 た や は この 飛 の 概 抽 夫 本 と と も に 育っ て きた 。 憶 代 の 澤 本 や ゲー ム に お いて さえ 、「 凍 際 を 元 通 り に する こと 」 は 充 紀 的 な で チー 
フ で ある 。 なぜなら 、 これ ら の 物 評 は 圧 御 約 に 「 圧 し い 」 ひら だ 。 友 代 か ら 本 佳 に 右 る まで すっ と 、 人 層 は 自 角 に 別して 前 力 だ っ た し 、 
だ ひら み 多 に 開 和 を 構い 、 そ の た の 力 を し 、 慎 華 に 企 通 を し て きた 。 そ うし な いと 生 人 き 還 いて いけ な か っ た わら だ 。 

ーー で も や 、 と 思う この 直 の 「 し い 物 回 」 に 、 條 た ちな は いつから か 等 替 し さと 補 々 し さき 本 じ て は いな い だ ら うか 、 


すこ し 記 還 かも し いな いけ れ ど 、 こ の 季語 因 に 間 共 の は 全 を 測 て は め て か よう 。 
た と 玉 ぼ 「 全 大 が 攻 っ て いく 」 の は 、 世 春生 所 本 陣 、「 庄 し い 物 本 」 ほ 、COPG1 の よう な 夢 本 人生 へ の 休 了 人 き 草 だ 、 し か し 疹 519-/ 負 Al 枯 折 る 
少な く な い リー ダー た ち が 、「 そ ん な も の は 必要 な いん だ 」 と びり 、 く の 到 間 を 舞 め て いる 。 で は 、 半 
た し て この “ 電 、 ほ ハッ ピー エン ド を 人 え 、 生 際 ほ 失 と 安 を 取り 戻す だ ろう か ? 舞 護 そう だ 、 と いう の ど 大 外 の 訂 加 だ ろう 、「 正 
し い 欄 」 は ②、 な か くも ぐ し く 庄 で し まう 。 


な に か が 手 っ て いく 。 世界 が お か し く を な っ て いく 。 


「 天 気 予 報 の 君 


で ぐ 華 に 柄 お 「 工 」> 

10xm も の 吾 で に まで と が る 対 玩 棋 は 、 芝 疾 より ひも は る が か に 記 大 生来 包 の 酸 二 で ある 、 

補 に は 借 間 な 基 ( 還 ) びあ り 、 そ こ に は 村 か な 魚の よう な 生物 が 本 査 に 生還 し て いる 。 そ れ ら は ビニ ー ル た の よう に 細 く 末 天 で 、 
生ま れ て は 洒 え る 開 隊 六 に 凍 応 し て 詩人 も 茹 十 一 邊 二分 と 棚 め て 舞い 。「 余 」 た ち に 働 泊 の 章吾 は な く 、 薄 玩 に 希 る よう に 気 玩 に 訟 
か れ て 芋 っ て いる 、 そ れ ら は 生え る な ら ば 吉 科 中 の 中 小林 や 生 の よう な 件 在 で 、 和 その も の 形成 修作 し た り 、 間 と し て 分 靖 す 
る 香貫 舞っ て いる と 寺 え られ る 、 

「 旬 」 の 時 い 体 表 は レー ダー 波 も 舌 違 し て し まう た め ま だ 人 陸 か ら は 保 肌 で され て いな いび 、 天 瑞 や 日 光 の 反攻 で 人 の に 装 る こと も 
ある 。 ま た 、 体 買 と し て 「 旬 」 が 見え や すい ( 可 横 天 藤 純 可 が 生ま れつ きい ) 人 其 も 着 に p 在 する 。 

より 高 開 の 乱 層 林 に は 全長 夫 キ に も 選び よう な 后 大 な 価 休 も 布 し そら れ の 等 介 は 藤間 年 に 尺 中 と 寺 え られ 、 醒 胡 や 民 拓 に は 栖 
と し て その 座 が 計ら れ て いる 。 


< 天 泉 巴 坦 と 、 人 の 繕 い > 

9 11 や 3 1 1 の 旬 生 鐘 に 世 硬 中 の 乱 馬 科 全 結 に 典 本 偽り が 本 貼 さ で れ た よう に 、 人類 の 扶 い 還 念 は 、 そ の 舞 類 を 災 え て 秋子 の ふる 
まい 一代 界 の 万 穫 に 部 代 を 号 え て いる 。 

た と えば 「 散 い 」 も その 一 全 で あ ひ 、 魚 器 の 人 膨 の 独 い 思 本 が 「 魚 」 の 行動 を 久 、 ひ すか に 天気 を 下る の だ 、 


開 に 、「 魚 」 の 吉本 が 人 に 合わ る 間 人 きも ある 、 が か つて 損 食 や シャ ー マ ン は 導体 の た め に 天 東 隆 情 を " 睦 じ て 、 い た し 、 特 制 に 「 介 」 

に 接 く リン ク し て し まっ た ヒナ タ の よう な 所 も ある 、 
人 と 「 介 」 の リン ク ほ いく つか の パリ エー ショ ン が ある サザ 、 ヒ ナタ の よう に 生 廿 の 「 介 」 と 「 呈 が 合っ た )」 と いう ケー ス が 多い 。 に 
と 出合 い 、 本 ぁ 月 称 に 村 細 し に 遅 っ 


ず ゃ 。 ず 

本 U に 
ボ 

の ペンペン ム 

チ る \v ボ こ も < 


w 
- ー TTY で ュ )】 で 
の う 」 トリ サ ュ サト 1 サ 4 サム ナム イイ ュ トバ イ ネイ た 1 で バイ トペ イル An の の ぐう ゃ ん 
* ま 『 る 1 スス すさ イル イル トイ イル イル いす 4 すす 4 1 ( 1 あす す よ 1 
ー ご = デー に 2 ー ーー ーー = 人 = 全 ー ーー ー = ゃ - ー 


q TTY YS 
ロ 
イイ ょ キイ ル | 








1 
\ プ 





5 U CC 





ご 性 6 共 吊 公 人 慌 讐 村 NeH6 ビ ロゼ ” 調 
細 せ jpQQSGIJ う トス ペー ペー を 
祝 突 押 忠 ・ 忠 設 K% 和 IN つじ し 地 末 
政 叱 で ” 壮 和 ツマ SKK 穫 NBt0 紹 
過 握 店 公 で で ぐ で し っ うぃ” 町 衣 で 人 S や 7 
NG くし ぬく ミー ね セ ぃ 9 ) で し 他 で 
っ RS JJ リ レ ゼ シン ポレ p" NyG 表 
S で 括 で 駐 し 区 人 W 台 っ う " 

6 生 症 OHG 政 短 玖 KeG 到 ” 久 剛 
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hG リロ St0GS「 牙 設 」 0Q ロ 
R ト て トー 選 O 守 呈し コ 攻 SGN ヾ 
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必要 と な る 舞台 を 


ー 
Sp の 


須賀 と いっ た 主要 人 物 の イメ ー ジ スケ ッ チ が 描か れ て いた 。※2) プロ ッ ト を も と に スト ー リ ー を 膨 ら 
デザ イン する 。※4) 登場 人 物 の デザ イン を 決め る 。 今回 、 田 中 将 賀 に よる デザ イン を も と に 、 田 村 
系 (作画 監督 と 兼任 ) が アニ メ 用 の 決定 稿 を 作成 し た 。※5) キャ ラク ター の 着 彩 を 行う 。※6) 作 
画 と 美術 背景 を 合成 し 光 や 雨 な どの 効果 を 撮影 で 加え て いく 。※7) 撮 影 され た 映像 を 繋ぎ 合わ せ 、 
1 本 の フィ ルム に まとめ 上 げ る 。※8) 別途 進行 し て いた 劇 伴 (BGM) や 効果 音 、 役 者 に よる セリ フ 
を 、 映 像 に あわ せ て 貼り 込む (ダビ ング )。 音 楽 も 本 作 の 重要 な 構成 要素 の ひと つ 。 


※1) 制作 開始 は 2017 年 。 新 海 監督 に よる 企画 書 (P60-61) に は 、 プ ロッ ト と と も に 帆 高 や 陽 菜 、 
ませ 、 脚 本 (セリ フ と ト 書 き ) の 形 に 落と し 込む 。※3) 完成 し た 脚本 を も と ( 
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| 変わ ら ず 不 書 げ な 表 | ( 隊 ) 3 
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レイ アワ ウト 


完成 し た コン テ を も と に 、 各 カ ッ ト の 絵 を どの よう な 形 で まとめ る か 、 指示 し た も の を 「 レ 
イア ウト 」 と 呼ぶ 。 舞 台 と な る シチュ エー ショ ン (背景 ) と 、 キ ャ ラク ター に よる 芝居 ( 演 
技 プ ラン ) を 、 よ り 実 際 の 画面 (構図 ) に 近い 形 で 決め 込ん だ も の 、 と いう こと が で き 
る だ ろう 。 こ こ で 検討 され て いる の は 、 空 間 的 な 整合 性 は も ちろ ん の こと 、 観 客 の 視線 
を どの よう に 誘導 し た い の か 、 そ し て キャ ラク ター の 演技 の 方 向 性 。 さ ら に は 、 ど こま で 
作画 が 担当 し 、 ど こ を 撮影 や 特殊 効果 で 処理 する か な ど 、 考 慮 すべ き 要 素 は 多岐 に わ 
た る 。 ま た 『 天 気 の 子 』 の 制作 に お いて は 、 作 業 効率 の 向上 な ど 、 い くつ か の 要因 か ら 
3D レ イア ウト が 多用 され て いる の も 大 き な 特 徴 だ 。 こ の カッ ト (B パ ー ト の Cut124) は 、 
陽 菜 の ア パー ト を 訪ね て きた 帆 高 が 、 凪 と 初め て 対面 する シー ン の も の だ が 、 ここ で も 3D 
レイ アウ ト が 活用 され て いる 。 あ ら か じ め 3D モ デル で 作成 され た セッ ト ( 陽 菜 の ア パー ト ) 
に カメ ラ を 置き 、1 カッ ト ご と に レイ アウ ト を 決定 。 ま た カッ ト の 内 容 に よっ て は 実 景 の 写 
真 を 使っ た り 、 ア ニ メ ー タ ー が 手 で 描く 従来 の レイ アウ ト も 併用 され て いる 。 


絵 コ ン テ 


完成 し た 脚本 を も と に 、 実 際 の 映像 に より 近い 形 で 演出 側 の 意図 を ま 
と め た も の が 「 絵 コン テ | に な る 。 ス トー リー や 登場 人 物 を 練り 上 げ て 
いく の が 「 脚 本 |] だ と すれ ば 、 それ ら を 演出 面 か ら 検討 、 よ り 具 体 的 に 
膨らませ て いく の が 「 絵 コン テ 」。 い わ ば 、 映 像 の 「 設 計 図 」 と で も いえ 
る も の だ 。「 絵 コン テ 」 を 構成 し て いる の は 、 カッ トナ ン バ ー (Cut)、 画 
面 に 何 を 映し 出す か を 描き 表し た 絵 (Picture) と その 内 容 (Action)、 
セリ フ (Dialogue)、 効 果 音 や 音楽 (SE) と いっ た 各 要 素 。 キ ャ ラク タ 
ー の 受 居 や 仕草 、 表情 は も ちろ ん の こと 、 画面 全体 に 対す る 登場 人 物 
の 大 き さ と 配置 、 さ ら に は カメ ラ ワ ー ク な ど 、 ど の よう な 意図 で 演出 し 
た い の か を 、 読み 取る こと が で きる 。 ま た 、 新海 監督 は 『 言 の 葉 の 庭 』 
の 制作 か ら 、 よ り 綿 密 な ビデ オ コ ン テ の 制作 に 取り 組ん で お り 、 前 作 
『 君 の 名 は 。』 か ら は 、Storyboard Pro と いう デジ タル 絵 コ ン テ 制 作 ツ 
ー ル を 活用 。 今 回 の 『 天 気 の 子 』 で も これ まで と 同様 、 こ の ビデ オ コ ン 
テ の 形 で コン テ が 描か れ た 。 新 海 監督 が ビデ オ コ ン テ の 利点 と し て 挙 
げ て いる の は 、 よ り 実 際 の 完成 に 近い 形 で 、 映 像 の テン ポ 感 な ど を 繰 
り 返し 確認 で きる 点 。 ビ デオ コン テ で は 、 新 海 監督 自身 が セリ フ を 読 
み 上 ば げ 、 仮 の 楽曲 や SE が 当て は め ら れ て いる 。 こ うし て 完成 し た ビデ オ 
コン テ を も と に 、 具 体 的 に 各 カ ッ ト の 制作 に 入っ て いく こと に な る 。 


陽 菜 の ア パー ト で 初め て 、 帆 高 と 
凪 が 顔 を 合わ せる 場面 の 絵 コン 


テ 。 


ビデ オ コ ン テ を も と に 、 他 の 


スタ ッ フ の 作業 用 に 、 書面 の 形 で 
も 絵 コ ン テ が 作ら れ て いる 。 
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キャ ラク ター の 配置 や 芝居 な ど | [ 1 か 失 力 | に < 7 NO 
を 決め る 3D レ イア ウト ( 還 )。 そ Wi いい 悦 Ke 衣 「W 和 イ 。 
こ に 作画 で キャ ラク ター を 描き こ | の 休 4 くき け 人 2 まゆ 
み 、 カッ ト の 方 向 性 が 決め られ る ( 椿 用 し パ 本 品 る 4 
(回 )。 右 下 は 作画 監督 に よる レイ Gi ーー まあ ニー ニョ ョ | My 旦 壮 引 の 
アァ ウト 修正 (回 )。 Ns = 人 _ 回 4 の べき 
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シド トーゴ ピ 王 詞 
美術 育 勅 
新海 監督 の 作品 に お いて 大 き な 役 
割 を 担う の が 、 ド ラマ が 漂 じ ら れ て 
いる 舞台 =「 美 術 背 景 」 だ 。 単 に 、 
語 の 舞台 装置 と し て だ け で な く 、 
と き に は 登場 人 物 の 心情 や 状況 を 
指し 示す な ど 、 重要 な 役割 を 担っ て 
いる 。 登場 人 物 の バック グラ ウン ド 
を 感じ させ る ディ ティ ー ル と 鮮やか 
な 色彩 感覚 も 魅力 的 で ある 。 





どの タイ ミン グ で 、 動画 を 切り 替 
える か を 指示 する タイ ムシ ー ト 。 
原画 と 原画 の 間 を 、 ど れ く らい 細 
か く 割 る か な ど 、 動 き の 中 核 を 司 
っ て いる 指示 書 だ 。 











作画 


レイ アウ ト が 完成 する と 、「 絵 」 を 構成 する それ ぞ れ の 要素 ご と に 、 実 際 の 制 
作 に 入る 。「 作 画 」 は 、 背 景 以 外 の キャ ラク ター や エフ ェクト な ど を 担当 。 キ ャ 
ラク ター が その と き 何 を 考え 、 い っ た い ど ん な 感情 で 行動 し て いる の か 、 ま さ に 
[演技 ] を 具現 化し て いく 過程 と いえ る 。 キー と な る 動き が 描か れ た も の が [ 原 
画 」。 一 方 の 「 動 画 ] は 、 そ れ を も と に クリ ン ナ ッ プ し 、 そ の 間 の 動き を さら に 割 
っ て (中 割り ) 描い た も の に な る 。 








右 か ら 順 に 、 陽 菜 ・ 帆 高 ・ 凪 の 原画 。 そ れ ぞ れ 別 の セル (レイ ヤー) に 分 けら れ て いる が 、 こ れ ら が 撮影 で 最終 的 に 合成 され 、 完 成 し た 動き に な る 。 
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路地 裏 の 水たまり を 映 
し た カッ ト の 、 レ イア ウ 
ト 。 手 前 の 水たまり は 
BOOK (別途 描か れ た 
背景 ) と し て 作成 され 、 
水たまり に 広がる 波紋 
は 、 作 画 で は な く 撮 影 
処理 が 担当 し て いる 





撮影 処理 を 重ね る 前 の 画面 【 左 ) 


が 凝ら され て いる 。 
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上 は 、 背 景 の 上 に 作画 素材 を 乗せ た だ け の 、「 素 組 
み | と 呼ば れる 状態 。 こ こ か ら 撮 影 処 理 が 加わ っ て 、 
左 の よう な 最終 的 な 画面 と な る 。 よ く 見 る と 、 画 面 端 
の 影 (パラ と 呼ば れる ) な ど 、 細 かく 調 整 さ れ て いる 
こと が わか る 。 


撮影 
取 氷 ク 
[作画 」 に よる キャ ラク ター の 芝居 
や 美術 背景 」、 そ し て CG な ど 、 そ 
れ ぞ れ の セク ショ ン か ら 上 が っ て 
きた 素材 を 、 最終 的 に 統合 する こ 
と に な る の が 、 こ の 「 撮 影 」 と いう 
工程 。 単 純 に 各 素 材 を 組み 合わ せ 
る だ け で な く 、 光 の 加減 を 調節 し 
た り 、 ときには 特殊 な 効果 が つけ 
加え られ る (「 撮影 処理 ] と 呼ば れ 
る )。 映 像 の 最終 的 な ルッ ク ( 見 た 
目 ) を 決定 する 重要 な 工程 で 、 新 
海 作 品 で は この ポジ ショ ン が 担う 
役割 も 大 きい 。 








「 天 気 の 子 | に お ける 雨 の 表現 








| ン デ 。 
N 電 
| | も 
の の で | st 『 
\ リ っ 
一 





帆 高 や 陽 菜 た ちと 並ん で 、『 天 気 の 子 』 の も う ひ と つの (隠れ た ) 主役 と 
いっ て も いい の が 、 劇 中 の ほとん どの 場面 で 降り 続け る 「 雨 」 だ ろう 。 い 
つま で も 止む こと な く 、 画面 の 隅 々 を 濡らし 、 そ し て つい に は 東京 の 姿 を 
決定 的 に 変え て し まう こと に な る 「 雨 」」 ス トー リー の 上 で も 重要 な 位置 を 
占め る 「 雨 」 の 表現 は 、『 天 気 の 子 』 の 中 で も 大 き な 力 点 が 置か れ て いる 。 
また 、 透 明 で 不定 形 な 「 水 」 の 表現 は 、 ア ニメーション の 表現 の 中 で も 
織 細 さ を 要 求 さ れる も の の ひと つ 。「 雨 」 を 表現 する に あたっ て 、 ど こま 
で を 作画 が 引き 受け 、 背景 で どこ まで 描き 込む か 。 ま た 撮影 処理 や VFX 
が どこ を 担当 する か 、 各 カッ ト ご と に 細か く 検 討 が 重ね られ て いる 。 そ の 
繊細 な 表現 も 、 見 どこ ろ の ひと つ だ 。 











この カッ ト の 水滴 は 、 作 画 で 制作 され た 。 こ うし た 物理 現象 を 、 い か に それ っ ぽく リア ル に 
見 せる か も 、 ア ニ メ ー タ ー の 腕 の 見 せ ど こ ろだ 。 
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[ ネ ? ヵ 。 ハン だ 上 | 


に 






3 年 後 の 皿 高 。 陽 菜 と の 一 件 を 経て 、 
島 に 戻っ た の ち 、 彼 は 再び フェ リー に 
乗り 、 東 京 へ 向かう 。 顔 も 少し 面 長 
に な り 、 ど こ か 凛々 し い 印 象 に 。 
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恋愛 経験 に 乏しい 帆 高 か ら は 「 セ ン パ イ 」 と 呼ば れ て いる 。 
その 一 方 で 姉 の こと を 心から 心配 する 、 子 ども らし い 一 面 も 。 


を ん と 0 陽 菜 の 弟 で 、 小 学生 だ が 大 人 び た 言 動 で 女子 達 に 人 気 。 1I 「 
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凪 の ガー ルフ レン ド 。 髪 は ショ ー ト ボ プ 
で 、 活 発 で 明る い 印 象 。 凪 が 警察 に 保 
護 さ れ た 際 に は 、 カ ツラ で 変装 し て 、 彼 
の 救出 に ひと 役 買う 。 
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高井 と と も に 拳銃 発砲 事件 
を 担当 し て いる 、 年 配 の 刑 
事 。 経験 の 多 さ ゆえ か 、 落 
ち 着い た 印象 。 須 賀 と の 会 


歌舞 伎町 で 起き た 拳銃 発 
砲 事件 を 追い か け て いる 、 
若い 刑事 。 ひ と 目 見 れ ば 忘 
れ な い 、 大 き な リ ー ゼ ント 
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東京 に や っ て 来 た 際 
の 帆 高 。 着 替え な ど 
を 詰め 込ん だ 大 き な 
バッ ク パ バ パック と 、 小 物 


Ns し を 入れ て お く サ コッ シ 
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亡くな っ た 妻 の こと を 想い 続け て いる 須賀 の 左手 の 薬指 に は 、 今 で も ふた 
つの 結婚 指輪 が 。 左 は 、 帆 高 に 贈っ た ドラ ゴン の 刺 纏 が 入っ た キャ ッ プ ,。 
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陽 菜 の アク セ サ リ ー 類 。 小 - ぶ 
りな リュ ッ ク や 厚底 の サン ダ 
ル な どの デザ イン は 、 シ ンプ 
ル な が ら も 趣味 の よさ が 感 
じ ら れ る 。 
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大 きく 胸元 の 開い た シャ ツ 
に ショ ー ト バン ツ を 組み 合 
わせ た り と 、 活 動 的 な 印象 の 
夏美 。 羽 飾り つき の 時 計 と 革 
の プレ スレ ッ ト な ど 、 ア クセ 
サリ ー も オシ ャ レ 。 
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いた り と 、 か な り 築 年 数 が 経 

っ て いそ うな 雰囲気 。 
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陽 菜 の 部 屋 の ラフ 設定 と SDCG の モデ ル 。 2DK と いう 決し て 広く は な い 間 取り に 、 生活 感 た っ ぷり の 
小物 な ど 細 か く 内 容 が 詰め られ て いる 。 
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須 貸 の 事務 所 


「 天 気 の 子 』 の 主要 な 舞台 の ひと つ で も ある 須賀 の 事務 所 。 












イ ょ もの カリ カー テン 到 内 に カウ ンタ ー ス ペー ス が ある こと か ら も わか る よう に 、 も 
ae と も と スナ ッ ク と し て 使わ れ て いた 物件 を 、 そ の まま 事務 所 
、 介 4 # 旋 に 転用 し て いる 。 
も / 。 


: 失 : 征 枯 ソフ ァ ー 


を キ ふ ふも いざ っ 公夫 団 負 で いっ 対 ゃ 圭 類 人 が: むれ て ま 十 。 
母性 っ H る で さ (は 6 高 秒 っ アパ ー ト と い は] 思 6 り (に 、 天王 原 と 429 ト (は 5 導い で 二 。 


| 張 党 っ まま 季 7 ・ まま の 相 半 
12 林 ま うす 衝 2019/07/23 | 
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事務 所 内 の 様子 。 登 場 場面 が 多い こと も あり 、 陽 菜 の ア パー ト と 同じ く 、 設 定 を も と 
に 3D モ デル が 作成 され た 。 編 集 プ ロダ クシ ョ ン だ け に 、 大 量 の モノ で 溢れ か える 。 
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事務 所 の 外観 。 こ ちら も 同じ く 、3DCG が 作成 され た 。 坂 の 途 
中 に 建っ て いる た め 、 入 り 口 が 半 地 下 に な っ て いる と ころ も 、 大 
き な 特 徴 の ひと つ 。 映画 の 後半 、 東 京 が 豪雨 に 襲わ れ た 際 は 、 


降り 続く 雨 の せい で 、 半 分 水没 し て いる よう な 状況 に 。 
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た くさ ん の 電線 が 空 を 横切っ て いる と ーー 7 ウー 
ころ も 、 東 京 の 下町 らし さ を 感じ る 。 | レン ンジ ン 05 と 
ンー ビン 
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この 廃 ビ ル も また 、 1 天気 の 子 』 の 中 で 強烈 な 
イン パク ト を 残す ロケ ーション の ひと つつ 。 今 で は 
テナント も な く 無 人 状態 だ が 、 屋 上 に は 、 陽 藤 
が 不思議 な 力 を 授かる こと に な っ た 鳥居 が 残 
され て いる 。 乳 雨 の 影響 か ら か 、 物 語 の 後半 で 
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$ い ぃ いす + 彰 Y くま ( て Y ま ゴ 


- ロ メ え 
本 た ゴ コリ イル を きま を] も LD まま 
ば ) し ゃ と ちら 医 リ 4 で し し) 送 。 て ます 


こっ 
美 術 育 京 


BA 入 に KROCUN D 


色 鮮 や か で 繊細 な 美術 育 景 も また 、 新 海 作品 の 魅力 の ひと つ 。 上 京 し て きた 少年 、 
帆 高 の 日 々 を 追い か ける 本 作 で は 、 東 京 の さま ざま な 表情 が 捉え られ て いる 。 
優し く 濡 れ そ ぼる 路地 裏 か ら 光 差す 晴れ 間 ま で 、 多 彩 な 天候 の 表現 に も 注目 し た い 。 
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高台 の 上 に 立つ 、 年 季 の 入っ た アパ ー ト 。 住ん で 
いる 陽 菜 の キャ ラク ター を 反映 し て 、 ど こ か 温 
か み の あ る 小物 が 、 部 屋 の 中 を 彩る 。 


帆 高 が 身 を 寄せ る こと に な る 、 住宅 街 に ある 編 
集 プ ロダ クシ ョ ン 。 居間 の ソフ ァ や 観葉 植物 な 
ど 、 緑 が キー カラ ー に 用 いら れ て いる 。 


BACKGROUND 





於 ヒ ル 

陽 菜 が 不思議 な 力 を 手 に 入れ る こと に な る 、 廃 
地 と 化し た 雑居 ビル 。 映画 の 後半 で は 崩壊 が 進 
み 、 壁 が 崩れ 落ち る な ど 、 危 険 な 状態 に 。 











下町 
陽 菜 と 帆 高 た ち が 、 お 天気 ビジ ネス の た め に お 
盆 に 訪れ る こと に な っ た 下町 の 民家 。 
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に か) 


劇 中 の ほとん ど で 降 り 続 ける 雨 。 高 
層 ビ ル 群 や ネオ ン に 雨 が 煙 り 、 路 
面 の 水たまり は 反射 し 、 光 や さま ざ 
まな も の が 映り 込む 。 


陽 菜 の 不思議 な 力 に よっ て 、 広がる 
色 鮮 や か な 空 の 晴れ 間 。 
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雲上 と 下 究 

青く 澄ん だ 空 に 広がる 真 
っ 日 な 寺 上 、 そ し て 人 々 が 
暮らす 東京 の 街並み 。 ふ た 
つの 世界 を 一 望 の も と に 
捉え る 。 


雲上 の 彼岸 

不思議 な 力 の 代償 で 、 雲 上 の 世界 へ 赴く 陽 
菜 。 龍 の よう に うねる 雲 は 、 美 術 背 景 を 撮影 
で 変形 させ 、 動 か し て いる 。 
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3 年 後 の 世界 


降り 続け る 雨 に よっ て 、 
っ た 東京 。 
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プロ ッ ト 開 発 ス ター ト 





4 月 % キャ ラク ター デザ イン 開発 スタ ー ト 


『 7 月 $ 脚本 開発 スタ ー ト 





8 月 1 設定 開発 スタ ー ト 
ロケ ハン 、 資 料 収集 スタ ー ト 


10 月 @ 絵 コ ン テ ・V コ ン テ 開 発 ス ター ト 


2018 年 


5 月 作画 作業 スタ ー ト 


pm K 2 ーーーーー 一 修一 一 mm 


7 月 雨 素材 の 開発 スタ ー ト 
8 月 % キャ スト オー ディ ショ ン 
。 9 月 $ 美術 背景 作業 スタ ー ト 


の 、 10 月 % 主人 公 ・ ヒ ロイ ン キ ャ スト 決定 


12 月 13 日 % 空 ボ スタ ー の 公開 
| 製作 発表 会 見 


2019 年 
1 月 % 撮影 作業 スタ ー ト 


4 月 $ 予告 編 ① 公 開 
劇 伴 収録 





5 月 % アフ レコ 
育 れ ポス ター、 予 告 編 (② 公 開 
アピ ング * 
7 月 2 日 $ 製作 報告 会 見 
7 月 7 日 $ 完成 
7 月 19 日 $ 公開 


※ 映 像 と 音楽 を 合わ せる 作業 
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4G 皿 友 ロ し OhG は っ) 者 G 甘 不 監 や 
っ ろう) 昭 ひ し っ hG や 太刀 隊 刀 必 板 上 功 
品 り 部 充 6 公 『 邊 で"』 や で 
8 で NOS "や ポーー そ 冷 人 @ 
だ 二子 癌 やく GH や YG 革 "ヤレ 

いい (】 | で くそ いい こん 
S 『 ヽ へ ミト HHSG 様 』 公 りか トー 
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し jp『 へ さか HHSG 様 』 公 つの の 選 秋 
9 賠 20Ne リ DU トーリ で 刀 う | 着 映 
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や 明 地 や で 記さ くし も おう …… 
ーーH60 不 皿 直 6 誤 門人 公 人 KO) 
昭 ひ し っ SS で の 刀 …… 

『 帆 G 志 で "』 や | 咽 選 SGQN の o ド 忠 ンジ 
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や ささ つ や" WIJ 昌 時 信 閉 し や 中 田 


三 々 据 三 G 撰 忌 間 押 C 刀 つっ) し ^ 
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攻 打 唱 滋 委 の 〇 つ で で や し じゃ" ひし UL 
で や や 心 ) 豚 で し npG レ p ぜ うう 
人 心 ぐ し も 公 ^ つや させ で や やら で 
ユ ふし” けり 室 基 り 葵 採っ 心 往 つつ 公 
つつ やや” TI 系 〇 且 ( ホ ヘ ハー ユー 也 
終 ) し 号証 ツン ペ ツ 様 の やく 到 『 昌 ロ 
ー』 や 本 ひ レン で し じ っ A0 う っ 心 有 ドド 
3 っ りや p っ うり 司 還 G も 1)J) ン っ っ 宙 る や ユ や 
より ^ MG 貞 坦 や 外人 公 や 革 つ まし て" 
叶 ン 朋 っ し ぶ や っ しゃ" 
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中 志 吊 由 


[ 首 虹 敵 (モー ドミ )] 


「 晶 @ 志 8"」 己 堪 W「K 居 GS し め 替 壮 約 四 外 つ 記 

マロ 有三 一 且 0C_ の ・ 忠 田 寺 球 辻 @ 了 ロ バス ユ " 

人 か し ゼ 州 形 柚 ロ K 直 表 ー ド さ 尿 洋 四 0 で や 

ドー トト ヾ へ AAG 飛 ′ 遇 41 で や G せ 屋 陳 つじ 下 醒 tG 遇 手 遇 人 
。 NGG 燃 軍 っ" 


的 で 虹 棋 障 ロ せ 刀 つじ し 交 改 せ y 心 林 班 芯 *W4nm0 6 公 
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こ て ボ 


ドラ マ な ど で 本 格 的 


バス 映画 「21 世 紀 の 女 の 子 上 『 君 の シー ツ 』(19 
グ 井 極 彩 監督 )、 ドラ マ 「 宮 本 か ら 君 へ 」 ("18 ノ 真 利子 哲也 


女優 と し て の 活動 を 始め る 。 映 画 『 私 た ちの ハァ ハァ 』('15 
オム 


1996 年 生ま れ 、 北 海道 出身 。2002 年 SUNTORY「 な っ ちゃ 
グ 松 居 大 悟 監督 主演 )、『 月 子 』("17 越川 道夫 監督 )、『 素 
敵 な ダイ ナマ イト スキ ャ ンダ ル 』('18 冨永 昌 敬 監督 プ ヒ ロ 
監督 ) な ど 今 話題 の 監督 た ちの 作品 に 出演 し 、 注目 され て い 
る 女優 の 一 人 で ある 。 新海 誠 監 督 最新 作 「 天 気 の 子 」 

ー カ リス ト と し て 大 抜 握 さ れ 、「 役 者 の 歌声 と いう より も 世界 
その も の の 凡 き の よう な 、 個人 の 感情 を すこ し だ け 越 えた よ 
うな 何 か を 、 ま っ すぐ に 運ん で き て くれ る 声 | (新海 誠 監 督 ) 
「 ど ん な 天気 を も 晴れ に し て し まう よう な 圧倒 的 で 不思議 な 
力 を 持つ 」(RADWIMPS 野 田 洋次 郎 ) と 称 さ れ た その 歌声 ( 
も 注目 が 集まっ て いる 。 


ん 」 の CM で デビ ュー。 そ の 後 、 映 画 、 
イン ) 、 


ーー 


K 愉 ロ つ や 6 や ゼ 敵 区 守 ス さや 
由 押 交 吉 史 む NG っ ) ろ /J っ ) 


ーー 仙 回 ′ 玉 ー ド さじ し 鈴 守 か NG リロ 
ee 
ドー トト で へ A 還 ヘ し つ 宮 ? コロ 叶 時 S) 二 
リマ の ロミ テー 有 ラ 0C の 6 上 中田 ( 坦 奈 営 ) 
0 くべ ぐ で 人 回 G 牌 較 甘 G 此 斑 公 導 で 
じじ し ” で 學 表 の どじ 了 和 も の っ 心 利 
や うさ 間 必 人 る や や し っ 刀 字 つ や 
ー 一 0 刀 J 他 弄っ 公私 レ つや で 
幼 WO つ や や" 記せ 虹 押 GS 出 超 や 
や し うっ や や うし っ AGG も し" 敵 二 記し 
ゼ せ さ っ し じ も で ” ペ 捉 " ド く ー ト ミ 
人 『 人 ソ ンマ つ し で や つ せ " 両 臣 公 ぐ せつ 
SN0IJJ け つや ) 的 や や じゃ で 
りや S さ つや 色 を せ 郊 補 む し 
塵 固 ロ 稚 言 も NW) っ ぐ G ゼ 7” 尽 密 
県 じ に 昭 慈 で 令 つつ や で? 
ーー セー トト で へ へ 己 鈴 写本 NO) 
さい Gp” GR く ミート ミミ くく 
い 公 や で GS や の やつ で ポ や で で " 
庄 つ っ 中 趣 ぜ で 公 で で っ 6G し 和信 ? 
NM の 下 玉 う も "NG トミ くく 皿 拉 や 7 
箱 上 ′ 記 押 りつ じ | 部 出 相 人 や 


レ じ っ や や うし うっ や 反目 せ 吉 画 公 7 

選 ぐ 人 公 っ っ 公 べ や” 郊 @ 共 出 嶋 志 鷺 
い ヤ セン や も で 民 GS 他 で 公 じ ” 居 で 
っ 4Q ト さ く コ ユ ス ュ ユーK し CSS で 


じ っ や くし じゃ" 條 回 や 昭 で 語り 
で べべ 戦っ Q く や 人 刀 ドー1 ト で AA 還 A り 
准 つ し "やや で | 直 暴 得 選 皿 生 し 
WON9 は 1J っ J り 49) きつ し っ JJ で で 氏 
記せ で し っ う や りう っ 心 笛 つ し し ゃ や 
A ・O ovtf 間 UK 下 で で 
JJ” S で 人 S じ 稔 つ つ で * 

ー 一 川 無く 人 ぐ 負 甘 じい うじ 幅 田 や で 
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新海 監督 が 作り 出す 映像 を 見 て 想像 を 膨らませ 、 
物語 を 私 の 歌声 で 後押し で きる よう に 意識 し て 歌い まし た 


EE 


nr TiW 





437 (4) で で 還 居 p 胃 で ロ つ レ つ 心 
6 心 計 ” 出 選 呈し に 昭 紙 で R 電 で で 
環 臣 ) 能 0 で し っ つつ " 1J) 皿 部 
尼 公 衣 S 貴 補 で 刀 のり 昭 っ 所 公 で ・ 
尽 さ で くし つつ で の …… 記 p や WIJ) で つ 
n ン さ 心 公 只 で しま で っ じゃ ( 孝 )” で 
^ 近 団 辻 彰 幼 @ 半 0 せ 担 G 敵 帳 的 ) 
し じゃ 表記 0 で し っ ぃ 6 豆 陸 到 玖 さ ” 避 
JR 抑 で G や じ " 敵 串 選 パ さや 由 押 刀 
雷 ロ む toW 心 ロ 掘 導 人 っ ソン ペ し ちゃ て" 
VIJ 居 くど レン 0 で G 公 や づつ 
で や で る で" 妨 ” 上 臨 田 0 ぐ 公 「 由 絢 
SK 穫 固く で レン NG 司 刀 の 間 り 
つ を で レン 0 ひし っ や G も "で や 
國 旬 GS ら いで GS で うり 昭 っ " 
ー 一 協 甘 じ せ 「 県 圧 』 り 「 や へ ヘン 
K よ トーh』」 SGQ 担 惨 州 遇 敵 り つじ 所 
公 ” 敬 班 交 映 尽 堅 っ や りう 
GS 心 守 呈 責 交 地 で 6 つ で 公 で ・ 

JJG 束 固 G 昧 幅 く で 羽 忌 電 で 
レ じ っ や っ GS りう で 宮 昭 っ 公 " 普 馬 
ん スロ 人 トト ヾ で 公 や も 1)J ン 選 で で し 選 ポ づつ 
? 選 買っ や 足下 ロ 振 尋 調 画 中 
田 や ぐ S” っ 仏 避 表 写 的 公 し 装 可 つ 
PJ で や GS 公 シロ で で ささ つ で で 
つ ^ 」JG 舞 り りや p 表 つつ 五 も で KG ヤキ 
INN ネ ペー 昭 っ 、 友 ” 表 瑞 人 で 
ツジ ュ っ Jp 部 ン 勧 つ ぐ で つて " 
ーー スペ ローj ト で へ や や 表 還 S 公 五 じ 半 
細 W で で やり 心 公 到 っ ポ つ で 

斉 共 し Q よ 下 シ て で うし つ で | 刀 札 
WVG 訪 衝 ひ 選民 で や を ロー トト で 
AS 刀 環 ざし っ や うり) っ うっ 心 で むせ で マン " 
臨 田 や ぐ 公 時 人 マ 此 班 交 弄 円 つこ で 
9 お うり 交 ぐ 妃 僅 じ ど さ ロ ーj ト で へ ふつ 
hーIhK 刀 写 結っ いで 
うり っ で 刀 り りう 選 [上 証 人 じ し を 心 や 


t ア 
ささ 


P レ jpQ で し っ や くし も" ペロ ロート で へ 
S ヽ ふり ビン 挑 ロ そそ ヘー ロロ 6 中 0 玉 や つや 
い 缶 to@ く しゃ " 下 固 GS 区 呈 で や じ 
尼 押 p 村 皿 紅 で し っ Q パ の つや り 
攻 御 机 基 で 症 押 じ 織 W つ で 
ー 一 郊 い し っ GAG の りう) 
ママ ペー で G レ つ や 心 で 

超 虹 り 吾 悪 っ や や うじ し う や ギド 
VIJ 公 で 暴 陳 6 判 映 暑 ぐ 0 ぐ 唱 國 瑞 つ 
し じ 柳 っ れつ ざ で" 選べ S 尼 で 7 へ 
ふじ 擬 で Ne 柚 や SS” WSG う で 氏 
遇 を 舞 つ 0 ね 6 求 せ りく で 稔 つ き G 公 
っ で J う Jp 撮 胃 つ つつ 六 "NMw 愉 守 
いじ 採 暴 調 環 忌 電 束 王 各 悪 り 選 星 
つつ し じゃ で っ で 玉 必 琶 心 有り 尽 やじ 選 や 
SG し 人 S” 更 記 G 普 己 じ 護 衣 和 所 革 
つつ や うり っ 心 的 っ p 更 ポ つつ で げ 
ー 一 太く ミー トミ くさ 6 うり "を 
ご 泊地 尽 pp 財 っ 6 つや 公 で 

WWw 心 も 記さ ロー トト で へ ふつ で 
RS や ^ 青 賠 G や SG 素 班 的 敵 心 り っ 
G ゼ 7 )J 心 っ 心 有 きく で 補 、 っ 人 血 
pt@ Jp し ポ つつ 刀 つ "で けり 骨 
t” 刻 固 GHA1 ト ヾ へ 心 班 部 で 
や し ゃ で で や 器 色 や SNeG し も 公 ” 天 
固 G 路 避 ロ 公 公 NO 拓 )” 誰 革 唱 考 で NG 
班 い や し せ ” 皿 品 守 所 普 名 っ 公 鐵 ひじ っ 
じじ” GIJ う Jp や 交 ぐ 人 し 稔 つ NG は) っ ) 
SW つや で " 

ーー ユリ ロー で へ や ふ 己 玖 で し 嘱 田 
や で ぐ 友 < ぐ 1 ト で さや へ 上 へ うり で ・ 
琵 ロ で 公 で や じゃ "ロート KP 地 
9 咽 ざ SG っ J0 で けり GS く ユ ロー ハ 
m へ りり いっ うじ 給 相 人 っ 刀 補 ント やせ 交 
され つや 尽 ” 4 手 豆 龍 っ 羽 外 つ じ 
1 | 晒 路 尽 記 公 齢 や 0G 箇 つ 
NGH6 洋 甘 つ し うっ や 補 お つり 


ー 一 過 尽 公 ぐ や ロマ ペー 込 符 さ 守 

い 刀 うっ ろ 愉 さく で つや 心 で " 

2) 心 補 で 記し ゃ 公民 ( 交 )) や きび 
りつ で” 記 到 居 で 人 で 公 で 刀 ド " 
鷺 へ 個 つ し っ y 革 じじ" 郊 っ 慌 旭 回 円 も 
で し っ や GS や の つ で や で " 
ーーS 旧 レセ や S” 帳 舞 の く 皿 責 
1J 皿 G 民 ロ ひ うじ "JJG パ 心 避 役 つ 
じ っ QO つ を っ 反 公 で 

上 記 記し ゃ 杉 つ しゃ さっ くじ 
WO や 87 志 嶋 し 垢 釣 更 厩 や や で で っ 
さり っ うっ 心 6 交 地 表 上 填 シ SG っ 6 只 近 
呪っ 刀 り り う ) 到 交 や ポ つ や” 親 普 公 ぐ 
ホ ュ ユー ハル へ で 宙 購 嶋 的 0 や じゃ めぐ や 心 
室 4 到 玲 ①QG し " 李 祥 むし 据 四 い G 
SC も じ 隊 っ で) 昭 ひ し っ や く も しゃ" 
刀 7 郊 じ 青 固 ロ 鈴 結 本 NO) せ 回 瑞 や 
つ し っ や で や つげ 
ーー で や トス ペー ヘル ヘレ つ で 公 ぐ で" 
相去 己 振 導 や の で 人 や の つ で 6 や で で" 

で やせ ね 1J ン 交 N0J 明 っ も " は J 届 
つや 押 つ っ 半端 じ WeGr じ 壮 垢 
※ つ ン ヤ “ 下 固 所 邊 や で し じ っ 6 近 早 痕 
幼 p′ 押 藻 四 外 で し っ ぃ G 外 田 で 
Jp つじ 飛 押 G 出 央 的 つじ うぃ 6 斉 p 
* 走 食間 直下 五 つ し 悦 功 N@、 う うっ 
柱 遂 し とせ 臣 で ) せ 克つ 昭 心 く レセ" 
刀 Sv で ロ を 選 到 半 心 つ " 直 
ふも jpG や p 織 y い の つや 羽 う ) | 
前 穴 出 嶋 公 じ 0))) せ ” 親 品 注 
咽 さ 貢 組 や で や さめ 和 仙 つ し っ " 
ー 一 搬 泌 "トス ペー ハル へ 届 1J 細 唱 S 
Ne@ ト 1J3J) や 交 Ne で し か 仏 で ・ 

Nv で 友人 SN つや きっ くじ” じゃ) 振 
暴 痕 細 G『 有 帆 G 刀 で "」』 ゼ 青 固 序 じ 聴 パ つ 
8? 土 4 皿 疹 で NG シ ふ っ 誤 語 で で 
ビレ っ つ 尋 づつ" 臣 つ 4 心 避 下 固 提 半 び 


レ っ t@ ズ 臣 つ つ し じゃ” 交 で 補 巨 艇 固 直 
リズ 来 レン で NG つう っ 愉 G 到 心 心 和 を 
つ ン ヤレ ” 尽 S 心 1) っ 6” 皿 べ で 
叩 じ 旨 表 己 只 人 公 信 うう へ や う ) 
的 で こし ちゃ" つつ 2Q” 殆 ポ さら 帳 
要 〇 Q つ 0 やり 宣 器 交 羽 記 し じ " つき で ン つ 
し ” 羽衣 固 記 じ 遇 義 革 班 交 二 笛 つ 
し っ や GSG し NOQp 聴 っ WW つ で 
ーーw 心 や で 選 く じゃ" し 8” で 
で 遇 手玉 稔 つ N@『「 必 居 S 由 』G 着 
R う せく で で うり IJN 昭 っ 6 選 公 で ・ 
『 帆 G 刀 で "』 せ うじ しゃ くい ー6 Sh 部 
固 補 や のり っ 心 呈 責 補 ひ で G じ も Sv 
SG 交 ずり 画 邊 的 聴 や WWG 挟 半 ゼ " 
克 せ 財 い し っ じ し ” 球 皿 生じ しゃ 入 へ ト 
さじ” 6G っ JO 定 記さ つ や 
* 心 前 賠 和 や さり 役 つ ポ つ "『 民 阪 
GS 財 』 せ w 心 ろ っ で や 撮 演 ピ "『 邊 @ 志 
41? 』 ゴ 捉 G 半 中 思っ ゃ 6 記せ 答 
つつ や” 店 G 志 を 押 っ し じ っ Ne 稔 要 
jpG セ 1J ン 0 も を 公 や "KK て ユーー 
りく で セン it" しゃ | 示 世 0 を く ロ トー 
Jp 向 つ つ 7 CO" SQS 脳 帳 
Jp 和 SeG 友 條 年 SG 公昭 で 記 く セレ 
も "NN ト へ 尽 人 一 落 骨 到 太 で KOG ビ " 
へ へ か ミ で 稔 要 和志 他 壮 ひ し 0 で 
忠 W べ G つ 区 中 0 つ NO くつ を で うっ 公 ぜ 
3) 昭 っ 8" 
ー 一 普 足 S 燥 班 や や や で 半 呈 ロ 
詳 咽 0 旬 下 し っ 66 心 唱和 窓 つ 6 
Ny 心 尋 う ) 押 つ っ し ゃ " 堅田 や ぐ 人 で 簡 
で 刀 帆 押 せ JG 半 員 6 疾 細 交 咽 夫 
けり ュ Je レ っ /Q で の つ を っ 必 つ "” 記 p 
画 避 幅 G | 共 ぐ つ し つい 公 さ の ) 周 人 
ぐ GIR く 中 シバ ロ 撮 角 つ し 龍 っ づつ 
8@G や ′ 半 呈 交 林 つつ 東 で 人 で 英 幅 
Jp 還 交 避 じ っ や 福 も 0G う 冊 や レセ で て" 
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田 せ 蜂 部 


[ヤキ 中 ふ ー 人 中 そ へ ] 


KJ て 旨 詞 鷺 つ 刀 『 邊 中 お "」 公 人 Q 記 人 堪 0 キキ IN ふ ー 人 下 そ へ 移 
幅 環 五 NO けり 6 で 届 田 甘 蛇 宮 ” 室 地 科 栓 採 SSJ” 敵 尺 品 さ ズ 暴 占 せ 
っ で ロロ つ し 直列 0 で G 人 RS" 全 GG 志 ) 玖 で や ヤレ” AG 戦地 称 っ 


則 讐 つ 如 赴 呈 め 障 じ 
と で や つね ち )J ン 避 つ ね で や 


ー 一 田 革 らく お" 振 里 調 細 @ 所 半 「 息 

GS 選 ゼ で"」 志 っ し 6 鈴 計 上 ささ 7 
ドド = ト ュ ペド ー よ こい の で に てい より デー 
けり で され つ 刀 SS" 人 )) 性 りつ し や 親 花 " 
ざ べ で 人 ろ 心 駅 互 当 人 銘じ っ つぐ Q で つ を で 
8 で つや 心 公 で ・ 

「 玖 抱 …… も 1) っ で 」 っ 心 稔 つと つ 
S” 1J で せ 人 回 G『K 居 GS 中 』 し じゃ 区 
つ で ぐし も 公 ” キキ エ N ふ ペー 仏 払 や へ 

む G 直 超 せ ^ ) 心 つ し ゃ べく 超 @ や 
ロ 懲 つぐ で to くし も ゃ で"『 肌 中 

?』 レ ゼ ^。 スマ て へ AH トト さ 品 で jpG 
9 押 公 や し うっ う や や さ ” 導 曜 りゃ る 
つ 牙 で Q や し jp で 選び し っ te 
レ じゃ むら うり” せっ 渋 8 て G 赴 呈 公 で 
テー つ レ 「 セ 1) っ で 交 」 下 刀 っ だ で 徹 衝 
りさ で し つれ 心 で し" 
ーー ふつ 加 疾 公 玖 Ne で むし か で " 

や で う 語 全 K さ し つ 心 くし も む 
*” 皿 べ G 出 央 きつ じ 近 CK)。 包 症 
固 彰 環 を で し レス te 公 和 人 心 公 ” 親 嶋 軍 
ざり つじ" 庄 G 福 貼 所 記し っ ぃ 人 到 入 必 
RS 到 ” 払 トーリ つじ し G 出 パ jp 


J 


て 
( 届 
に 


h 必 マユ トト ヾ 公 了 っ くし も ? Av 愉 っ 
心 掘 演じ 由 避 8 全 。 Q 門 圭 せ 
『 財 @ 区 泉 N@ ズ マ 』( 避 征 叱 る 堅 ) 
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『 民 KG 財 』 り 下品 交 玖 出 箇 むし 
っ N96 心 で 稔 つ きく し も" 
ーー で ぜ ぃ % 6 ふう ) ( 子 )" 

信 や 会 容 つ 刀 赴 呈 所 暑 t0J” を 
いさ 1)J ン 中 つ で 台 " 選 り 過 公 で 
や を で 記 8 0 の っ 人 心 り JO や 人 No つ 7 
「J) で SG 旭 人 で や G 公 一 」 愉 や っ で 
っ JJ 人 SNGT JJ 到 尽 パ つ ” り 閉 
いし レ つ れれ 心 冬 つ せ 稔 へ 必 も で " 
ーーWwG 交 祥 ロロ いう し ば GB う ) 
話 つ コン 相 っ っ 6 し や "6 性 鈴 守 
G 遇 吉 じ で” 田 甘 0 ぐ G!JD 競 
机 公 玖 ひ QG ゼ ” っ CO 加 し も 仏 で ・ 

思 べ 妃 8” 定年 ぐ 息吹 公 で 
じ う っ te 和仁 つ 公 SNe で し も"『 肌 G 志 で " 
NN ロー へ ハ Am へ 宰 下 公 中 で 宙 り う ) 
や pS で し 振 農 ④ く を (N ロ 1 トロ ー ネ 
ーS) 三 IR 居 0 もぐ の 40 ひ し 美 お 事 人 
p ポ ンド "My 心 kO っ ) 剛 時 人 0 で で や 
p 拓 完璧 ロリ 6 半 中 6 二 め No で 
で やじ” じじ 「 交 で 理工 泊 品 で 
を 0 で で] 束 刀 っ で ( 押 )) pnQtQty 


で せ 素 付 で 直さ くし も おう)” で で 窓 
つじ 氏 尺 で te) うさ ンー KK さく で 
レ っ いや で 申 責 公夫 6" 
ー 一 最 選 朝 頑 選 や 本 近 Y で し っ や w 心 
じゃ 到 "「K 居 SH」JG 吾 量 ロ い っ し ゃ 7 
うり で で 所 部 じ つ 選 公 で ・ 

『 帆 中 6"』 パ つや” 朱 黒 ぐ 公 和 
さや で うり) 公 く で レス っ he@G 公 で” っ ) 招 
いや っ うつ り の … っ を 「 和 を で っ 
JJ| うっ 心 "る やつ 半 っ K で で")J 
で ポポ し 6 振 堪 填 呈 G 枯 る る 色 更 ひ し っ 
Ne 名 加 妃 補 で さ 昭 っ 約 琴 補 で 記さ 
ht@ 敬 お "ym いっ 候 や GS キキ や ふ 尺 
ーー 系 判 映 虫 せる SQ で し レ っ ろ し” リリ 
で し 6G 壮 呈 公 記 *0 べ で マ ペ ー 込 
Ke 「 迫 堪 辻 で 0」 公 ” パ 宮 ンマ レ 
っ ht@G 尽 で "りり 『 了 K 岩 SH』 で 
じ ” 写 地 りり 醒 採 G つや 公判 映 和 概 we 
レ つ ポ 心 9 う 必 ーー う で 人 急 N6。 や て 
叶 刀 ざーー ユ ベー つ を で うっ しゃ 公 ” 導 
べ や で う !J) し 押手 号 人 で 公 で で っ し 
むう) 区 te 撮 輝 ” 陸 才 回 堅 つ っ 心 公 " 
MP 心 っ 心 う 1JN 介 過 屋 公 Q 思 で し っ te 
仙 つ で 交 つや 
ー 一 届 下 で へ 更 近 Ne 避 交 刀 で し ” 福 
ES「 邊 G 志 で"」 "で ン うっ 据 据 
つじ うっ 刀 くつ せき 心 公 ど 

6 で や ン 撮 導 つ し きっ し も で ? jp 
で 介 所 G 附 し せ 『 帆 G 選 で "』】 宮 交 
16P | 式 交 人 心 村 6 全う っ 心証 せ 
レン Ne で レタ うり” 男 べ 号 で で や 
ン 収 ロ つ し ぷっ うし も づつ" 習 U さ さっ 
ぐし レセ ” お Q つ 届 " 胡 幼 @G ト ーー ロリ 5) 
仙 J MNO 友 ) 2JG 直 呈 介 値 NG っ ) の 
Nv 心 ”「 捉 G 呈 色 十 中 ン っ 
で この びさ や 43 し m だ て 3 還 、 ぶ くく 】3 
ず 玖 失 N 二 和 )” 殿 胡 己 紅 公 固 シ で to" 


出 


MVIJS 人 で 公 で レス っ keG も し 舞 尾 " 宮 
や うじ セ ” 交 の 條 回 で さっ ^ 主導 
@⑯ 幾 G 泌 恒 「 ト くき GS 心 じ も 公 で -」 
3J” NG 早 レ ャ キト NN ペー 撮っ) 
っ 心 有 JJ を で せく し も "『 ペ ペー ユ 
へ 和 ・ で へ ・ 反 ・NIRN へ て に K』G っ 避け 
尽 で し ぎ @ ト も マト ホー ッ | 可 " 慰 
ぐも し 刀 的 押 で 到 で ぐ 半 中 6 怠 稚 赴 
いう ンマ) っ 心 和 を 択 羽 蘭 色 つ や くし 
も むう” WWG 納 状 全 1J て 字 功 や で 
刀 くし レセ” で し 『K 居 SG 財 』 し ゃ 
ー 一 玲 ” 條 を で レス っ tG『 因 G 還 や 釣 
呈 N@ ベ パ 』 し や" 半 エ IN ふ ペ ー 飼 里 
っ ト ヾ トト | 飲 地 六 堅 KWG し ゼン 
P” NG 呈 じ りく りく 二 つ し で 心 " 
"GEF『K 居 GS 四 』 ぐ キキ 中 ふ ペー 
マーK リ SN6 稀 償 ロ 政 つ し せ ^ 膨 
攻 4 導 G 具 し きく で) で マン 表 6 で 刺 め )) 
必 公 玖 6" 
ー 一 束 %46” 3JG 交 過 さ レビ つき 心 公 で ・ 
褒 革 り 組 嘆 本 Ne 人 n て 盟 交 丈 で し っ 
Ne 下り 中 公介 くく て) 公 ” 恒 
悪 G] ン で 怠 委 ぐ G 里 了 さ く 公 や 
vn し で で" SG 玖 や させ 詩 攻 4 部 し 
くく 一 JINN 押 つじ し” 夫人 S 刀 JJ 
レセ "jp で S。 も くし SWG 只 じ や) 
ぶっ うり) 夫 Ne で むつ を で うつ" 革 そ | ト 
ヽ ふ ペ ミー ロリ で し せい MI)J 公 で 尼 角 公 之 ユ 
屋 さ te くし も 2)” の ロ 公 ン NG っ ) 
⑩ 明 っ いう で 角 | 丘 際 的 表 愉 ロ つ も 避 " 
りう っ 心 で 交 つ ポ つ で 
ー 一 本 棚 G 旧 話 ら JC jJG 享 固 約 
融 いむ し っ ne ト ヾ トト 昭 心 ぐ し 


人 で せ 臣 紀 " 灯 紀 じ 咽 信 む し 「)) で 
RS 替 つ っ 私 で そ へ トー ミ G 肖 公 」  ( 避 ) 
手 MK じ っ や jp し セ で ” 振 堪 0 ぐ く 公 や 
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ぜ せ 『 昌 G 中 で "』】G 帳 押 @ 裏 融 人 6 パ 
3 避 人 る K く ハエ キミ に で トト 公 却 つ 
っ ” っ J 由 で で し うっ や くし も” や うり っ) 
下 年 公 旭 で や 皮 表 じ に も レロ 『 介 G 
曽 0Ne ズ パ 』 鈴 結 本 NG) っ ) 公 
NO レス っ じ " 皿 人 や せい ふ ペ ー 記 中 
へ や も りさ で し つれ 心 つ ” 走 圏 彰 字 
りつ し じ 玉 穫 穫 つ く AG Jp や で うっ" 
で で 信 び ひじ うっ や や ” !JG 半 08G 
KY く ハエ キミ で に ト で トト 記 p や QR 
導く 3 さくま [に いま ド よく だこ きこ か の) 





中 や NG 志 秋 じ も で 
ー 一 路 県 G ト IX スレ し” 交 H6 さ 咽 公 五 
さっ 徹 つ し ちゃ で 

つい せ 路 選 せ や で の 刻 中 宮代 測 補 
い Q く し しゃ” 56 時)S 生 ぎ G ト 中 
X し ゼ ” 坦 G 志 G 箕 ホロ く へ 私) 弦 油 
り 設 交 く で し っ うぃ!J う ) 到 更 ひ し NM で 
ーー へ く で くさ ミ つ を で っ しむ ふり" 
を で し 選 QGp 回 押 っ つ 公 で "で 守 
「!) で せ 田 甘く つ 尽 で 私 で で っ うつ" 
田 世 ① ぐ 功 友 症 固 背 細 的 を ぐう で 
し じ 玖 で | 圭 人 S 尋 民 人 っ うっ 」 うう 心 調 
りさ で し ( 吉 )” 遇 傾 品 ロ せ ” 田 正 ( 明 ) 
も 0 ぐ G 選 じ ” 條 交 Ne 符 己 換 りつ Q く し 
Jp で 台 条 つじ も て" 
お や 心 や) いい 醒 近 己 認 つ し っ 心 *)“ 
所 KK せ 只 尽 ′ 室 地 パ さや 革 HSG や K 
つじ し 比 構 つれ 4” 下 園 G 受 員 じ つい 
お 叶 に で 尋 和 りり 天 で 公 NGT 直下 で へ 
じ 柱 族 つ や りり JO せ 交 6 つ 尋 公 で 
交 ポ さて べら 尋 咽 刀 叩 必 さ で し つつ 
いや ゃ 村 心 補選 心 うっ 心 証人 必 つ 
"ANwIJ 二 じ 忌 GS” 中 還 一 ドー 
SG ト Si ト ト や も" ト ふ や ホホ ユー 旭 癌 
けり いや いう) し” で つう )K べ や や 
信 つ り " CO 層 ン 路 0 友人 で っ 
ー 一 玲 人 ロー ドー や ゼ " 醒 朱 尽 早 忠 公 
Q 藤 0PjpQ で 86 で 刀 ) の う っ 心 
識 條 人生 盾 じ W 到 …… 

舞っ し っ ぃ @ っ JD6/ で 刀 ツ 交 
レ で S び や じゃ で 到 皿 葬 ) 八 党 つ 選 
#JG 聴 し [MC 尽 | 遇 喜 公 中 折 
いむ し っ う や ト ユ さ 公 」 の 昭 で 0 ン ぐう で 
SG し ( 地 )” で ロ 牙 琴 つ し 由 087 室 
他 G お TA へ AH や 贅 更 立 悪 本 Ne で 
ト 選 失 民 じ っ うじ し" 二 じ 刀 に て トト 
し も で" つ SSTANK・ 選 ロー 





NN・h ヾ で ミコ だ 押 G 三 ロ も 公共 で つ 
を で し っ や うう 昭 心 ぐ で ウレ"「 ユ 
⑱ 地 で し っ で 3" 醒 泉 り 公 写 地 や で 
St 仙人 8 避 公 公介 Ne つろ っ で 」 っ" 
ーー で tG 6 っ)" 

和 NQ 撮 ” 室 せ や さじ し 咽 角 
じじ っ No で や むつ を さっ しゃ 到 "『 民 
國 G 鶴 IN &』G く 人 KK 一色 地 ひ し っ 
/ 枚 雪 GA 本 ミミ ー く 人 ふつ を っ 
し むら) ( 陣 )^ 玖 夫 っ 心 pG 表 
No 舞い し / 元 .Q け せん で つ 交 で し " 
ょ TA 尺 Q 愉 的 詞 さ 出 畠 補 
むし じ ” や 神 つじ し っ 0G む つつ を うっ 
で 守 で SNOT y 心 っ 心 4J ト JNN 公 
心 来 剖 回 し も て " 

ー 一 室 地 1 ト 所 で へ 己 認 つじ ” 民 恒 
尽 居 釣 鍋 いひ 刀 り り せ で ・ 

『 帆 G 選 で 7』J6 擬 や 忌 く しゃ | 結 
入 S 避 う て ペー ハロ つ 刀 うう 昭 で ひじ っ 
1 つや” 爺 謎 G 革 編 p 吐 に さく し 
2J” 映 藤 員 編 足せ p 玲 う りう 心 公 ” 明 
征 や うり!J 提 表し っ Ke” さる や 時 
へ RC うっ 稔 つ 掘 綴 つじ し 押 っ や 誠 映 
SS で 野 め 所 うつ" 叫 思 坦 毅 " 
必 く や "「 球 ] 釣 埋 角 つ し 電 葛 心 り う 
いひ G せ 准 や 6 つ で で" 

ー 一 州 恥 べ 計 じ 玖 N@′ 還 嘩 口 認 つじ し ゼ 
っ 公 篤 し も 公 で ・ 

へ ホ ユ KG 学 要 し" SN く 押 で で 
し っ いせ エキ 必 ふ ペ ー ビ つ や "で は 
| で せ p 届 。 恒 本 人 到 改 べ きさく つ 
を さっ で S で | 愉 や うっ で や の 他 p で セ 
( 聞 )” を で 生涯 暴 0 ぐ ロ で し ゼ " 
革 視 jp 思っ つ " 心 つ し じゃ 昭 っ うく で 公 
紀 ン ShKeG 公 で うっ 心 徹 つ 色 生 
つ M" 刀 社 ” 呈 下 匠 せ 喘 尽 G 只 公 
で SAJN さ で 公 で や 人 了 やつ で さっ うし 


も” 捉 間 G ャ ペー で の 路 
6 加 公 Q 交 で 尋 め 昭 っ ポ " 
ー 一 次 り ” 起 @ 電 本 G 瀬 記 全 コー や 
ヘー て で 刀 さ の 條 責 思 咽 毅 つ 中 
ヾ へ 豆 で さ ) ル AR で うっ 誠 中 尺 羽 
っ GS で うり 昭 で 尋 く し も 愉 ……" 
『 帆 G 志 で"』G の や p 把 寺 「 心 っ 心 
懲 つ せ 人 S ひ や くし も むう | さや MW で 
選 交 人 SQ で し っ ぃ 6 稔 衝 和 "下り お N ヤ 
ャ 必 ふ ペー リロ 牙 つ し せつ で " 負 
革 唱 レン NG 芽 改 @ 更 徐 民 を で や Nv 愉 
し も ぐ で ” 映 尽 や で さり) 玉 ふ へ エキ ふ うつ 
や 懲 つ や で 記し ゃ むう)” ト で ふ 記 
咽 で し っ y 革 じじ "SS セル へ A 民 び B 
ン さ で し うっ で し ( 元 )" TA 上 交 所 め " 
四 公 玖 ツ マレ 「 麗 交 ぐ で |」 で し 詞 0 個 
抱 只 で やつ じじ " 玖 玖 っ 心 稔 つ 公 
規 つ っ GS で 公 ” ふう っ 十 中 じ つ 
C 公 む 語 責 羽 谷 つじ し 季 う っ 敵 只 べ 
3 咽 刀 思 じ で へ く ふ いい じ 葛 
刀 う うう っ 心 ) う ) 公 さり 昭 心 で も むり" 
ーー『RK 居 G 由 」 し ゼ せ " せ キ 中 ふ ペ ー 
S 握 舞 Qp 選 っ じゃ 尽 ” 選 躍 G ト ヾ h 
ト 坦 紅 "” つじ っ 0@ ぐ くつ や 心 公 で ・ 
ろう" ペー へ ヘリ (で や し ” ト J 愉 到 
4Q ト で トト 刀 王 つや さや p 還 te で し ゃ 人 
選 し で で し っ ぃ GUJO や 選 っ し も" 
Nw 心 っ 7 隙 提 認 つ し ば "を や 人 の 
3 「 還 時 所 咽 や し ば つう 」] 座 刀 っ で 
ドー ペー 公選 で 刀 居 入 つ ポ ” 選 踏 
GSー ペ ー ロ つじ し め ゃ 「 う で 交 選 邊 時 
pp」 で し 可 民 人 癒さ つじ し ……" 
4 の 11K ド ーー 訴 飲 っ し” 垣 G 旬 証 交 ) 
JJ し 引 呈 つつ 心 を で し 末 羽 求 し も や ^ 


JSe・ で や ( 元 )"「SAQQS 頑 で 
や 民 和 到 っ っ くつ を さっ し ゃ で -」 下 刀 
っ きつ 記さ つ や 殖 や 6 つ で" 


STAFF INTERVIEW 


103 





圧倒 され て 、 途 中 か ら ま っ た く 


冷静 ( 
終わ っ た と き に は 「 す ご くい いも の を 観 た な | と 思い まし た 





観る こと が で き な く な っ て 、 


ーー 
トー 


ー 一 栓 共 せ ( 坊 )" 

時 押 豆 リ で Qt 『 ペ ペー へ ヘ ・ 
で へ ・・NIRA せ 人 K』G 六 拉 個 挟 ン 
ふう 6 ふ マ /7 へ ふ で く し も むら うり“ 
介 回 1 條 和 も で へ 赴 畠 G 民 公 ロ や ゃ "| 男 ロ 
| 回 ンマ ぐう 6 和 吉 Q じ JAQQGK ふ 公 本 
けり 来 じ ′ 遂 TAI ト G 抱 珍 的 を で さや 
つ し つつ で? 
ーーW で Jp を で レ や くし も 一 

Nv で せ ぜ 楽 典 人 やく SG ホー ペー や 
和 S で やく レセ も むう)” 意 NO 撮 送 。 エキ 
ヽ ペ ー 枢 6G ビ で さり SN シン ペ っ 相 

く ユ HHー ハ へ 避 民 っ で や で 到 ば つ 
っ ” うう っ 心 衣 や " 振 農 もぐ く G 羽 公 で 
「IJG 玖 や GR 穫 了 て く で し Jp2Qe 
6 や ぐ 到 」 っ 心 二 ーー 到来 じ ” My 
で り 志 0) うっ 避 SGP” 放 く ミー 
て リロ で だ や で し | 所 昌 で マソ 斑 縮 つ し 
で WS て IJMM 中 地 攻 GR トー の 公 ゼ " 
NG16 時 KK 必 で せき さ て ト て ツリ つ ヤレ 
所 Ce シン っ G 表 飲 じ 
押 つ や で” 坦 抽 " 公 
ぐせ ぜ で し 押 っ や くじ 
*ー・ 的 豆 N” 二 
林 守 凡 公 尽 人 で じじ ン 
Ne 只 回 や で さ " 穫 エ 
ふ ハ ヘー へ ふう) 人 SG 拘 つ 錯 
で や や | 抱く 信 賠 じ " 
硝 取 室 地 [人 墨 
史 層 レシ つ で で | う J) 由 心 
ハー へ ハゼ” 喘 屋 せ 限 押 
や で く か いで る ご 
こす ーー) そこ ドド て < 
し も” し" て や 
3) 明 うろ で 字 つ 咽 を で 
P じ Ne つ を さっ うっ しゃ 到 
(部 )” SG 抱 時 " 


XIh 記 っ うし” p 主 や SQ や の 咽 
N ン っ 6G 北 図 け つつ 刀 所 公 っ うっ くつ を 
さっ で | っ)” の で 97 陣 近 GT 
衣 咽 で ビジ つ で で | うう 心 や つい や) 宙 
地 も くぐり 個 玩 証 っ し っ ぃ 6 呈 糸 で NO" 
NG や | 更 選 し 旦 G 衝 証 称 交 監 つ 
8 屋 パ ン ぜ うし じ も で S で ぐ で 避 選 うっ で " 
岩 克 や ぐ 公 ① 紅 利和 下 中 芽生 で し 記 
ふ マ 7 私 で で し 忌避 で や 
Ne 屋 4 公 人 玲 ひ QG や し "MG 只 じ Ny 
で 査 叫 記 つや さや つじ っ つつ り 


「 毅 G 志 で "| パ つ 0Q ロ 
KI ト ー 尺 凌 心 稔 狼 公 玖 ひ や 


ーーNeH6SJ” 弄 人 ト 中 で へ 人 揚 十 
し じ 肉 で させ で 公 で や ” 共 人 で じ 邊 
ロト 1J 編 けさ の し | っ 公 到 も 公 で ・ 
尽 人 で じ 咽 つじ し 陸 S 還 ゼ ” 二 夫 @ 幅 公 
似 電 は KーN つ し つっ | 
晶 公 いひ 選 G せ を で 笠田 証人 0 
G 世 超 嘱 し も で で" コ に の の ら ド トーゴ 
ぬ … 時 つう) へ し も くし レ 由 日 公 心 ( 症 固 
吉 画 ) NG@ JJ) いし SS 公 で 公 レ WONG 
JJ) つ を さっ で し わ " 総和 キ キト 
ヽ ペ ー2J り は JH6 レ ロロ ハー ロー ミセ ぃ 6G 
で 円 滞 で GS 公 "で せ ぜ 陸 回 "6 荘 呈 
レ しめ 近 RN0D) さ くし も むう )” トス 
下 G 革 し | 四 -K よ AH ロー ミ 旭 域 必 
SG ぜ ト 中 スー ペー ぜ く し や” NG 甘 
。” 皿 SG や で させ うけ) や 計 0 で 
NeGS” !JJ 尺 必 羽 せ Jp の” で 忌 層 
さく で くつ を で っ うっ 公 ” で しめ り J い いしゃ も で" 
還 べ 妃 ロ ” 舞 兵 G 臣 OO モ 8 由 っ 
っ JJ レン IoG で し も) し ゃ 人 
如く で ぐ 公 や 引 G し 尼 公 で で hG 公 
りう で Qp あり りう ) ぜ で うっ 


SSOTS で 。 っ)” 将 泊 ロ 還 べべ 史 で りう) し 


SNe で もう)” 皿 償 品 選 | 四 。 下 
へ へ うり 他 G せ MD ウレ つ で や" 
ー 一 地 固 じ せっ 公私 で ・ 

立 吉 唱 臣 つ し お ゼ ” 小 民 4 村 人 稚 呈 
つじ し っ te@G や ” J で 公 回 押 っ 公 和 心 公 
お ” 球 田 WW ぜ ン さい ひし っ ぃ eS し 友 
( 郊 ) じゃ 抽 鞭 @ 域 っ 羽 じ 倫 で 刀 " 
計 @ ふ 二 ユ スト で G 忠 選民 抱 り 玖 必 ユ 
っ っ 帆 っ 選 レ シレ せ で っ うし も ちら るり” 臣 じ っ 
Ne べ 不 貼 禄 回 い ン さ G 生 お ” 聴 レ ン で 
如 宙 好人 も で 公 「)) っ 」 の) 昭 心 表 豆 交 
te は JJS や ONG NG 歌 正篤 く 中 
へ に K 役 獄 ゼ 『 四 上 中 で"』 パ さや 0 
りつ で | K 上 トー 作 尺 接 心 稔 獄 せ 玖 ユ 
6 つや " を で せつ 臣 じ っ し 出 で 
で し も "SH ポ さ 皿 不 公 世 で ひし っ 
NeS 呈 レ w 心 っ 人 心 の 人 心 民 Ne は JJ) で レ 
さっ うく し むう)” 鋼 甘 公 Q ぐ 6 で 刀 ン 算 
洪 唱 時 K@ りり 到 レ 0 ン で し 刻 で 
い ) 人 0 りり せ 「 セ )) ン っ っ や pG 學 臣 
| っ J" 


一 皿 村 つじ っ や SpG ロ BS で 


固 二 さけ ひで うし せ ぜ せ Ne 明 押 ” 加 豆 し 
0 レ っ や ぐし ちゃ む うり” 押 品 臣 つ し せ 和 を 
いつ 回 悪 ペ コレ つ 刀 で で "押上 NMG 
pp 人 S び で 選 く し も むり) 畠 っ 羽 や 
1!J ン パン レ ” 記 豆 飽 te て ハー ヘ 
3” つ で 到 全 潮 飯 K6" つい G せ 能 巡 
GSGH ロ ー ふ ヽ ふい ビレ" 罰 寮 G 有 作 ロゼ で 
で いひ 刀 く し も や 「 判 中 で 由 で 刀 了 
っ っ うく 刀 」 の レキ 公 下 トペ ユーK ゼ 
S で や で しゃ)” 喘 尽 で Q パ で 
wm 中 さく つ を で うっ 公昭 ひし っ うじ" 
ゞ へ く ふ テー ゼ 交 0A)。 S さ で G 問 鞭 玉 
p わ ざっ うつ で くつ を SGc・ うり 昭 ひじ うっ や 
< し むく” じゃ 醒 畠 公 和泉 ひ し っ NG 固 
は く 公 うり 抽 味 公 べ いじ 選 じ し" で し 


癌 で で ktOY NGQ っ 愉 ろ 人 心 リ 本 0 めで し 
IE で で や 友 ” 抑 晶 稚 加 旬 下 つ 
ふ を っ つや 下 S) ( 地 )" 


ーー ビレ ゼ 幡 居 品 " 田 革 0 も ぐ く G せ キト 
G せ し じ 『K 居 SG 財 』 お "の 心 っ 心 装 意 
いむ G 半 中 ロ で つつ や 仏 で ・ 

$④⑯” 愉 さ 心 5『 佑 6 岬 0 朱 K@ ズ セ 』 
S 壮 押 @ を で レス っ ne で し も 3)” 6 


で S 皿 G 紅 りり 表 求 村 NG JA0 っ ) で 7 


9 り 的 ひじ うっ 二 ( 才 で JWN 秦 只 ロ 
*% い レレ ゼ "『K 居 SH』 性 曜 G 捉 ロ 
「 介 @ 還 や 羽 明 Ne べ パ 』G 中 地 蝶 公 公 
SNetJ っ り 尺 介 KN9 で ウレ も むう” Ny で 貴 
強 交 NG て ゼ で 友 で 公 つ や っ う パ で で” で 
し ” 條 回 ′ 者 G 革 唱 本 N@『 了 K 居 SN』 
G 引 0 し の 〇 エキ トペ 区 で や ン 帳 
NR ゼ ぜ 押 っ し で っ ぐし じゃ "My 心 っ 心 撮 普 
レ 『 民 居 G 由 』 せ ” つ で 公田 証 れ 
< ぐ G 尋 りさ で し っ te NMIJ 到 臣 を で うり 
SNeG 到 で 到 ひ 刀 う 昭 うっ も" 


い 弄 療 g 押 欄 馬 思 こ で 時 
= ニー ] で や YYG 田 葉 OL NN 才 衣 
記 に へ や や 世 恥 人 S 編 くじ CG で 
の Ni 
(や ご 館 S 央 ・ 全 中 で 
〇 選 人 ト 号 共 < N で 医 
ン 閣 1 ち 欠 語 ご こ と こら 導 
ベ く 串 じ 学 こう きい 、 に 
0 SO SNS らき 
で  ※ ょ へ 1 旨 ホロ ご マ 
四 か ャ ルレ w 軸 や 玉 ト 08 コ コス 
「 導 ご や | 革 な せら 
生 すま を すこ 1 
<Y うっ 以 騙 中 牙 く で も や 改 G 演 交 
ー | ト | 
Me 。 や . 放 / 表 時 0 
りつ 胃 三 つ : 局 呈 時 
し M 導 人 ES へ も 較 KTG 
・ 所 いこ だ うう 人 只 s / 
そ で リ ど 選 6G1S 所 ② 選 AN や と 
< さ レ し つ バ ン っ) 加計 つつ 中 で 回 
。 ゼ 和 信箱 羽 h 晴 6G 思 殺 ト 宮 表 
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混 


振 時 秒間 箇 「HKKG 由 」 じ 半周 喜 弧 的 郊 人 @ 刀 田 青 
K ふ 信 民 AN 部 じ "「 選 癌 胡 二 へ ふく し エロ 〇 レー の ⑦ー ジ | ヘ ハ ユ ーKp 
由 呈 選 互生 っ 到 ロ つ ビレ 『K 居 SG 内 』」 っ) 拉 っ 

SG の ひ ロ キキ NN ペー や 届 判 褒 時 つじ っ で 8G 公 
定年 S 地 避 )” 赴 呈 公 駅 容 つ 臣 坦 G る 燃 交 軍 っ つり 


「 章 G せ "JJ@ 緊 公 
「HKKG」G 半 較 調 箇 く 


ー 一 田 定 や ぐせ ” 2 っ CiJ 人 SQ 『K 居 
SG 由 』 ロ 鈴 結 0 で や くし も 公 で ・ 
Qom ト に 吐 G 誠 1J) 補 で 補う の 昭 っ 
” 他 奈 Ni トロ ー ネ ホー 回 搬 ( 埋 
馬 ) や 0 ぐ 公 で 宙 肌 表 的 っ や 他 つい し 
や っ うり やう り 『 般 G 志 で"』 の) 伺 や 了 臨 固 
じ 選 Q 吉 むし っ や せ う や くし じゃ 公 "My 
GS うり) せ 忘 @G 半 中 ! く で し っ う @ じ 貢 
各 さ つじ っ や ぐし も" My 心 つ 人 や 
次 ひし っ やや せむし" 條 回 や" 必 さ 心 
を で し っ や 赴 呈 勾 失 で KO で 77 へ ふ 
い nG や し" 「 や る 穫 園 っ つ 到 」 由 いり 
レ し くやし ぐう つつ で 
ーーWw で し 振 虹 調 細 回 比 せ で ・ 
彰 環 さや で し 宙 っ うつ 刀 りう ) せ ゼ 
さ で 色 で や で しゃ 到 ” 拓 虹 0 ぐ G 共 品 け 
せ 二 公 Q 欠 記 つ し まや っ 本 で レ っ 
つじ し" 親 G ト Il ス ペー ハル へ せる 
つ 鍋 心 和民 つ し っ tot 心 補 で 6 
し / 代 押 WW ツ つ し せ W で S 選 咽 じ 褒 や っ 
り っ 必 GSJQG に GS し つや 
ー 一 散 尽 せ N ロ 1i ト ロー ホー で 肌 下 公 


テー 月 es an、 人 〈?? へ へ 0 ム 46406 ム 〈 ヽ ーー  (606 シレ  、 、、、、 シ  )) こう ぞ ピ 了 7 有 の も 6 ラニ ママ) シリ Bd に 


で 公 ひじ 如 衣 志 公 | 赴 圏 癌 画 じ 」 
りう っ 心証 や で 刀 く し も 公 で ・ 

喘 尽 ぜ 「 陣 固 的 揚 0H6 や で 公 で | 県 

っ SS 稔 つ や で や 昭 っ ポ " 着 固 南 
細 せ で Q「 結 せ 瑞 生 他 所 
いじ" 邊 穫 和 さ つじ ポ つ で ( 子 )" 
ーー 心 う で 避 明 吉 じ 半 圏 調 環 的 記 
恥 む NO JJ) け DS ひ の 刀 で レ つ で や 届 で ・ 

純 ゼ 陣 固 的 を KN0 い Op ユビ に K ぶ 人 導 ロ 
くい ひじ" 6 旧 明 じ "エキ IN ふ ー ト ト 
中 ヾ へ AG 田 革 ( 蛇 悪 ) も らく 尺 理 公 で 刀 中 
N ぶ や うっ で や や GS っ うっ ツ い 公 人 で ペ ビレ 
も” WIJ 尽 心 元 談 G 共 導 公 所 レ 
りー 尺 束 シ と で っ 人 SG し つき 必 ン 
驚 胃 つべ ぐ ) 昭 ひじ っ し" wG 旧 明 し 
半 固 靖 ぜ 補 系 レ しさ ン レ "「 総 
Se で や NO で | の 昭 で し っ つり 
(『 四 GS"』 6) 取 失 漠 加 や も くせ WwG 
3) 訪 半 呈 を ぐだ ビレ っ や 公 ぐ で 
っ 6G ゼ 旦 ひし うじ" 田 革 ① ぐ を MG 区 
司 評 で や” 也 抑 OSG 葵 直 計 ) 

本 FE 
で で の 昭 ひ し っ や 2Q 麹 Ne N 
ロ 1 ト ロー ホー 衣 品 時 で つつ し 「 和 を 
6 や で S で | っ)" 


っ な 


ーー 選 五 つ 、 や の ひ 刀 で おじ も で 
選民 ゼ 「 喘 尽 :QVGO や さや つや 」 
JJ ひつ を で し っ うつ 補 到 。 純 公 ① つ 
8 人 選 才 つ し ちや で ( 了 )) し め ゃ | や p 心 
型 む Q で で うっ 某 ロ さき ひし う や づつ" N 
ロト ロー ホー6 羽 刀 芯 公 つつ 尋 人 QNO 

っ 心 訳 や で G 公 や p つ で で や で で" 
ーーWwIJ し 本 シン ド で ・ 

甘 鑑 品 り py 愉 っ 必 出 由 や つや 届 條 
人 S っ っ うっ せ ぬ 心 づつ "PPpNp 6 呈し 
症 固 喜 殖 を や し pt0 で し "も 
1J ツ 末 飛 で))) し も 公 で" 皿 届 じ め ゃ 
ャ ささ へ 江 つ し じ 殿 う っ 昭 っ 友 地 覆し っ 
n ヤセ"「 和 を Ne や お を で し 避 パ 余っ う 候 
居 地 りさ で し っ つや で 
ーーNvG 記 凍 し ′ EIR ロ ゼ 半 呈 唱 認 セ 
Ne っ J で 3 旭 股 私 玖 の 刀 さ し か 公 で ・ 

記 固 秩 @G パ いさ や GS っ ふり” 田 革 や ① 公 
揚 公 で や INhN う )” 門 則 引 や 路 尽 

ぃ むし も 色 交 や つ 丸 "My で 作 間 咽 
レ ′「 岩 黒人 ぐせ りり 心 ろ 心 民 忌 G 着 呈 
や EQ で Ne で や 」 うう 心 席 角 0 公 
S さ つつ 尋 つ / 喘 尽 人 尽 G 上 つっ ゃ で 
ン 「!J) で で せ 剛 抽 っ 過 嶋 尋 さ 」 の うっ 心 中 
ヽ ふい いふ 稔 介 表し っ つや " を で や 
| 遇 所 玉 で SB ゼ ” 民 居 更 馬 天 唱 セ hG 
うり っ 心 手中 攻 " 6G 此 GIJG 普 寮 ロ 
K 居 中 ホー トロ リセ NG や へ K ゼ ” 0 ね 
S 朱 黒 で で うり 昭 っ つや 


せ そ て 必 ふ ペ ホー6 洪 直 ) 
力 く G!J 刀 で なさ 


ーー エキ 中 ふ ペ ー 邊 直し うっ ン 二 
レ し” 田 革 @ ぐ うら) 心 ろ で 妃 虹 需 お 中 
りさ ひし うつ や 心 公 で ・ 

田 攻 ① ぐ で 到 や ユー へ ヘ ト 公 NN ポ し 揚 到 
で G ゼ ′ 宮地 ′ 醒 畠 還 李 Go の" 





田 世 や ① ぐ 1}J 皿 庫 で NG 6 押 
心 % つ ^ 了 医 固 臣 G せ モト h ふ ペー ゼ 直 固 


毅 画 公 出 )) や てく 補 」 の 介 で つ を で もし" 


「 半 心 て 下 公 を で せ 机 心 せ エ 中 ペー 
けり で つれ 屋 公 や | っ" wn 由 ひど レン 補 
0 いひ 8G し " ふ ユ ー ヘ ト 公 NG せ キキ 
IN ヽ N ペ ー ゼ 癌 公 茶 人 @ し か くじ し 層 りり!) 
うけ で つつ で ” 田 革 ① ぐ 友人 ト お で へ 
0 で し っ ぷう っ 赴 @G せ エキ 必 い ペー ロビ ロ い うっ 
し レ や ^ 採 暴 癌 環 公 ①「J 心 ろ 心 半 エ IN 
ヽ ペ ペー 人 友 既 つっ 」 っ う 心 二 ー ネ ー 條 区 


いし 寺 宝 目 で やせ エキ エ IhNN ふ ペー や pp っ うっ ポ " ど 


振 典 や ぐせ 「 人 回 @G 革 08 せ 痛 @G キ キト 
ヽ ペ ネー お 困 刊 計り つ 選 っ | 細 ン 4 で 
つ を で し っ ろ っ 民 6 もじ "「MJiJ を で 
を で し っ ろ ろ っ GCC:」 うっ 心 シ ろ っ G せ キモ 
IN ヽ N ふ ペーp っ や ささ つじ ( 均 )“ 
ドー ペー 尽 玲 やう せっ 7 JJ や や や 
心 で いで っ) 回 抽 到 で 友 心 押し っ ぃ っ ) 
JJ) いや 人 つや 


IP 心 っ 
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"上 手 い 繧 " よ り も "いい 繧 " が 好き な の で 、 


租 さ ん の 生き 生き し て いる コン テ の 良さ を 残し て い 


や ゃ 
2 
ナ 


う 


と いう 気持 ち で 描い て いた よう な 気 が し ます 


新 





NG 革 し じゃ 王 宮台 くべ させ キ 
IN ヽ ふ ペー ゼ っ 志太 で ・ 

世 丈 、 公 で ” 村 革 外 填 GQ い べ 束 
で レン NG@ ヘー へ や 介 N9 で レセ 不 ” 宮 


で で せ で せ エ 改 N ペ ヘー レセ 忠 収 7 


溢 虹 0 く 公 ぐー ペー ゼ 「 家 で 刀 ト 
さ ロ ・ さ て で 」 の) う 心 や や ( 子 )” 志 

愉 ン 振 虹 0 で や で や" 吾 到 玉 入 尽 多 舞っ 
じ う や りう) 公 更 KN0G し 泊 的 弟 で し 帆 で 
レン で や やく や うめ 昭 心 で じゃ むう くり” 振 早 


0 で mp 入所 穫 直下 つう っ うつ" 


育 G せ ヤキ 必 ふ ペ ー ロ 忠 つ じゃ せ y 心 っ 心 
周 ら ゃ く で で で 閥 ささ つ で 人 心 り っ 心 
転 せ 人 SD や やり 昭 っ も 

- | 剖 志 超 的 0 で し 振 暴 調 環 ぐ 
互 痢 つっ ぐせ う っ 公 公 ビレ つ や 

中 尽 けり 作っ つ 刀 JJ*0 ぜ 「jpG 1J 

ン 衣 公 マ レト 骨 羽 祥 」 の っ 心 号 
郊 や で 刀 く も 公 ” | 杏 品 過 超 つじ し 
で KN っ ) 上 骨 ゼヒ 外さ く で や むう 計 胡 ロ 
氷 で NG うり 公 で うく し も や で ” 1J ン 
夫人 る レン で OO や pp  「NM で せ 志 や 
ぐ 」 っ ) 忌 「J 心 っ 心 時 陣 じ "や p 心 | 前 
立 隊 っ つれ 」 うう 忌 を で っ JRN9” NM 
で 公選 で 細っ) 昭 うっ ポ つて 
ーー で N で で G せ ヤキ エ 必 ふい ペ ホー ビ ロ い うじ し 
店 W つ せっ で し じ セ で” 6 必 せ りう ロ て 
へ で 醒 畠 ロ い うじ | 下 唱 る 旭 逢う や 6 
うり で で っ JJ つや 心 友 で ・ 

を で せつ 改 べ くら うさ で で もじ " 札 
姓 や っ し や 不評 刀 さ 昭 ひし うっ づつ 
"や ” 振 媒 ④ く GT ヘ AI 上 トロ 押 仏 で 
レ っ Ne 醒 近 G 押 間 到 )J) ン っ うく レセ 
+6” 尼 要 や むし ゼン モー 代り 公 p 称 っ 
の で や 6 到 玲 ひ レレ うう で) 昭 で 刀 
Gy SN マン MMw で 釣 得 電 候 り ” 維 間 
盟 人 じ ば マン" 里 0 ぐ 到 二 つ 刀 うう 中 


に 


HKAK 約 必 を で っ J) 二 や NG パ も 候 リ Ay 
JJ や 撮 胃 つじ し を で し っ つつ や" 振 農 1 
SGTA ト OO し "へ へ か ミロ 針 公 電 W 
告 W つ し じ っ ke で し か 郊 せ 軌 べ 巨人 w 
心 っ 心 尋 公記 0 レ ” 十 中 っ 諾 、 パ さや 
^ っ っ 建 、 公 記し 「 十 幅 揚 )) 
心 ]」 り NG レレ ゼ で ン "「IJGT ヘ AI ト G 
下 や 9 仙 つじ うり けり 人心 の う 心 泊地 臣 や 
押 ろ し っ る 候 8 販 呈 つ " 

ー 一 飛 要 G 甘 じゃ め 琶 で で 刀 う りり) 
いさ う や 交 NeG レ つや 心 公 で ・ 

琵 り 本 畠 で 組 つ ね で の ひ や し も で "時 深 
和幸 め 抱 で 公 ぐ "中 つ 到 を ン じ 区 申 
っ 尽 う っ で ぜ ( 子 )” 室 地 せ " 下り ) 心 咽 
も で 代 和 で 介 Ne や 結 で で おう 抱 
レ うい 9 っ は) の め 失 で レー 人 心 っ 心 屋 朝 
や で 生 べ じ 6 に 中 医 0 県 選 っ や や 6 刀 
うり 心 和 を で 二 w 心 公 っ J” つ 到 や 家財 
6 振 斗 り 選 斗 レ ー ペ ー 作 公表 選 ン 后 で 
いっ ン G し My で 旭 和 心 も 人 る の っ 
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ー 一 北信 S 培 要 じ か つつ 公 さっ で ・ 

室 太 中 つ し じゃ” 選 斗 G1J ツ 載 店 
る っ) 上 J い 直 公選 刀 人 で ” 交 R じ 捉 装 
や ヽ 四 りつ し じ 代 他 拉 つ 尋 "ANyIJ や トト 
いう ) 林 へ で 0 間 史 や じ 役 ント リュ ) に" 
路 如 G 愉 AT や 1 尽 普 壮 じ レン ke” My 
心 っ 心 計 釣 的 つじ し 押 っ し うっ やう )J) せ 
S つ ポ ” 路 尽 せ 隔 マレ 皿 由 公 っ 
往 つ や 下り 本 畠 )4 ひ し 私 や うり 
2 で 押 全 約 才 つ レ スン パ 愉 で ” y 心 っ 





心 稔 つり 嘱 選 尋 ① っ うう 昭 で し っ 
= 

ー 一 想 擦 品 認 つじ ゃ | を ゼ ママ ヘー 
せ 忠 G 押 0 羽 さ く ぐつ で 心 篤 で 

王 押 や "うう 心 を で や 区 昌 ソ や KG 友 
S モ ャ ヘー し レ つ で | 互選 B” 室 大 っ ) | 
捉 り 入 玖 じ っ N@G ヘ ー 和 へ や で" 抱 NM ト J 
じ 室 地 公 血尿 G 衣 る せ 習 0 ン で 心 で 
ト J い や 更 NeG や うり 公 ン 尼 陣 ソ ツマ つ ゼ で 
っ で うり 昭 ひ レセ うし” じゃ | う 心 を で 刀 
で 避 製 マ 嘱 WC6G 公 で 公 ぐ き ン ソレ” ら 
や も 「 避 爵 ソ で で ー」 りつ で 公 べ や 
舞っ ろ し っ つや ( 孝 )" 

ー 一 醒 拉 せ " 政 剛 G 選 斗 じ 室 地 パ こ 革 
に し 交 KJ うり 玉 で 公 さ も" 

貴 細 公 ぐ p 醒 畠 G 福 稔 ロ いう 
MC で で し っ ポポ つ や"「 交 隆 刀 ツ 中 
避 や っ や 心 | ) 公 「 し め お "| 交 ポ ご 吐 
二 ロ 昌 きっ う パ 心 表 」 の 公 。 も 1J ン 毅 
入 さ く INAK 篤 ひじ" 守 地 町 壁 補 ) 
心中 6 友 地 了 叶 で 忠臣 や ずり 心 
中 Ne 人 ーー" | 本 My 必 っ 心 J っ ) の 
CS や 舞っ 民 Cp ユ じゃ" 

へ て へ 中 トー ミ G 旧 護 世 " 世 由 尺 距 
6 っ J り て うり 必 か NeopG 玉 玖 つ 16" 

暑 尽 SG 語 諾 せ 「) 心 さ で し じ tG 

で | の 昭 で し ( 孝 )) 心 舞 うっ で で 





っ っ GS で 公 で で マン" 下 洒 肥 下 1 つ 
” 相 で 刀 ) 島 心 で NG 人 S な 


^ND 区 つ 語 庄 的 耳 臣 つじ し ゃ で ひじ 陸 
態 つ や さ つ じ ( 元 )” 條 回 ′ 早 6 手 ロ 湊 
SS うじ っ ぃ WP 人 息 WP、 っ) つう) p 
尽 人 で し じ つ つつ "路上 せ 心 う 心 人 2 
心 け つじ っ tG 店 到 選 っ ふぐ つっ ぐし ちち む 
2J′ 加 骸 ロ パ ひし ゼ 町 り 公 公 で 羽 和 を 候 


つつ” F 交 ジマ) 邊 で レン hG つ | 人 回 G ぐ 
醒 泉 G 記 諾 や 性 打 避 つ お で や し セ " 
ーー キャ 必 ふ ペー や ゼ やじ で ンマ” 同 乏 了 
6 畠中 や 忠 称 串 6" 

vn し も で "Jp で テヒ く G 不 嘱 
Jp 選 っ で ビ し セ 公 ” 赴 因り JJ や 交 で 
8 ユ つ し レ ” y 心 っ ろ 心 JJ や 了 固 G 選 
S つ いひ 公 さ 押 っ レン 0 で し うっ" 
葉 較 G( 記 押 ) も らく 公 提 公 で で で” 映 
で や り 中 一 ミ 欠 6 に で 咽 二天 
ーー 尽 志 ひ し 尼 提 私 り 昌一 ミ 堆 @ 寸 
へ ヘー 人 っ)@ や むか トー さく しゃ 
S ~ WIJ ゼ くじ し 直 固 や くじ セ " S で 
1J) っ で うり 昭 っ ポポ つや” WWQG 1 想 
GR ヘー し 篤人 心 ろ 愉 G 只 着 呈 間 
政 ン シン つ コレ ン で hG” 抽 る 周 や くり 嘱 ば 
つっ ハー へ じゃ 


症 固 喜 頭 間 心 じ 季 刀 り の 不 
介 選 <G 明 品 で tG 


ー 一 赤 避 性 革 し じ 着 圏 背 環 や 0 で じ " 
人 か りく で 稔 加 的 役 地 人 し も で ・ 
En ト マ だ いひ りこ だこ で くき ま くだ くだ 


っ ポポ セ ” IJG 療 呈 り 人 鈴 革 じ 他 っ で " 


J で 公表 W 夏 まう 虹 必 


ヾ ぐ やじ セ ” 人 競り うく で 童 呈 け 問 だ ひし が 


『K 居 SG 財 』 的 を で 尋 く 人 公 Q” 」J で 
ぉ 40N0 や 衝 | ) 皿 ロ MNO 居 到 つ 
も "40 ぐっ っ 6G 旭 中 可 も 吉 し 7 
へ へ h ト ミロ 皿 四 り SNOG 尽 で やっ)“ 
ーー『 民 居 G 由 』」 や 尽 叫 洗 呈 レト J 編 け 
で 刀 昭 っ 爺 謎 1J 編 叶 び 
し” 償 回 っ 私 公 つや 公 " 


ささ りさ で し っ NG で うり 稚 つ 
つや で "部 公 嘱 尽 涯 尋 彰 環 玉 邊 いや ゼラ 


TA へ 刀 咽 り 所 除 @ 6 苫 固 ロ 
さ で ひし っ うじ" 尽 S 避 彰 細 人 赴 や っ) 
昭 で や pp6SNWGN 着 け さび セレ 
Ne っ J り っ 心 撮 演 シ 6 篤 ひび 玉 で "| 赴 
ズ 如 @ 生 訪 G 共 己 骸 や 骨 胃 Q 〇 つう や じゃ 
つづ” 民 K 居 りう っ 心 貞 大 め 咽 凡 唱 所 除 WO 
レ っ し” 「!) で せ や やら 誰 鞭 じ 聴 じ っ ゼ 
0 刀 う | ) 昭 江 Ne 半 呈 け さい ひし うぃ 6 
で ぐつ を で うつ せ 心 公 " 

ーー くく 堅 己 ” 秦 叶 じ 音 紋 0 で や 民 G 史 
選 公 上 臣 つ 応じ " 

6 必 ぜ へ へ か ミロ 問 つ くし じゃ ふっ や 
っ し じゃ で" 1J 幼 で で や 所 で て で ビレ 
取 詳 つ 民 公 玩 心 の) 昭 / ひ G や し"「 詩 G 
叫 民 を 答 つ 選 ロロ きせ う いう O 癒 Ne で 補 」 
3J 妥 ひし jp2Qe 8 人心 つう づつ” Av で 
Ny で し 徹 回 的 骨 さ で し 鞭 つ くじ ゃ や 
MO SS 旨 っ うっ GS で の 昭 っ " 


ー 
= つ 


画 





むる で や で て ぜ 呈 ト テー っ 中 避 調 
G 医 じ 邊 や 万 人 | 反 岡 
SH で や KS 唱和 専 中 人 を 
や さき へ ロロ 相 S 夫 RG 
る ます 1 を 
ee. ム 製 四 中 容 で 
の 。 ヨコ も ふい てい k は こう ミラ 台 - 
は 3 ます 
m 。 トト 6G 央 まい < こよ や っ 
へ 本 G+Qk 宮 芝生 固 記 
マ AG 連 因 1 沼 ド 攻 
K a 和 を て ふ ド 江 
せ エ と や ぐ K 守 らい りう 
つ 。 人 届 々 馬 <wl 介 る 1 さら 6 。 
要 。 ・ 怠 計 衣 % 上 サト に で っ 半 」 ど 迎 
ぐも し る 癌 ビュ さや 祝 中 の 束 
5 ら 一 記 思 了 本 し や べ S 玉 時 や 
ーー 8 蛋 ぐ 搾 へ 設 ロ 入選 や の) 届 
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[美術 監督 
と 思い ます 


こ な っ た 作品 だ 


ロ 比 昨 志 


we 


ーー 


観る 人 の こと を これ まで 以上 に 意識 する 。 
うい うき っ か け [(【 


に - 
/ 
そ 


ー 一 志 ロ 0 ぐせ 「 克 環 必 店 りや 」 
で で や” 折 堪 絹 細 @ 革 0 ほ 唱 鈴 結 で し 
っ "人 回 JJG ぶ て 私 し 
走 机 恥 人 ぐ で く ビレ つ せ で 心 公 で ・ 
翔 Ne*J『 般 人 G 選 で"』6) 字 ” 棚 
佑 改 下 で 共 J 公 て 観 葵 ベー ト ヾ うう 
心 G 忌 答 ど ヤレ "JJ レ か ロ トト ロー お 
ー6 四 抑 閑 | 辻 1 ぐ 析 的 人 や で 
刀 くじ セ "『 四 6 志 で "』 し め 宙 直せ 
っ や や うし うく し も むう )” 玉 で 7 
へ 心 忌 殖 で ント 拉 守 詳 人 恨 交 る つ 補 
互 遇 中 思う NG むけ りさ で し つれ で 
し” 爺 誰 容 つ 選 赴 呈 的 晒 呈 KG 
_” を で や つ 肖 黒く ぐせ も) っ で っ 
招 で や で れつ やつ / 孝 じ て む で 中 
oO” っ)” WIJ 到 の 6 補 吉 吐 時 中 で 
し 元 談 G 絆 人 K ペ ーー つつ や 
ーー 一員 尽 G 呈 綱 や 心 つ 選 公 で 
路 尽 ロ 虹 6 や ゼ ” 楽典 や ぐ 到 内 


で や NN ロー) 誠 固 科せ で 選 く し か 
SN 生 尽 パ さ や 「 較 抽 y 心 補 S」 
JJ 昭 っ つつ 玉 ? | で せ 表 押さ) 
けさ や w 心 き 」 の 昭 っ 巡 SS ゼ 
に se こ か ES ド こき た FI めき 
⑱ 路 レー レセ で ( 陣 )” 末 沙 ロリ 
し G 症 0 も さや ヘー へ ヘ 部 公選 っ !J 
うり や p 夫 へ ポ つ | 失 JJ で ポ レポ ーー 
義手 豆 SR IN トー 公選 っ ? 〇 の 
の ら や ぐっ うり や 店 叱 村 NO DJ し も 玉 。 心 
で っ 表地 補 さり 明 っ つや * 
ーーWIJS べ で 撤 松 詳 恨 G 半 新人 巡 
6 で 刀 で も し も" 

や じ も S” 6 生 せ INN で 撤 詳 
條 所 症 で し 座 豆 や くう 1 ト で K 到 
A 胃 へ つ SS 愉 羽 写 笠 的 箇 人 S じ "| 交 
Ne 明 骨 "中 避 じ 選 立て で 7 へ 愉し の 
GS 中條 へ 必 赴 末 的 Em の) う 人 
手 で し わ " 
ーー の 避 由 人 トミ や 握 ロ もぐ G 羽 し 
で し っ 0@ く し か 仏 で ・ 

せ う っ" 本 畠 G い トミー て を 必 季 二 
学 記 引 り ミーーWw で ペ G 累 公 っ 
SI マ だ いた へ まだ ろだ こ よい や で こまい まさ に っ 3 
KRXING 愉 ささ 軸 つ 公選 っ 葵 記せ 
Ne マン oO じ で し っ で で” 打 守 
中 環 徒 選 G 遇 酔 軒 柄 唱 や 貴 相 で どじ しめ 
ふう 匠 給 で 基 さ の O 由 ミミ 旭 赴 容 つ 
れつ 3? 
ーー の 避 さ て トー 釣 志 甘 NG う っ) っ 
心 選 志 せ " 牙 尽 公 Q 来 で 0 し っ 刀 で 
ピ レ つ や 心 公 で ・ 

vn" 赴 新 奈央 @ Jp 恵 
= 本 づつ | S 折 虹 や くせ 必 1) ン ンド 
XINN さ ー さ ロリ 刀 で だ Ko0G し | 
公 つ S の ロ 由 條 さ 旭 生じ し 穫 ン 7 
稚 り し 外 納 つ を も っ ぐし じゃ " 爺 府 ロ 


ドー て 1)))G さ て トー 的 赴 t@) 他 
Jp” の 〇 の ホー むだ E ( 友 ) 帆 
Qp べく で し | 避 く で し 加 つ で 公 必 固 
環 羽 表し" oG さ て で に ト や て 電 枢 人 
く ペ ネー へ ハ ュ リ 爺 読 唱 嘱 し 他 台 皿 孝 
77 入 やつ "さて トー っ) つ 
じ 枢 心 く ペー へ ハ ” 交ぜ に 昌 スー 
ー や < ぐ 友 編 財 さて で ト ー 約 押 シ ミ 
ペー へ GoCG く ペー へ ヘ へ 選 ホー に ・ 
く ヾ マ ・ よ ホーK セ 載っ 人 S む し っ " 
ーーA6H65J” へ つ 下 交 陣 つつ う で 
じゃ や S” 搬 突 詳 恨 學 NG 恋 ロロ 
居 設 い 刀 さつき 心 公 で ・ 

回 @G 吾 較 せ ” 畠 互 鷺 さ へ ハ 
ー へ 尺 葵 延 ロ っ 6 や 諾 豆 避 上 宗 づつ 
っ っ JJ 人 症 O 心 の) 生 KG っ JJ 心 つ 


じゃ め 伽 人 世 G ヘ ハー へ ヘ り 蘭 N@ JJ けけ で hG" 


Jp や で 式 じ p 緊 つう ハー へ ハゼ 交 
Ne し も 五 3 My 心 ろ 心 J ト J 愉 中 
へ つつ で “ 


や ご 還 嘩 G 細 沿 計 や で で" 科 ロ 
中 で 中 ー ミ 公 押 0 対 H6 で "上 踊 和 を 代 
さき で じ っ h で " 


KNAH ヘ ーー ロ 店 つじ 帆 心 "My 
し 折 心 つ レ っ Ne エエ NN ペー6 巾 
SI に や で KAOE く に っ 二 さい (まま よこ ひく とい 
っ 閉 交 提 選 人 n 羽 層 由 つじ っ 
"で 4 で し 還 幸 的 二 つ 豆 " 
抑 党 つや ふつ 籠 へ 居 光 G1 ト 上 ト ヾ 

ー ミ や 必 肌 つや さも KN9 DJ に | 式 6 
ふ や で っ ) 給 で 論 囲 上 苦 JH ヘ ーI ト K 
て 9 才 つ 刀 う ? w 心 っ 心 揚 送 し” 

つっ 刀 唱 か KeH 小 る 公記 じ っ うつ 
” 飲 謎 @G ヘ ー ヘ レ ゼ 中 うっ 身 祭 
し S で じゃ ーー 一 束 w 拉 黒 * り ぐ 中 人 
へ IN 所 必 で JIKIRN つ 刀 う う 


っ いしゃ シロ 反 選 し 
ON9+6 の ひけ SNe 々 マン 
つこ Q ペ っ 7 

ーーWw で つじ じゃ” 合 


けり で 1 れ レ 二 豆 問 じ 
も “ 


EIC いく ょ り 2 こい 
軌 獄 稔 つ っ / ぐ GS や 交 tG 
ヾ レセ 公 ′ 還 く @ 軍 中 
KING ペー 作 到 
RNN 
K 初 リロ S さ で 刀 り J 必 
や 的 6 屋 で" つい ゼ 
恨 @ 鹿 眉 じ " 交 選 し" 
デ 軍 宝 賜り) りつ を 
っ 他 で 束 五 選出 環 レ 
5 メン 1 

? 帆 っ 吾 QtQ っ )7 
ee 
K& ぶ NG 羽 尋 己 @ ト 
ISSN 
さき で う りう 人 心 惨 
。 壁 や 遇 つ 陵 レ ン で 如 羽 や 
NNW 心 っ 心 赴 ささ で 選 ら 
明 っ ポ 選 "っ せっ 閣 G 

けけ” 直上 トー ミ や 籠 
JJ) いや SNe で レセ 令 ( 季 )" 
” 去 ハー ヘレ ゼ 畠 記 G 罰 

パン 咽 じ っ 6 畠 民 G っ 
S 融 叶 つ で 
NTJ や 汰 ぶり) いつ" 詩 了 G 
吐 衣 を 骨 握 菜 餅 談 @ ロ ホー へ AA 
⑱N0 っ JIJ で し 6 才 量 じ 中 深 鐵 
で で 互 将 や やむ レ ゼ 半 呈 けり で で で っ 


G で っ )“ 


き 
- な 


ーー ベー て ーー ユー ぐ E 他 仏 ぐ @ 下 二 じ " 





拉 窟 @ 選 選 和幸 め 償 で で し じ で だ 
中 細 G 提 図 展 應 人 到 や 尊 釣 半 


人 S レ っ マツ 革 やじ " 咽 楽 守 唱 拒 時 " ※ー 
ヽ ーー へ ハ 佑 べ 冊 遇 うじ SNGIJ 
うり っ 心 稔 〇 し で ” 指 
半生 EHUSRNENSE 
いし レセ 信 で て 密 っ うり 朱 呆 
けけ 他 上 棋 で 公 び 記さ 選 りう つじ 記 字 
⑳RS 中 で うじ | 逗 B 忠 元 
S 胃 沈 Q 坪 つや で 穫 的 ド で マ ヘ て レベ 
で し 交 や Ne 昌義 名 つじ うり) 人 で 
し っ も で“ 
ー 一 龍 戦 堪 @ 慌 @ 羽 公 二 レン hG 交 
や させ さ で 「 証 朴 AA ルン 


けさ で 7 
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ぐ 」 宮 電 加 つや ね や さ つ ポ つげ 

『 ふ へ ハル ドン ペ 有 『 涯 本 K い へ 』 稚 
折口 つ や うり Jp 抱 選 ( 取 )" 
っ うり 議 介 人 赴 0 し っ や うり) レセ 
むら 5J” 振 典 0 ぐ 公 | 必 痢 6 博 給 雇 
S 鈴 視 ロ ]」 )『 夫 証 』) う 性 IN トレ 
ヘ ユ ー 人 K 學 選べ ぐ で ゼ く も し セ " 恒 嘆 
SG 博光 志 リ りく ー い へ ペー 公 SNGG 
1/『 和 記 』Q 〇 ヘー 旭 喧 し っ v" 
ー 一 次 り 『 攻 居 G 中 』 ゼ 秦 甘 ′ 虹 ) 
ぐ 3JG 葵 固 じ 尼 公 加 じ し っ 6 で む じ 
も S′ 牙 G ヘ ハー へ 旭 提 ツン ロ 交 ひ ど じ ジ 
撤 枝 入眠 じ 州 槍 つ で りう せ 交 どく 
レ つ や 心 公 で ・ 





『 由 G 押 G 人 】 GS)Wp「 尼 」 公 環 
記 で 落 泡 一 一 打 尽 せ 『 帆 G 押 G 志 』 
層 ダ ーK リ ロリ や 提 民 し じ う っ やく や" 
し ゃ 区 つ 稔 狼 じ を NeG ゼ " 郊 @ 台 
区 も to) っ 心 公 区 つ !) う ) せ 眉 さ 
呈 つ せ ン さっ ( 避 )) や 時 民間 
電 回 Ne 悦男 的 皿 宮 つ 「 典 し っ t6 恨 
臣 ] もり 証人 的 くじ を いい 心 人 で 
で 0 し うつ やり 
ーー 「 農 で し じ っ ぃ @ 悦 共 ) しか で 

牙 尺 半 Ne)” 店 固 や で や ユ 秋 友 
喉 で ポ パ で " w 心 KN) 連 で し 
っ t@ つ ) 他 パ さ pm 一 一 間 宰 員 人 で Q 電 ) 


3M で さっ し ち む うり | 居 己 要 泌 
で” 護っ ne 区 
放せ 提 五 で っ や じゃ むう ) 


補 や つ ” 胡 RINKG 式 所 
ふう お っ う JJOp ト 角 


9QB うっ) い 公 人 S レ 0 
刀 稚 つつ 公夫" 

ーー『 帆 ぐ 約 』) ぐ 
授 し っ w も 8「 由 で 畠 」 
S 監 @G ャ ペー へ 到 加 公 
い 8 で H つ じ し " 仙 回 
4 拍 征 選 う 評 半 公 


還っ し で" 

林 品 蝶 で い @ う ) 弄 公 机 ン 嘱 NN 
SG し "NG 国 や つつ で 公 斬 臣 つ し じ っ 
"交ぜ 生 で の 履 公 思ひ し うぃ 6 
SGS や P” ふ ユ ーG 豆 壮 尺 是 っ "SI" 
NG 革 写せ 周 居 公選 志村 NeG し ハ 
ト へ 洋 @ 中 選 F 骨 唱和 ひ し うり ) 心 ) 
的 ひい 選 く し じゃ" 

NET こい 3 こん さい も 

H6 公 けり マ ャ ペー 途 加 し 岬 CX で へ 
うり SN9 民 凍 G 骨 英 計り) 菩 畠 @G い ミー 
て ー ゼ ” y で で で ペー 途中 トー 學 赴 
や や じゃ で で し っ う っ も” 交 GQOGS 
呉 回 ヘー へ や 忌 っ 6 もし" 形 悪 豆 で 
ゞ ペー 作 玉 トー 症 N0 は JJ) し” 直 可 
うつし じゃ 層 挙 さや 彼 下 栄 本 信 で 避 
郊 り で NG 公 や の つ で で っ で | っ J" 

ー 一 豆 Q87 心 っ 心 疾 っ シレ つき 心 





デ 


で で ・ 

民 凍 G 超 褒 志 ば や ふ や ユ ー ハ じゃ で で" 
員 史 GSGpG 皿 攻 せ NMw で W 科 ン 1 
ぐ 居 且つ し っ さっ じじ セ ャ 公館 @ 太 
けり 交 Ne 坦 昌 や で や 人 貼 区 開 公 で 
レ っ 6 陸 押 坦 課 的 交 路 つじ 短 心 ) う ) 
し ′ 呈 壮 刀 薄 赴 つ し っ "| 選 G 
中 畠 G い ト く ーー ゼ " 凍 人 @ マ ペー 
で SO GS し ささ へ 人 の っ 心 公 ” 畠 
SG マ ペー や じゃ” 酔 穫 洋 @ 中 和 
選 S 地 余り) じ | 記 珍 記 二 つ 
し っ で " 
ーー で SH 下 尺 SO さ じゃ で" 

S う 仙人 柚 公 で じ っ い GTN 人 AH 
ヽ ふ ー リ 牙 つ し じゃ" 還 季 ぐ 博光 記 せ 世 
壮 N ロ ふ ふ へ mA で G じ し 震 双 到 心 
っ ” で ロロ 払 つじ し " 醒 擦 G 爺 せ 調 G 
叩 恒 つり 民 人 S 朗 で し うっ や つや" 交 
や 前 公太 の ひし っ ke ドー ルト へ うり 下 


議 避 世 G ト ふ K 下 キー 到 選 っ で し 
p” w 心 を で し 斑 役 GTA て INKー 
⑱ 二 も 日 求め や つ し っ" 
ー 一 「 遼 必中 Djp」 公 で | 環 ロ 
出 帳 選 0 で じじ 振 彰 物 @ 使 
ご 壇 つ NO JIJ い 的 さ 6 選 友 で ・ 
里 爺 品 村 や お つ し っ Ne くし も S" で 
さく し つき で ……" 宣 瑞 咽 やせ 
SGIJ っ )” 富夫 つつ し ば ベーー 
ユーRS セ 1J ン パン 燃 Q で し っ NG 人 
で 居 人 つ ポ 必 ” ゴ ペ 捉 り く NG) K 
ェ テー ユー6 厄 @ 厄 ポ "パン ツン 症 NR 
で し っ ぃ e つ / 務 呈 暑 や 0 和 で 
る 心 唱 懲 ON@GS” 選 環 品 ロ つい 


つっ) 頑 へ 史 で し っ 0 う 懲 つ " 


人 S う や せ ” 杏 悩 号 ロ 上 H へ ペー ルト で へ へ 
ヘー つじ | 問 つ しめ ふ 昌 心 う うっ 
心地 人 苑 も 心 で 8 下 宮 0 
ぐり 菩 つ くし ゃ 2QN0G 友 玖 剖 
いつ や nw 艇 賠 旬 年 で し っ te 
で さ うう っ 心 豆 壮 公 更 ひし ” MG 血 
部 CO で し ′ 赴 呈 全く で 半 や 
つじ し っ te@G 公 で うつ) 昭 っ " 
ーーhG 6 っ)" 

圭 四 貢 や My 心 っ 心 拓 時 0 く で 褒 
けり CCQ て で し パ ご ン 近 N0 心 ロリ 
ささ れつ で "所 っ 上 せ を で 8 で" 
| < 呈し 宮 居 レ つ ポポ 心 JJ 只 交 で 
し ” 皿 愉 表 ひ し っ Np で 學 つ 立 
っ づつ” 選 ぐ で 唱 や で で や っ" や や 
で や で や うり 選 だ ささ 選 ゼ 天 恨 吾 で 
い ヤ つく タ ” ボ 革 りや QQ で 
うり 穫 下 つ つつ で S” 殖民 で Ne 
ー ド に K ぜ 半 G 選 じい ン ユ も むり Ny 
IJUK 民 NN 愉 で で G ト で トト 心 税 
こさ ⑳ く で し pn AP 人心 K0 う "っ う O 
ぐ で 選 ロ 上 で さ を も っ うめ G 公 し NG 


KR NN ロ や KS で し っ う ) せ 公 江 
さ 半 で し っ ne くし ゃ " 

ーー ヤレ ゼ 喘 深 "所 ロロ も ぐせ キ ユ 
ト G 革 し じ 「K 居 GS 中 」 "うつ 心 ら 心 
前 遇 いむ G 半 中 けさ つつ 補 公 で 

暑 @ べ て G!J り JJ で ペイ ゴロ 
掲 導 N@” My 心 っ 性 公 ロ で で 
半 呈 せり 昭 っ つっ ” 下 悪 宮 選 p 
JJ で しり けさ うり) う ) 選 を で レ ゼ うぃ 
ぐし も む 35)” Ny で せ 赤 公 の 生 Ne) 着 
や 拒 ) じ "で さめ や NO っ ) 
GTN ロ や K し 約 ひ や さ ” 窟 ポ RG 
職 や 0 で り 押 W0 や レン で や ” My 


璧 っ 心 重き さや 6 つや で 補 り 





・ ア ニメーション 背景 会 社 を 経 


て 、 現 在 フ リー。 映画 『 星 を 追う 子ども 』 で 新海 
『 君 の 名 は 。』 に て 美術 設定 協力 、 


の 葉 の 庭 間 花 と アリ ス 殺 人 事件 』 な ど で 美 術 


監督 を 務め る 。 


TAKIGUCHI HIROSHI 
た きぐ ち ・ ひ ろ し 
作品 に 初 参加 。 


Pa 
『 可 
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[演出 ] 


[演出 ・ イ メー ジ ボ ー ド ] 


人 徳野 悠 我 





ー 一 百 媒 調 環 年 0 ほ 唱 認 で No) うり で 
い 如 明 趣 更 若 WW レン 刀 0 も っ" 

電 牙 7 代 NK・ ロ ー ト ・N ヾ 
ミ ささ GN ロ Ii ト ロー ホーG 四 手 忠 倫 0 
PE: まい ド こ た = こと で くだ て で て 4 くま くさ (は 0 
で むつ " QNOm ト に 吐 に 中 1JO 公 
Q 包 固 難 湊 つ っ 心 G^ TN ロ トー て 6 に 
4 で や きり 鈴 言 つ し "NG せ じ / 
くだ 3 も 。 較 E も 3() っ まい よそ まさ 
や や" マ で ペー 作 玉 ー ン ( 選 ) 畠 っ 
や や ”" 赤 G 世 @ ャ ペー 稚 虹 っ へ 
トロ 市 りつ し" トマ ji ト に ト G ら めい 
つじ 品 明 やじ っ 刀 補 っ や ささ つつ 


リウ? 


中 定 者 や りお や お り K ペ 公民 TN ユ 
じ し 足 赴 や を で し っ 6 じゃ 人 色 ” 公 TN 
こぐ 中 年 ホー コ 公 筐 失 つ つじ し "My 
S 巡 "人 路 細 由 背 細 G『 玉 へ ふさ 
OS さ 品 入社 人 K※』】G 臣 早 唱 尋 王 ) 





つじ し 叶 で で し っ や の ) り JJ ベリ 7 朱 晶 や 
で ぐ G 臣 嘆 ロ く で し っ 選 IRATN ユ K ペ 
ANU 塊 し う 社 他 H6 つ や 7 
咽 尽 で 距 葬 上 レ で っ 6G セ し 

人 QJJ で 選 く で し も むら うり | 需 二 や を 
(と トド くに で くる いま て くさく あの 
つ を 宙 索 所 AN て ー つ し っ 
ぐし も" 條 回 G 臨 只 孝 S 呈 で 
GS" 避 叶 NETJN し 7 更 路 マ ペ 色 
っ いう 細 問 つ レ ン で し っ や JO 
く ” 抱 り 必 弄 で 公 モ し うつ で 
ーー 父 6 吾 NG の ロ 問 玲 
つ 補 公 で ・ 

燃 路 テロ A 上 ト じ 民 0 で し っ ぃ G 朱 殿 
0 で G を やう りり) っ 公 避 宙 季 や 
で 中 Ne 公 の っ う 心 有り 間 革 つつ 
つ ざ で ” 杉 交 画 衣 刀 明 蘭 " 明 A" 

>「 ロ へ ハ 貞 っ ) 扶 め 映 曲 じ りく りく 剛 英 
0 用 つ し っ で MDG 昌 6GHK ミ 
ャ ヤー っ S り 寂 公 避 提 ご ン 公 ” 寺 せ 
ト や トマ ミー ンー 醒 畠 尽 人 で し 


ご 
い 
い 


宮地 唱 男 で KG 太刀 や KG っ) 
JH 6 堪 二 的 四条 つじ っ 
teG し 公 ^" JJ で で 回 っ 
ET こま に: で 0 こ 4's だ く 肖 | 
代 好 で GS ぬい 公 人 で で 公 で 
SQ 男 G 地 下っ 
R 算 G 甘 半 信 し っ 他 必 つや 
刀 8” 杏 つ っ 徹 区 層 
ハー へ 玉 更 で 刀 りつ し” う SJ 心 
押 っ や Q う うっ 6S う りう っ 心 G ゼ 
> ロロ へ 交 咽 で せ NIJ) 地 況 企 
民 SN” し p” トス ペー ペー 
選 々 6 懲 狼 p 周 掴 慌 記 SS 
で @ く ン 軒 丹 さ ン 棚 図 的 時 
NQQ る りう ) 心 租 朴 生 で せっ うう 
尽 交 失 間 レス っ つづ つ 刀 " 過 e 
っ へ か ヤー)@ 革 郭 細 @ 臣 鶴 
さや P”。 GSX ヤー 入選 6 で 公 
ぶさ を タン 思 江 KG@ 選 根 交 詳 NG 忌 皿 
SG 志 嶋 や せり 昭 で し うど 
叫 定 郡 Gm く ーー ペ 護 交 四 殺 つ 台 
SG し も 到 "ppQQ で 理性 串 ませ 
中 つじ し も" S ゼ 京 固 和 り っ 心 ト )) レ 
ho まま) で く )」 ド ベ で こく とこ だい ト い WS さ 
し” 四 6 身 且 じ を NG 公 う りう 心 
忠 へ お 呈 を" 負 心 っ 心 鹿 囲 多 つや 人 や 
四宮 G 各 悪 的 郁 区 0NeG 公 "っ 
愉 J り り 陣 選 妥 や 6 つ 避 で 
ー 一 季 せ そ 必 いふ ペ ー ロ 到 つ し ゃ ば” 
GS 畠 組 堪 ゴ で し っ 6 つ 
刀 人 で 振 尋 人 0 ぐせ 略字 っ 公 ロ 
ン 到 尺 姜 つ で の 刀 宙 二 人 0 で し っ 6 
つや 公 " 
中 捧 農 4 く 尺 当 叶 親 器 で 
せ 野 性 記 凍 "コン ロ S 選 マル ふ 
K 短 ボ 愉 6 恒 前 人 G 吉 須 4 で 
や うり 証 う し っ "し も ぐし” て 


や 


公 回 で 台 十 じ 堪 二村 Ne リゼ" 
民 和 で | 遇 息 ロ 県 っ 綱 往 もつ" 
的 昌 で いむ つ を も っ うべ 球 し ゼ せ 玖 ポ つ 
で "所 ロ 元 で し せ " 貴 採 篤 | 果 
湖 つ で いで や し じ ち " 爺 せ 醒 押 G!J) 釣 
SE さま くに る いこ だ この いこ ん ナマ 
し や 表 因 り 括 0 で Ko 中 で GS 細 
っ 杭 19G Steh さ GS′ 中 で し to 
S つ し | OS で 補っ J 失 
N レ っ や くじ も で” 宮地 り 直 つじ っ 
Ne-J や "やつ 葛 震 0 く で 層 県 KG 戦 
っ で で で や p 抑 画 GKG 由 で くし レセ 
>)′ 表 競 1 べし 短く し KO の WO” 夫 
折れ ItG JJ で 5JCOQ り 中 で 4Q っ 
っ 公 で 公私 で や ? で 到 炎 や 採 
0 で G 析 人 篤く いや 本 写 交 。 J 
っ 心中 祥 で 刀 く る で 雷 換 忌避 で 
レセ " 
MyIJS で や し レ め を を セ セン 
つや で? 室 字 や 硝 近 人 0 く で p 型 G ヤ キト 
ヽ ふ ペ ー ゼ Tn へ 引 演 相 し 団 座 を 公 で 
選 ぐし じ セ 公 ” 醒 採 品 認 つじ せ 世 ゼ 
KG 計り で で 公 や さっ うっ で” うつ ) 昭 
っ ぐ 0 で で 怪人 G 忌 WO し うつ 


電 路 部 せ や 和 G せ hp や 区 層 
さ 親 で 尋 天明 穫 うっ …… つ っ 
愉 ひで や や) や 心 公昭 (人 ぐ G レセ 
玉 ( 地 )) を せ ユ 地 況 せ )))) け 
ッッ 「 ハ へ 咽 半 信じ っ 
つ ざ で” 振 虹 0 ぐ pWw で 旭 税 で 
じ っ うっ や うり っ うっ 心 公 つの を で む て 
ポ >T へ AG 上 表 じ 1J) 皿 評 し 准 
ぐり 総 ソ マ 堪 棋 つ きっ や 昭 心 
ぐし じゃ 仙 赴 唱 穫 NO TA 
りう っ の G ゼ "ww で ン ペ っ 里 固 
や St0 吉 つや" うっ 和 を w 必 答 


| て G ズ 臣 ツ つじ し 品 y ぐ で て" 


本 品 NS 由 

S き 拒 記 
ME- 机 : 
ト 『 介 ご ざる 
そ 。 諾 ざ 固 時 記 
こ 佑 1 まり まこ 
= ト 軌 座 宛 剛 王 
> 堂 じ 窟 岬 殴 
まま 
ー SG 畔 証 科 
6 い = へ ご 細 
3K85 
ミ 3S ト 店 モ 人 る 
〇 ン 8tSxS 氷 
ビ うり CC 尋 く の や 


つ N0G ゼ やつ 人 S つ や Q 都 公 K 玉 公 
I ト ヾ へ 必 (※) 下 殺 つ し っ 刀 や っ や 
SNeG 尽 や つて や で 公 …… 
中 定 ト h ユ TH 臣 只 じ ゃ | 困 の で 慈 
けり 8 Q さ で > テ T へ 朝 し じ 避 る 
うり 器 國 つつ 表 隠 つ し つや で" 部 
必 りり 下 友人 心 G 刀 うう 心 ロ ー 
ミ ぬ ” 画 軍 KN や 振 時 0 く 皿 
下 p 耳 前 了 つ し うっ で で 

電 牙 NT っ 8 Q さ で っ ) 
豆 豆 や の 6 お" 振 尋 *0 ぐ 公 形 
GS ト ドー ペ ミー 選 NG っ も けり ” 帆 陣 やつ 
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※ ス ポッ ティ ング : V コ ン テ に 沿っ て 口 パ ク の タイ ムシ ー ト (上) を 作り 、 そ れ を ベース に 作画 、 さ ら に 本 番 の アフ レコ 音声 を も と に 撮影 時 ( 


再 調整 (な いし は 作画 を 修正 ) する 





レ ぜ うっ!J う ) 到 OH6Q 交 人 ひ 刀 うう や 
も ” J で S 中 へ K し ふう 元 索 KG 
で 密 5 JG せ そい せ 仙人 心 っ 心 
入間 し "選民 っ で 問 臣 的 由 押 し せつ 
じ ぜ うっ! りり 上 で うし” 補 公 "や 
つ 公 つや やく 束 6 絡 計 己 臣 つ し せ 
朱 時 や ぐ G 革 じゃ や で) 心 個 懲 足 ロ 
を で しぃ 6 身 お や 玖 N0G 公 や の 昭 っ 
れつ や? 振 典 くせ で へ ふ ぶ リ ロー ビレ 
p っ っ で 帆 押 じ 下 人 も で KG つ " で 
で を 本 ン じ 圏 押 マレ” セ )J ン ツン 膨 壮 
豆 で 民 り 昭 必 GPS” じゃ 記 
りさ 9 后 條 で” 半田 じ せ で 稔久 多 
責 ポ つつ PNGG 公 の) っ J" 公 IJNW" 
>「 ハ へ じ 里 や ① ぐ 尺 癌 対し っ 
Ne 李 四 的 パ ンマ ン ご リリ) 公 
Ne 二 忌 S)) り ロリ さ で さ ポ つ で や" 
叫 定 臣 只 じ ゃ 映 中 ツマ ペ S「 り JJ 
ゃ へ hG 去 羽 祥 J) は J 心 っ 心 堪 
区 SN ゼ 役 補 公 で で せ 証 で 
じ っ ぃ te] 座 刀 うつ ロ 下心 的 つじ AG 
想 到 呈 責 中 じ つや "KK こく 私) っ うっ 
い セ " 親 っ SS で マン" 

燃 牙 皿 償 公則 ペー ペー や 公 ① 人 で 
で SN 区 お や SG 公 や の やつ で さっ うっ G じ セ 
S 1JG 抱 咽 屋 N で や けり 心 っ 心 赴 
央 りつ で を っ むさ で うっ” SQ は) 
り 了 賠 公 泡 陣 し …… っ 日 皮 公 中 選 じ 
ツン NG し” JJG 週 信じ p 和 家人 S じ 
っ NepG ロ DS で で っ や "っ 心 寺 揮 
や 親 で で 公 の やじ" 

中 だ 都 せ 衣 公 舞 む No べ 写 レビ せっ 
SG や” WIJD 半 っ 愉 玖 ポ 必 で で" 
心 つ し か pv) し や 団 公 ン 咽 ぐ で で 
っ G し し K モ た 穫 トト で へ 心 多 マー に K ロ 
つい で CC” ヘー ふ HAKG 括 で 装 半 
ツン 蛋 濯 じ 騙 細 的 画 つ " JJ) 


尋 堪 交 四 0 で を 初重 和 さ ロモ 
N93J 胃 で の ぐー ペー セタ te つ ) お" 
Np 基 固 公 さ っ りり りや の 玖 N 
SGP で で しめ 心 器 友 下 責 交 ら いり 
や で で っ や っ うり 球 玖 閉じ し や" 章 べ や 
も りう Jp 拒 マ や 泡 脳 けし う っ 
つや? 

ーーWw で で で 思 殺 ペーー じ 昭 っ うく 
で G 史 っ ハー へ せ c・ 

燃 秘 ト ふ や ト へ 6G 旬 6 十 G 牛 じ つ 
さる 心 公務 @ 二 6 押 和 を 想 G 堆 つり 公 
TA トリ で っ りり 選 で で) 心 を いで 刀 
くく 一 て じゃ セ S” で 篤 の 6 ン ゼ で 
で つの を る うっ 反っ うり 汁 選 選 所 懲 つ し じ う っ 
屋 ” テヒ <G 相 0 く 臨時 も で " 

革 哉 W ぐ ” 避 N0 で さら 高 恨 的 失 む で 
で し っ じ し 臣 固 や 電信 で し っ te 中 梅 帳 
や ぐう 公 ^) く マ て か ストー で T 届 玉 
ュー へ へ 到 玖 や つい ” 振 堪 も 
けり 到 つ し 「 つ し を で 記さ 」 の うっ 心 屋 
到 Q せ 交 へ も ” の 心 座っ で 
( 地 )” 玖 り せ ” 1J ン 欠く で で ら 
S さ ミーー 喘 選 G 男 で KN0 っ JIJNT ハ 
へ Ah ミロ 中 CN で し も む うり 醒 近 公 
示さ 馬 全 と Ne シ hAG 回 へ 畠 p 戦 っ 
ゴ S で や っ て 令 OM 心 層 陣 NG 
くさ つ 昧 杏 し " 羽 辻 DU で to 上 欧 滋 中 
っ 忠生 け 諾 訟 つ 交 で 生 ” 刀 政 六 
葵 困 収 Q 畠 む 選 G レ ゼ で っ っ ) 役 つ 
じ っ " 

中 定 議 G 下 りさ さも 到 ^ へ ユ 
ト K っ JJT ス 1 ト で で ふ 條 下 G く む 届 で 
中 細 っ 心 公 /『 有 帆足 で "』 パ さや 
p で っ 音羽 S ト IX で っ 尼 皿 麗 
し 壁 さく で し っ で 6 公 呈 陣 豆 じ 
つ 玉 "TA 上 泌 開 シレ せ へ 尺 頁 幸 
に で SEEYENS 1 に くに: 相 


を 麗 到 到 麻 ら 下 つつ 刀 ユ やつ し や くし 
も で ? さて トー て 6G 応 濾し め ゃ 和 ヤ 


キュ し くし 放 つ し じ っ や G し や? 


路 肝 写せ ロ せ 「ー へ ハ 」 選 刀 うっ ぜ 尼 麺 
うり せ 谷 O し っ 公 " 氷 二 つ 多 
べく で StG 培 際 さ ソン さ で し っ 本 "My 
S 押 0 提 つ じ ” 坦 占 じゃ NIS 
ー 研 っ 題 昌 G 姫 け けさ の し う いひ や 
< で つ を で っ 尽 昭 っ " 

ー 一 暑 包 諸 心 ハー へ 6 埋 王 っ 公 公 
レ つ や で で 

燃 忠 瑞 天 季 牙 つじ 振 農 0 公 
で や 直 つつ や ” る 英 公 弄っ 揚 人 る 
で や ユ ト ユ ルト で 人 公 @ 判 攻 じ 製 
ト J) い レス AN0 公 やつ で さっ うさ ト ユル ト で 


り で で 人 St9 押 呈 GS) p つ コッ ン ゼ " 


ーー へ うり 咽 っ 懲 つ GS" トリ X 如 じゃ や 
ヘヤー へ Am 本や や で 不 下っ G 尽 " 
Jp 拓 匠 彰 細 G コ 田村 や く @ 
据 選 や 殆 公 で 寺 G 昭 っ や 癌 
細 唱 則 選 し じ 選 つ つじ "| 更 上 如 唱 選 





曜 G 押 さい ひし っ j" 

叫 定 正 っ 所信 で し 問い 0 選 マ く ミー 
て リ 払 つじ し 〇 ミーー@ 縄 恩 せ ” 問 
SG きら SGG さ ぐし も や" 

で) ろう レン で や 坦 せ 醒 採 @G) ト J 
いけ IE や うく で や 4 うう / 愉 "NG 
居 屯 六 公 志 DGO じ し 皮 和 や Ke で ペー 
レレ つや” 交 G 押 尺 委 ント リリ ロバ で ビレ 
恒 和 好例 くう つ で や 培 要 的 NO が" 
室 地 せつ 骸 皿 人 せ 織 ひし 据 し や 閥 店 
ば で ン ′ で) 幅 史 換 和 りか" NG 臣 
穫 っ ぬ 表 尽 ロ つつ " TA 目 明 ユ 
し も むう る で” 押 藻 公 志 で レン NG で 
7 へ ふさ うり 彰 細 G 革 に じ 葬 能 さ で ペー 
の や くい SVE く 4 ここ 2 導く さい で くに か ょ わく) 
JJ っ) お で S で や し じゃ" 

ーー で My で 條 回 | 螺 用 さ で 
G ゼ "3 で で りつ で 心 仏 で ・ 

乾 臣 半 皿 記せ 性 紳 写 堀 五 玖 中 公 
で や 6 公 尽 S し や で 選 もじ” 生 MW 
G 二 嶋 Q ポ で 人心 NOTJ う ) 篤 抵 | し 
つ ” 追 ) お ” 振 尋 0 ぐ く G 寺 で や" 

提 選 で 3) し 頑 SG 公 "し も 
で で” NG 団 環 せ 1 いひ 交 ひし 10 ゼ 
條 蛋 革 し で ht@ 々 ツマ 青 黒く G 幅 旭 民 
で や セロ 半 信 で で Ne 6 で の リ ” り で 
を で せつ 人 避 G 皿 や 人 し ち ” 」) 
で せ 拓 時 ぐう や p 証 つ G も し も 公 " 

皿 全 ゼ 振 時 0 く G や し 民 選 握 :N じ 
My で 釣 尋 つじ し っ っ うう 昭 ひ し 明 
ぐし っ te で モ じ し じゃ も 玉 ” しゃ | 1JG ボ ボ 
か いう) 堪 二 りつ し 鈴 号 つ 坦 Ne 公 せ 
で で べき うし …… 民 を で うつ や 
隊 岡 つり っ て G ゼ ” を で せつ む 振 晶 10 
で けり お p 到 二 じ Ne パ 愉 着 呈 め 皿 在 
刀 作 移っ うり う り 昭 人 ひ G し w で 
っ 心 芝 表 や 咽 曜 レス うつ 玉 | 近 


叶 Y0 で 選ぶ うつ し っ も 公 。 了 二 
メレ いで [よく これ 93 に くす 
か へ NG 皿 軍刀 り 昭 必 G や 列 や 
人 SNe | 胡 し じゃ 涯 暴く ぐ G 台 責 っ 志紀 


りう で 公 で で や GS 夫 の 昭 っ 6" 


WV で や 東 故 も で" 

中 間 つ っ し も” 0 で 幅 球 
G 表 や つつ や ちち 5) 全 邊 区 他 ロ 
長 つ じ 中 革 呈 壮 公 屋 所 | ふ で いび 
刀 昭 : で も" 0Q け 7 ト J) で せら 
G 臣 只 り っ NG し も 公 ” 穫 や ふ 
Am へ G 直 半 子 尽 蛋 上 つ さっ" 
Ne で で 某 選 G 革 し 愉し 量 二 
師 り し 1 恨 G 装 GDH6 ゃ で ビレ 
っ シン っ ) う 心 有 っ) 玉吉 終 人 ひ 刀 め 昭 っ 
” 坦 和 つじ し 寺 容 も 刀 悪 せ 
昭 心 くも む "で せ 邊 や 改作 本 
へ で 選 で 0 ぐ 公 紅 叶 し せ で マン "| 放 部 


証 据 的 全 レン で で 香 人 む さく し ゃ " 


給 | て を で ぐも 0 で し を で PteG し ゼ せ で 
ン ” で も シロ NN で ミロ 現 の し 
太刀 坦 環 WW や りう っ 愉 GS | 晶 装 0 
で 遇 や せり 昭 っ 6” SS 共 呈 じ や 
ふる 0 で My 心 昭 人 必 で し もち むら り " 
人 回 で S 胡 近 や の 刀 り 昭 っ " 


ニョ 』 
期 )、 演 


『 崖 の 上 の ポ 


『 借 り ぐ らし の アリ エッ ティ 』 監督 助手 『 ガ ンダ ム 


G の レコ ン ギ スタ 』『 コ ー ド ギア ス 復活 の ルル ー 


いむ ら ・ け ん じ : スタ ジオ ジ プ ブリ を 経て 現在 フリ 
シュ 』『 ラ プラ イブ ! サン シャ イン !』( 第 


出 な ど 。 新 海 作品 に は 『 君 の 名 は 。』 か ら 演 出 と し 


ー。『 も の の け 姫 』 制作 進行 、 
て 参加 。 
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監督 が 撮影 され て きた 


新 ) 
素晴らし い 作品 た ち へ の 僕 の 挑戦 で し た 


ぐ * 
/ 


ー 一 近野 彰 細 G 半 呈 宣 得 牙 で KJ 
うり けさ で 中 器 和 絡 NW レ ン ゼ も っ“ 

記 皿 京 や ゼー ロ で て ドリ 記 隙 つ し っ ぃ G 
GS し 公 " や うり) やう) 失 野 もぐ G 部 豆 
で ン さ ロ ) じ ゃ 慌 輝 公 下 ポ つ し " 
で し 『 有 G 中 で "』G 足 半 龍 " 監 
躍 ホ ー ト 0 で し うっ や 時 出 抵 6 く ロ 
ホー ゴリ ロペ て で し っ や や っ う G 到 ぜ せつ 
ユウ つ で や” 牙 議 的 赴 押 ロ つじ うぃ 6 
べ 臣 全 で で 遼 昭 ひ 0 し せ うむ うっ 
で pmp つ で で っ で や ヤセ” 近 堪 や 
NE 
刀 ユリ ロ セ 0teG う りつ 民 人 鞭 : で で 
NpG 忌 牙 も っ G レ ゼ で うっ 払 う 懲 つ 
こん さこ で いも 
ーー 回 ′ 牙 論 調 細 的 回 人 愉 ) ロ S 
い 8 や 

区 只 り で で ひ QG ゼ ” Q の っ oo 叶 
S の 6 忠 シセ ペ う っ うさ 6 じゃ ちや S” NG 導 虹 


レ ゼ れれ 臨 没 昌 細っ 愉 」)) レ ゼ で 
ツン ” 半 信 じ っ マ 学 本 レ Ni トロ ー ネ 
ーー や 補語 的 うつ せ っ や 稔 つつ や 
で で") で し 6 半 08 レ ゼ 路 訟 遇 軍 ゼ 
権 過 や ④ く 1J 押 画 公 相殺 人 で し っ kJ 


り 穴 人 OG し や さ ヘ キー や 
SM つ や" 記 也 OO 豆 で セレ 
振 典 や ぐり 下 むき っ パ 届 …… の っ 


ぐ G や 拘り” 振 箕 0 ぐ G 和 を 
ゼ う っ うり) うり)” 固 む トン さだ に し On 16 
人 2S 

ーー 位 伴 te 上 設 GII ト ー ド で 
いせ: 

SN% 々 ン | 押 突 剖 公 生 」) っ で 
りう ュ っ) を ぜ さ 中 じ も で 牙 府 りう っ 心 
GS ゼ " 好 や ふ へ 中 和 へ 到 作 交 到 で 補 剛 
だ (で や じ し | 吾 悪 り 換 きつ や や 
ヽ へ ハル へ で SG じゃ や ” 拓 尋 0 く GS 走 
呈 パ 十 り 弄 党 @ 環 公 地 ソー WSH 
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MIKI YOKO 

みき ・ よ うこ : コミ ックス ・ ウ ェ ー プ ・ フ ィ ル ム の 
身 会 社 、 コ ミッ クス ・ ウ ェ ー ブ を 経て 現在 フリ ー。 
『 雲 の むこ う 、 約 束 の 場 所 』 撮影 補佐 と し て 新海 
作品 初 参 加 。『 言 の 葉 の 庭 』『 ク ロス ロー ド 』 ( 
色彩 設計 と 撮影 を 、 前 作 『 君 の 名 は 。』 で 色彩 設 
計 と し て 関わ る 。 
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[VFXI] 


[サカ ナ 設 定 ・ 原 画 ] 


池 周 美 






ーー 必 せ "で で G 介 出 其 で 
っ じ 緒 末 己 相 本 仏 で ・ 

取 覆 者 せ " 押 翌 品 唱 甘 固 を へ し 
で で” 室 地 公 キ キ 中 枢 む .Q で 
Ko ハー へ を 革 じ 甘 針 填 GN ズ 束 
RS 周 ロ 民 天 玖 皿 終 衝 KO 嘆 固 ′ 交 
り せ INK て "宮地 り 栓 採 公 万 公 で 
換 忌 レン hk6 交 刀 さ の 公 "反っ つべ や 芯 
り 幅 選 で し め ふ っ う で 人 SQ さて トト 
て 公 や ぐせ) コ OO トー ご 3)^ 医 了 剛 
回 凶 つ し じ っ t" 

析 記せ 『 圏 環 人 hp』】G の 
RS べ ぐ 落 給 きつ じい 鈴 言 つ し っ te@ く じゃ 
RS で 回 G『RK 居 G 財 』】 し じゃ せ ^ 民 G 
さい ドー いく まく まく 通 粒 | で くだ に = さく す o と パ 
いや つる "忌避 8” 翌 帳 和 填 時 親 
刀 で し 瑞 で 國 Ke 飛 提 じ も で " て 私 
咽 せ 走 固 で 6 ン 咽 hG で し セ 公 ” 下 
か ーー リ パ で し レ ゼ " く ペ ー へ ハ 欄 長 交 交 


ふ 公 つる で 革 で し 和 う っ じ "| 虫 設 じ 「 ヘ 
ハム トー (⑪ 容 ) つ し うっ" 
ーー テヒ) 蝶 設 人 @ く て N ユ トン で 
SR 部 し も で" 

特 区) ゼ "本 採 G ト ミー て 6 内 
けり 公 公 の し ス っ t0 せ 中 せ 中 求 Ne も へ せ 
ャ 條 キーW 査 判 つ 刀 さ の 公 ” 畠 導 
所 足し じゃ 咽 さ くし ( 子 )" 
耳 折 じゃ 析 0 く で 丈 っ で 選 公 っ で 
いつ を で さっ うっ うっ)” 公 信 さら G 向 人 釣 J 
や Q ( 症 固 ) し 押 仏 さそ を うむ で ン 
Ne ぐし” 人 Q 回 "で IJN 『 
S 無 @ 均 で ぐ G 欄 柚 や 玖 で し | 公 
で さ ぐ 生 刀 蝶 識 唱和 貼 や AG は JJ 
S じ ” 屋 や レ っ や 福 っ 刀 
SG” 区 NNIJ ウ し か も で "KKN ト ミ 
て リロ 階 公 四 へ 旭 人 St トー“ 

由 く IN く IN っ り ” 固 帳 外 公 必 公 


人 ン バエ 3 いい こん や いい 3 トト 


で NG 尼 G 褒 民 園 さ 和 十 表 く ペ 
ー へ ハ 押 っ し ′ で IN へ 性 Q 
や 90) うっ 心 計 釣 つ し っ " 
耳 撫 で 叫 唱 [で せめ 
心 畠 公 さ ン レ っ っ で 」 ふう) ( 吉 )” 
っ 心 JJJN で し 走 固 じ 押 ソロ ゼ 路 
上 尽 SNe で し か" SA で ンス っ 避 Q や 
9 っ J り 必 や 心 人 っ うっ 到 ”。 愉 補 
りや へ K 奄 陣 さ し " 
由 人 他 束 要 で トー 
SS で Q で も | 還 べ 妃 ロ め 昭 っ うく で 公 
癌 っ じゃ 

耳 手 pQQ く | 身 GR トー ゼ " ト 
中 スー ペー 公 了 朴 舞っ つ し っ Ne くし も 
S うっ 収 視 や で 刀 余 己 了 攻 G 押 中 
共 還っ で 338" トス ペー ペー っ) 
つじ し ゼ せ せ そ 必 ふ ペー ロ 才 8 レ OnQ“ 
My 心 っ 心 撮 輝 ピ " 析 人 0 く で 刀 必 G 直 嶋 


せわ セ )J ン 朋 や くし も も で? 
析 っ Q っ 一 を で 指 赴 固 玖 ユ 
0 レセ 到 や ー 

私 搬 人 るり D め ゃ う ン い 仏 「 台 失 
< ぐ G 民 し よ HS ふ つつ レン や うっ | 
帆 で で や りり QpS で し | 豆 NB 宮 


陣 公 燈 的 毅 WW し っ Ke トー し も“ 


JJ で や りや うり 孝 @ 選 し 畠 ) 心 の) 昭 
い レ うっ 尋 ド トー で くし セ 到 ” 堪 ロ ロ 
外 や で し じ 終 で 褒 避 山 Ne 飛 ” で せ 
の 回 骨 ひ し ス 補 で 2Q JC で 選 し 
揚 )) 心 の 昭 で し っ や くし も ” し や 窒 
や もぐ く ゼ ね わり)J ン 如 公 っ うっ で やじ” の 回 
じ く 公 下 夫人 レン で hG ( 子 )“ 


ーー 一夫 NVIJ せ 着 較 つ を さ う で し も" 


習 | 師 條 私 率直 圏 り 貝 々 
で くし むり” 医 固 9 し G 骨 長 交 さ 
ー リ ー ロ つ し WSNR て へ 相似 N 
ロ 選 史 ぐし 吉 公 Q 押 っ し っ ep" 
皿 選 つつ じゃ” hG 肖 G 由 』) 区 つ 
JJ を で し や p 較 沈 さっ うつ "や 





いで ン で レロ ー 信 そ K で 固 回 ロ つ 
うう うっ 心 撮 衣 せ 人 つつ や" ( 記 
固 @) 豆 球 的 下 を つ で 人 S ぐ "| 選 じ 
トス つめ の 間谷 つ で で 人 心 で 
やせ へ て で 固 固 ロロ SO っ )" 
耳 搬 My 愉 っ 門下 お つ ポ つ 選 で ? 渦 


邊 つや コロ レル に や つき ン レ ゃ っ っ ろ * 


ね つ QNT レロ つや 慌 色 叶う つ せ 
さ 演 や め 人 SNO で くつ を っ 公 ” っ J" 

由 耳 藤 0 ぐ 公 QNO っ 心 ト テ く で 
KK っ や う っ うじ" 爺 語 を で し 慰 KN 
9 り 「J で 人 円 約 一 」 ざっ 心 財 芽生 
3 で Q く し も? や も 公 補 り 昭 っ 6 
つや ? 

ーー 赴 固 りり 臣 設 公 十 中 ン 電 瑞 旬 右 tG 
けり し /「K 居 G 中 』G 尼 畠中 人 


し We し っ we で や し 民代 今 玉 やせ 


本 採 公 侯 G 二 じ 王 4 心 で ” 替 甘 G 
答 QJ や や 唱 細 村 衝 NO 「 財 @G 剖 | や 下 
着 W で し じ っ ken し セ 友 の 

了 私 搬 や TA 玉 全容 つ し っ さっ 
悪人 ぐ 《⑯ 畿 鈴 言 や や じゃ で で や っ 
刀 くし じゃ 友 "人 SG 「 旬 G 札 | 避 臣 つ 
じゃ” 細 人 友 ぐ 「 で で ) マ ペー 


つじ まつ っ | っ Mm で で 選 く し も" 


で し っ いう ぬう) 鑑 提 っ うし“ 
ーー ゞ ペー ハモ ーー 妃 で の 6 學 揚 公 
で し じ っ te@ で や し で" 

征 手 せっ 門 ” 郊 公 らし 交 
選 で むし ゼ せ で ン レ | や うり やっ) 頁 弧 G 
せ け ”。 公 ぜ ぶつ で 公 つ で ペー 人 
eS くも や で" 皿 付 忠 責 G | 
忠 QN0 つ "まり つ レ ゼ G や 
剖 G つ 愉 ロ や p 咽 OTN 心 っ 
QpG 玉 茎 つ うっ” の うっ 心 相 し "つの を 


間 
も も 、 


約 ” 誤 恨 選 時 人 篤 マ 雪 信じ し う シン パ さ 7 


臣 固 じ 押 うっし つ で 刀 択 包 叶 っ "My 


いと う ・ ひ で つぐ : 原画 マン と し て 数 々 の 作品 を 
手がけ る 。 主 な 作品 に 『 エ ヴァ ン ゲ リラ ン 新 劇 
場 版 :0』 (原画 )、『 文 豪 ス トレ イド ッ グ ス DEAD 
APPLE』( メ イン アニ メー ター)、『BORUTO - ボ ル 
ト - NARUTO NEXT GENERATIONS』( ア クシ ョ 
ン ・ エ フェ クト 作画 監督 作画 監督 ) な ど 。 


ITO HIDETSUGU 


で し じ 必 映 尽 上 K て 医 固 所 舞っ 
"0 の 路 論じ y 心 っ 心 記 囲 や く 
で 9) 彰 物 公 更 つ っ し っ Ne で マ ペ ー 込 り 
県 ソ で N@G 人 で ” 装 揚 察 還 じ "っ いっ 
いり 紀 つや くし レセ" 

御 MG トト Kー 革 赴 容 つ や G 
SS ト や か ト へ (※ 上 マー ミ 色 レン 
Ne 岳 G ミ ーー) で ” 合唱 蹴っ し っ ぃ G 
本 近 G 臣 「 旬 6@ 避 」 公 届く し っ 
NR かー レセ で て” 中 換 0 く 串 固 つ 
P レ ゃ pQ で 選 「 伴 ロロ 心 っ 心愛 肢 
届く で No) うっ 人 SN ドー て ATN 
電 レ マ ャ ペー 人 導 間 回 僅 じ うっ“ 

ー 一 喜 固 釣 凡 咽 村 NG)/「」G 指 突 
唱 玖 や N6 | 暴 去 G 眉 ” 的 撤 べ 革 
SNeT ト GS 邊 りく で 中 マー (※ 末 
いし っ ぃ 9 細 記 ) ゼ ” 壁 固 じ 押 公 で ビレ 
っ te で しゃ や で" 

回 搬 mn し も " 

御 し 「 大 」 GE 宮口 玖 @ 司 GS 
玉 ぶ や っ で pG ゼ " 忠 訟 鹿 半 じ く で 
し っ te くし も "NN ポ て Am ATN も 邊 
い 刀 マ ペ ー 公 更 咽 攻 ロト N ペ ーH 
NH ふ ー (※ ト IIXG 臨 設 さじ 域 
で で 下 責 昌和 革 ム トー) 十 じ 由 皿 
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し ON0 65 候 リ さ へ 韻 蛋 張 つじ っ 
も ” く へ 記 肢 多 く で NG)” ダ 尺 
ふう つや 内 囲 居 ロ で ひし つ enG ド " 
半 固 G NF ミロ 油 ひ 台 鹿 半 ロ SKG 
届 ロ 難 誤 つや の で ロ き さや 

ーー や マン 嘱 Ne" っ シン OpG さ マキ 
ー 尺 頓 や いし っ neGS で 公 さ で" 
取 槍 さ 隔 ソン ふっ SN0GS で で ・ 

相 郁 談 り せ 公 さ さ G 吾 G さ で マエ 
ー 到 咽 さ や いし っ で " 咽 沙 品 で 固 
固形 0 レ っ ン ポ し 6G 臣 リゼ" 採 虹 
胡 細 り 豆 押 p を 選 つ 所 つじ っ 
” 衣 細 りつ し せ " 交 李 OO で 
ン つ ゼン っ うう っ う 心 直せ で や く し か 
*” 未 つ し へ トミ で 懲 つ シレ ゼン 
せ G ポ りり 公 や へ か ミレ っ うっ ” っ ) 到 " 
玲 り 「 枯 GS ロキ ャ キ 中 ふ ー 到 っ 
N9 只 く np 准 ひ ヤレ ” w 心 っ 心 0 下 
けけ" 二 ロ 「 翌 」 學 骨 や NO や むせ で 
ン ヤ ” ( 宿 @G カ ーー 的 っ つ N@ JJ リド 
装 手 豆 唱 人 CN0 6 心 S 虹 時 多 全 し 





っ 6" 
ー 一 崩さ RINK 旬 つ | 世 り 心 
宮 据 し じ っ No も の 術 つ し も" 
御 や 心 じ も つ 公 p” 末 洛 時 
や NG や むし せ で マン ピ レ " 四 し w 心 っ 
る ろ 心 咽 h9 層 共 ロ つ 刀 で ひら 
し ^ 公 さ さや シン や くさ マキ ー 選 瑞 
で し っ ポ ” 交 閉 手 往 的 反 で SS 
リ | 晶 軸 上 沙 で GS せ や” つ で せく で 中 で 
どく よ に | AVE て た っ 2 導 に で て AVE て に さこ 
Ne しゃ" 抽 衝 つや や で で) やせ 交 
いし ′ 富 で 公 ぐ っ うっ 和 仙 つ けさ で や で 
つ を さっ 公昭 っ ( 孝 )" 
取 枚 や ひい 公 ンマ 二 じじ や" 鹿 0 寂 
叶 る GS し QtO っ Jp で っ 8 公 で 
や し ちや" 揚 り 。 J 心 を で し うい 
っ い 記 囲 く で し p で NN は J う り 到 で 
S い G セ も | 路 償 品 ば 半 岡 じ 提 公 
で む で せっ むっ うっ 了 落 泡 せ 公 ささ 漏 
つつ で " 1JG 評 肢 篤 くい ひし っ で や " 
十 S ロ 固 固 せ 下 0 で 
ーー1NG 6 っ J" 
訓 搬 條 回 ) 心 っ 心理 し 培 皿 慌 状 
9 来 人 し つ ポ で G も し つ O せ 「 坪 
S 悪 」G 只 巨 で 詳 恨 ひど | 半 び じ し 
っ やっ ぐし じゃ "NG 坦 隊 ” 舞 選 妃 ロ 
せ 結 や 心 ら や) や | 骨 田 球 括 くう) 
っ 心中 ペー ペー 工人 各 「 舗 @ 悪 」 
S 二 レン NG か て 6 了 固 的 も く ヤ 
走 他 恥 Ke つり で で Q で し も で" 
ーー 上 ボ 型 )「 旬 @ 悪 」 せ 皿 公 四 敵 G 
も 愉 ロ や pG) っ 心 開 公理 つつ 
刀 S 爺 氏 唱 症 周 KO) 委 北 つ 公 
CQG お "3JG 交 や さ し も 公 で ・ 
誤 覆 S ポ つつ トミ で 蛋 G 記 0 刀 提 
っ し ゃ 志 民 到 や っ ぐし ちゃ むり)” NvG 
| 選 し 選 0 シン ゃ 路上 避 し うっし ば つっ" 


RA 


路 腕 呈 り せ / 居 C っ 記 W 飾 や NG 
選 忌 し 押 っ し っ も ” 衣 く し っ ぃ Q 
6 可 G パ ひで ひつ を で っ や 
心 窒 飼 演 交 つや や で 公 思 つ で 
レ じ っ や ふさ つ ポ " 

ーー 一 交 玲 NoeB6SJ” シロ を シン ロキ 
うに 羽 浴 G で ひで や 6 友 "人 旬 學 淫 さ 
し レ っ ne@ で むし じゃ で 

耳 搬 悪 0W ン 中 Qt0 古 3J” 法 づつ 
Jp 悪さ っ ′ っ 心 所 図 史 人 SS 刀 
い jp ふき ぐし も や 3 Q で ) 恒 で 
ュ リ ロン で しゃ 避 ( 元 )) 刀 補 " 由 
ヽ へ ずつ し @ 選 志 役 で" 赴 や く 尋 民 G 
選 し 回 忠 つ し jp/QCteG し” JAQ 
や 記 0 立 革 じ WONG 公 で | うり)" 

冒 夫 。 記 区 つ - テヒ G 下 ー 
し OO の トス ペー へ AA 記 思 泊 や で 
レ っ ぃ 6 甘 辻 杏 も くり う っ 心 民 人 名 っ" 
NG 羽 唱 8 JG 党 人 恨 人 的 々 ーK ロ の 〇 の 
ら ぬ 由 條 へ や つじ pp ぐ で っ 
く う じ "に 〇 の 半周 じ 貫 公記 
っ や 心 ” 記 半 @ 圭 慌 で ずり 訴 引 信じ 
っ で " 

ーー の の じ 「 介 @ 悪 | 和 Q 押 うじ うぃ 6 
ド R ト て や p 抱 Ne で し ゃ で" 

私 搬 訟 斗 障 朱 公 碑 G 二 っ NG 吐 
固 じ "で ー い っ) 誌 横 つ し っ ぃ 6 「 還 @ 
避 ] 到 二 レン NG@ くし セ 公 "SG 度 で 
や の 〇 の じゃ ちゃ で で" 

習 由 拓 GS「 旬 G 遷 」 せ 走 固 ぜ く レ 
むら うり 季 @ 羽 避 馬 くじ っ NeG ぜ の 
の し ? 次 J ゼ 走 固 NO 〇 OG く で て T 
スト と リロ で で 刀 玲 ーー で G や し” も)) 
ン 咽 1)) 選 公 交 N0J 豚 っ" 
肥 搬 赤 公 固 KS 「 師 」 學 押 
っ ヤレ” で マー リロ の 〇 の じじ | そ や 
っ 「 居 」G 訪 で で も し じ っ や 補 ンド 





っ 心 油 じゃ て" 

習 半 固 ゼ 醒 誤 信 や ひで や さ " 還 瓶 
つや さち te@G 公 悪 掘 "| 選 GO 
の 6 や 二 誌 交 培 臣 村 NG ロロ 選 っ し っ うぃ" 
居民 GS っ っ ふう!JQ ぬ や や くつ を で 
っ 公 で ” うり 昭 っ 6 必 守 " 

肥 撫 上 語 公 さ っ 廿 " 甘 響 や くけ 
民 っ し " 性 尊 副 人 つつ で 
ー 一 背信 じ ” 似 供 つ 刀 半 呈 選 1J 細 
さい の ひじ っ 人 S 公 も 人 S で ・ 

耳 撫 半 せ 回 尽 人 し 捧 尋 育 贅 @ 
ほり 鈴 言 つや くも む うう ” の 心 う 
心 下 SO じゃ | 振 尋 0 く G 牌 較 ロ 
te で で ”。 で ( 孝 )” 下 固 GS 
へ まや で や や "押上 著 人 @ 垢 っ 選 や で で 
さや p 名 信 し ” 朱 民 や ぐ く GR ぜ 1) っ 
3 っ)” 競り 宙 下 や 『 隅 6 選 で 7』 
ふさ へ へ いさ 6 し” で S さ を っ G 
公 ′ っ)” 堅 押 くせ や め 心 や も 公 で 
ト J) で れれ し G 替 呈 け や 鈴 言 つじ うっ NG 友 
Qp 心 愉 で ) 網 心 稚 玩 人 交 NG 


で う 昭 心 く じゃ SU“ 

3” 絹 細 GJi ト KT へ ハ 届 羽 咽 
や 当 し 「) で せ WR 旭 人 ヤシ つ 人 S 
っ 」 * 昭 で やく しゃ” さじ” 受 で 
いじ 慰 じ 鷺 ふ 半 K6)「 を で しゃ で 
1 に も 0 こく よこ FX で く 引 還 
( 寺 )* 振 農 ぐせ" 皿 生 前 固 提 着 
Na6 心 けさ で しゃ p 心 多 財 シロ で 
ュ ふも お)” かめ り で むせ キス 
ホー やや GS 共 で KG” で せ ね 1) っ 
!J っ J 紅 3 っ うり 豚 っ ポ " 

吊 搬 コピ G 加 G テ キャ キー キ っ) 公 。 ヤ 
IN ヤヤ せ IN つ や 箇 絡 ぐっ し ゃ 忠吉 
よし っ NeG ゼ 1J) う じゃ て" 

析 つ S め 措 富 谷 る や つづ" 

肥 揮 写 NW レ レミ 汗 入 K ふ し く ヘ へ 
TAG 剛 陣 唱 区 前 さい ン ペ うい で 


李 か 
私 


テト 公 怠 っ ろ し じい o く し ゃ や" 穫 公 で 


We 館 で っ )「 調 画 和 を や うっ] っ) 昭 
いし tG 反 っ べ ロ セ ゼ 7” 振 農 人 もぐ 公 壮 畠 
つじ っ ぃ @ 學 じ 公 ぐ 近 W じ まつ っ 
的 いひ を っ 地 ( 孝 )* 


じゅ み : 新海 誠 監 督 作品 『 星 を 追う 子ども 』 
撮影 チー フ と し て 参加 。『 言 の 葉 の 庭 』『 ク ロス 
ロー ド 』『 君 の 名 は 。』 で 撮影 を 、 『 詩 季 織 々 』 で 撮 


LEE JUIMI 
影 監 督 を 務め る 。『 エ ヴァ ン ゲ リラ ン 新劇 場 版 : 
0Q』 で 特技 開発 な ども 担当 。 


い ・ 
記 
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や で や 


YS YY も 74KTKCLOHT4334304: まう) の バア で いい テ ハナ で アナ の パテ の パテ ペア 。 
E+YX HOHHDHG9ESODEDOE ま つく OS LC つの ューOO の COO の の 
し 0 さす る る Y) ROYD1 の ⑨ 2 本 @ や ま つえ 志 - 1 { PO する し X だ て なぁ うつ XY つ エー デ 
で | 表 GEESY ペ の OO この え 」 ゃ ーッ eo 出 2OC て XOXO | 


2 


た 。 ミ ュ オ 1 ーー: AT 








選 
和 
革 
家 








は た な か ・ あ き ひ ろ : 民俗 学者 。 民 間 伝 承 や 民 
俗 信 仰 か ら 流行 の 最 先 端 まで 幅広 い 研究 対象 
に 取り 組む 。 著 書 に 『 災 害 と 妖怪 』 (亜紀 書房 )、 





[特別 寄稿 」 


『 天 災 と 日 本 人 』( ち くま 新書 )、『21 世 紀 の 民 俗 


学 』(KADOKAWA)、『 死 者 の 民主 主義 』( ト ラン 


スピ ュー ) ほ か 多数 。 





神々 へ の 信仰 、 日 本 の 伝承 と いう 神話 的 ・ 精 神 的 な 視点 か ら 、 


映画 「 天 気 の 子 を 紐解く 一 。 


咽 二 @ 刀 ロ せ 
で 公 因 ぐ で じ っ NG 尽 で ・ 


半 革 品 次 只 や teD ミ 6 圏 二 G” 求 っ 中 
了 y り HG 太 つ 公 や せっ うそ 0 で 妃 ロ 8" で 
うり で な 長 反 天 ぐ で し っ ht@G 補 O で 
ね 9 

攻 ロ で | 負 革 時 G 直 折口 
で 診 琴 6 で CK 居 GS 償 や せき KW 店 っ 
超 や で 記 ” 宮森 導 玖 提 り で 心 マ マロ 
い しゃ 臣 栓 補 で " つ 公 づつ" 呈 導 硬 巫 G 
篤 り / 了 K 居 和央 豆 思 tG 革 G 直志 せ 忠 
KW0 で し レ ば せっ で うっ” レセ ゼ " 屋 和 泊 豆 ロ 
胡 ぃ Q 走 民 せ "Gt 心 代 三 現し 
0 で や や" 

悦 ユ RS 坊 マツ 共 胡 G 人 さ 公 了 肘 マ で 
さ ” ポ 履 和 を 路 牙 せ 尽 三 G 思 問 羽 中 や 掲 り 
も ” で で 球 強 人 っ いしゃ 場 マ リロ 7 
べ マ や ゼ "「 飛 IJN っ 」 を 「 ロ NN っ 」 つや で 
隊 JN っ 用 怪 半 NeG 刀 未 N@ ょ JJ IN っ 
や 履 公 圭 束 。 合 公 胃 で NeG 旭 応 K@ し 
「 睡 ふっ 」 和 を 「 胃 NN っ 」′「 了 妥当 SS」 を 
「 履 ゴ 」 で やう で 7 JJ 心 つ 補記 民 
G 謎 けり ママ ャ ゼ ぜ 「 式 G 藤 」 も 到 で で 
し KG" 

J 心 つ 台 相 JN っ を AN っ 氷 民 も to っ) 
0 寺 先 帳 尺 母 唱 区 の で で " 

忠生 寂 押 G 玩 田 周 思 で " 「 壮 幅 G 折 交 
を G 古 り 堪 hG 届 せ ^ 攻 ING 氷 惹く つじ し 
せ 芝 ソ マ 性 つや さ |」 コツ つ "| 突 状 求 村 忠 6 
内 腸 広角 4m」 和 っ 心 散 所 公 仙 箇 
S 失 恨 羽 公 皿 手 ロ が 人 S く で や 7 尻 旬 
帝 心 つじ 大 脂 吊っ "「 世 曰 」 和 多量 
つじ 査 間 | 回 結 二 呈 刀 っ "SN 
ン ゼ !J)G 如 公 ^ AI 思 NpG し 和 S で 8G 


On つじ 革 田 ゼ や 「 抽 避 暇 せ 母 
G 路 p 記 お 奈 で さ つ !J)” 中 上 必 唱和 う っ 
し じゃ 選 ン 6 豆 下 」 つろ ひし” 貞 攻 し ゃ p 
了 K 居 S 償 で KOUD り 交 示 KO)” 曰 到 堪 中 
Q で し 宮 り り り 電 則 握 No" 

「 邊 型 岡 属 填 事 』 ロ NG” 共 古 区 可 6 
龍 ” 陰 丈 政長 唱 幅 | 選 増 や 
維 N9 ID) 尺 べ や 他 宰 6"「 地 忠 ] 學 福 
ゴ セ NG 契 公 玲 怠り りり 色 心 公 色 で で KG" 
で 『 坊 上 性 旧 』(D ド や 時 蝶 ) ロバ NG 
人 同 紅 民 革 (や 〇 ) で 距 " 上 吉 @ り W 
寺田 審 四 下 棋 多加 褒 廿 伽 嗣 で つ 7 
握 WG 由 日 悦 交 則 茎 や や 的 Ke” 措 WP 
G 帳 公 藤 葉 人 ぐ で や 6 ゼ ” 棋 弄 人 生 ペ GS 
多加 で や ” 胡 下 内 隔 所 回 早 や や tG や 
SG′ 上 ざ 6 攻囲 品 殖 で ン 「 獄 失 応 突 」 
や で や で で で KG" 


思 選 硬 中 G そ G 母 「 民 (7」 


痕 革 引 G ど 所 で 区 G 攻 ゼ で"「 末 下 
77| っ J 計 で Ko" 

『 也 堆 刻 』 じ ゼ ′ 忠夫 誰 辻 (て 中 キヤ ) 
三 で ペ G 藤 別 咽 士 (R ふ 人 私 中 ) G 押 學 導 
い 刀 ” 店 6 蛋 澤 46 で 選 目 公 貴 6 地 
SG 刻 公 べ 環 で じ "「 堅 祭 号 了 (NIN 到 
7) 藤 ]」 | 計量 部 民 (NIIN の 7 私 く ) 量 」 
GIl 工 S 電 で 刀 "『 疾 秩 思 』 リ で ト 0 っ )“ 
ヾ も トキ ヤキ ロ 客 で で 尋 玉 や 公 中 で 昌 で 仙 
RS で 征 ゴ 央 基地 快 ( ふ 玉 下 
7) で で 妃 JO で KNOT [IN ドル 」G 
「 ふ 中 」 ぜ 衝 選 「 玉 7 せ 斑 革 所 撮 遂 
つ "「 尽 民 7 」 せ ゴゴ SG 妨 硬 補う も で 
レス っ NG@* 

「 地 志 大 」 思い tG 民 臣民 選民 鐘 G「 購 決 
革 刀 」 ロゼ” 固 ぎ 6 下 可 公 壮 四 回 で 


いじ" 尼 IN っ " 了 当 SG 記 民 口 赴 帳 交 載 
む レ 選 う ) っ /? 

時 也 攻 填補 唱 曜 芋 で で 『 購 直 選 』 
G「 坪 G 加 」 ロ せ 「 コ 室岡 琶 見 訟 前 正己 
革 幸 」 ) 記 0 で 「 氷 隊 C 十 田 周 ] GS 
い J0 で KG” 履 交 四 N0 硬 うつ し 量 号 
も で じじ や や "人 較 記 財田 十 妃 交 tG 骨 過 
藤 書 @ 活 必 幸 し 更 No" 

圭 旧 り 4n0” 時 窟 民 吾 G@ 時 し 交 NG 
思 昧 奄 公 振 紅 っ 器 器 " 現 三 ・ 誰 三 ・ 
購 守 三 羽 有 覆い し り J)6 平 十 敵 つ " 母 刀 
選 い ひど 6S 蛋 ポ さ 補 JW で hKO" 時 角 選 ロ 
肌 紅 つ 刀 避 せ ” 量 記 G 撤 購 同 つ | 枯 
三 6G 十 考 玖 尋 te うり 公 人 Q。 作 G「※G 
革 」 つじ し 四 き 0 で KO も の DS で 7 

由 以 征 忌 じ ゼ ” 地 記 母 せ 証 慣 征 ) 臣 つ 
藤 じ "「 衝 牙 ・ 志 牙 刀 te 拍 基 じ し ” 過 刀 
中 や " 也 四 ぐ や | 王 提 RW 四 で 怠 民 
3 翌 甘 繝 *W や や し | で やつ で 坦 
員 コ つじ 英 0 二 や NO 加 WOpN9 藤 | や 
りつ し うぃ" 

揚 古 し 人 SNK@「 ド 77/| G 母 や” 遼 GS 
で ぐ 惑 基 G 志 民 で 部 兵 で GS し せく っ 公 “ 


0160 で 「G 是 | 


性 応 画 レ ゼ "IDG 公 や 10H6 和 0 
さ 「G 藤 」 到 ” 了 K 居 S 柚 電 Ne 基 つつ 
じ 四 滞 で て 習 了 牙 雪 森 公示 で し w で " 
下記 岡 G「 中 直 三 ゴ 旭 」 せ 『 思 是 頒 時 
け +6tG)"「 で 折 @G)J) で っ 剛 コレ 詞 
9 居 で せ で” KK に 6 刀 島 折 了 交 四 つ 貝 
飛 的 雪代 パ 心 」 6 母 過 ロ パ 坦 因 や で 
や っ りう /" 

『 坊 上 性 旧 』 ロ 0” 暫時 人 央 仁 野 
(や ド I)/「 叶 」G 論 " 旭 妥 和 未 展 も No 





ーー * ee ま 4 き まき Y きす ま | 二 


3 し 


全 
こも みく も 





ペペ ミカ ペコ 
「 玉 す ま 」 
ゃ ュ ス ナマ 

*・・ し 


忌 S。 胡 中 回 G「 中 寺 尻 幸 」 上 虫 
手 呈 つ 忌 り 選 つ し っ no" や ゼ 。 冊 二 時 
(DD 田 ) 玉 束 8「 共 」 Go 功 由 
「 中 周三 ゴ 著 G 年 」 己 帳 さ つ 人 


K 旭 で 0G 硬 思 し ゃ 藤 守り ロ 天 へ ぐ で し っ ne" ママ だ 6 伽 町 到 刀 っ に 呈 學 也 五 " 外 才 共 
「47 込 く 」 せ 「 玉 所] G 拉 遂 や ” 畠 寄 G ゼ 三 古 境遇 周 で で 7 

人 SG 記 W 素 "SNe う っ せ 「 共 で 叶 」 @ 妊 地 外 北 ※ 三 征 守 せ " 剛 範 上 (K も へ ヽ 民 ) 
尋 人 る G 毅 補う や っ で で ht” 甘 団 G『 避 選 招 羽 薄 十 JN9"『 和 超 選 』 選 で りく お 


9 据 で Ne 表 忌 G 豆 黙 じ p 夫 で 丸 ” 玉 ロ 中 
9 太 し 呈 選 刀 K も へ や ゼ ” 必 三 6 思 競 
所 宮 加 交 志 必 基 きつ し 四 滞 や で じ レ う っ 
nn? K も お へ ヽ 到 還 10 ひ 刀 下 足し 交 hG 


RS 


ee アシ 
Ge 


し 4* 








や 的 Ne* 
RS 
1 則 虫 や せ 柏 帳 ) 惨 短 で で で"! 
eee 
は 1 刀 幅 中 

^ 民 訪 ゼ 具 " 購 必 G 抽 し 玖 N0 り っ 心 暑 
eo 

中 赴 三 ゴ 計 6 区 攻 せ 「 区 敵 六 (7 公 く 
ヽ ふ ) 藤 」 で し っ NG" 

取 責 K 三 せ 『 上 性 秩 県 』 G 培 誠 や"『 選 
由記 』】 せ 「 起 騙 殖 翌 羽 古 」 革 公 唱 


中 』 で うり) しゃ せ 揚 を そ 机 6 巡 的 つ 選 「@ 
当 還 く 33 ド KEYE, よ こい 

和田 吾 公 容 閉 つ 台 挫 下 組 層 的 選 や 困 
紀 も 璧 ロ 「 共 人 (7 ヘル ユ ) 基 」 旬 因 び 
困 CG 硬 刀 公 玖 N@"「 ン ささ 」 せ 「 層 」 
所 輝 つ ^ SG 償 層 所 Ne DS で) 区 
臨 を ※ 引 G お 下さ 選べ ぐ で や で” 詞 団 
りや 洋 只 つ きっ 公 ” 古 きつ じ し 四 滞 0 
し じ 忌 藤 ロ 「 や ド ユ へ り ス ( 失 吉 笛 
審 彼 記 己 ・ 才 角 附 )] 公 っ 9”『 周 折 
展 』G「 素 経 属 」 し じゃ せ ” 三 G 共 公 圭 さ で 


へ や ゼ "て ヾ 忠武 穫 公 振 贅 G 賠 信人 ぐ 臣 遇 つ 
じ レ 角 名 つや 論 " 只 的 も っ や うり 0 唱 直 
で や うり 0 で し っ hk" 1JG っ う )0 間 軍人 友 ぐ 直 
で や G 公 トル I ト INK や ” 民 町 公 ぐ 直 
で や G 色 臣 堀 (ANm//) し 交 で 7 
し 紅 N@ で 忠和 人 公 で 「 堪 的 況 人 SG 
心 答 つや で 台 色 で 中 二 7 で っ hG 避 で 
彫り 中 刀 っ っ 持 ひ 刀 の JIJO て 中 本 穫 
SG 隊 選 服 っ 型 決 人 で じ つ H れ の" K お へ 
玉 ゼ 緊 G 賠 <〈 公 心 宮 ロト IINKU 記 
で 地 や 0 刀 多 地 了 K 攻 己 二 NOS” 騙 公 療 


「 避 各 」 っ 心 べ 友 "『RK 居 GS 中 』 レ ゼ 
咽 砂 で 入 県 で Sp 慌 洋 2 っ " WQ DU 
ふ へ 下京 リゼ エド ルレ ふ ペ ヽ ドロ G 瑞 擬 
呈 *ete や 人 で 直 幼 ロ 0 で 人 で る K や で 刀 " 
衣 固 GHJ ロ ー ふ 6 区 り 判 路 じ せ ” 時 
直 G パ 心 で 「 況 」 せ 棚 や 0 で NG や いい 


心 砂 “ 
「 連 調 幅 | 己 記 0 で で 昭 


周 恥 ゴ " 収 表 G 僅 和民 いじ し 則 抱 0 で 
G ゼ ” 旧 時 征 暇 や で で 人 S「『RKKG 





< くく の ・ て レ 
1 くく XX ここ 


7 て 

* さ 1 + イ エネ 4 s 

ヤミ でる > 1 1 

て CC 

回 KK プ ま 

の も この 

MM < くく 
「 まま] さる の る デ ョ 


コス ナル ベス 


避 選 公 ^ 六 苗 NG 詞 量 雪 芽 ※ 環 も りり JG ロ 居 K 古 JO で / 経年 古人 G じ 0 尋 昭 で に PyIKINK せ / 福 控 つ 財 』P じ 7 画 層 属 G 帳 穴 密 つ 二 で LC 
捉 G 征 和 民 G 古 や つじ” 三 揚 G 羽 て きじ 下 や 也 ち や K お へ 愉 せ 中 っ 震 ぐ も ぃ Q" 所 く G 記 概 公 |)G 判 SG 判 QUE COTE 
へ ロ 選 <Q St" S/ 王 中 WE っ / 如 還 選 周 要 つ や y 尿 ho や SG 肖 虹 し WoS ひ を ト K 4929 こ て 





K も へ や 「 ズ 部 量 」 


人 快 ・ 振 還 G 央 一 甘 求 貢 電 外 導 忠 


G 選 。K も お へ ヽ へ や ゼ ^ 協 了 K 医 し 怖 忠 責 交 
避 % ト yI ト INK ゼ 嘆 で し じ KG 屯 加 天 
で し レ つ で P MG や 雷 了 K 医 公 型 


けり で 反 2Q 旬 記 つ 〇 つじ レ 下 で ひ 記 「 謀 幅 | し 交 
Ne 絢 さ G 圏 HG 昼 で や 記 帳 人 
編 Q で し っ ぃ @G や CO" つ 公 や 1J 詞 畠 





局 マ ロ 坊 彫 も @「 博 外 北 ※ 三 古 埋 」G 螺 。 O0 で じ つ C で で" し し 0 芯 由 せ ” 剖 較 G で 公 ロ や p 心 | 欧 いて が 
セロ "「 居 癌 三幸 」 公 人 Se? 伺 G 回 く 必 っ 財 CK も ヽ 8 !) 陵 セ te" 映 和 を 崩 尿 G 恨 ロ 拉 No 鞭 級 だ いい 


突 藤 G 選 柱 昭 控 ( て ロロ ロト て 玉 以 ) 
得 せ ” K 必 ( ト *I ト INK) ポ 量 革 公 KG 


志紀 品 醒 で し 所 G 甘 公明 写り で や の 


元 民 人 Q 想 むい 6 民 交 導 選 し 判 @ 革 旭 殺 
心 J り けり 窓 丈 つや "6 刀 「 胃 」「 暗 」「 飛 」 
「 太 」「 克 」「」「 茜 」「 訂 」 さ SS” COG 泊 豆 
臣 責 蛋 も \@ つっ で で し っ KG" 

皿 話 十 慎 (| 還 国 ) 還 臣 "上 性 
民 囲 半 財 6 疫 居 豆 堪 ( 入 音 凶 曰 悦 凶 ) 
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